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あん た は 長生 きす る 


〇 あん た は 長生 きす る 

「 あ ん た は 長生 きす る 」 

ずっ と 、 母 親 に 吉 わ れ 続 け て きた 。 

し か し 、 今 2 0 1 1 年 だ が 最近 不安 で ある 。 

母親 が 、 口 が 利 け な い 状 態 に な っ た か ら か も し れ な い 。 

私 は 、 風 邪 を ひい た こと も な いし 、 診 も こっ た こと も な いし 、 腰 が 痛く な っ 
た こと も な い 。 こ こ 15 年 と か 20 年 だ 。 生 意気 に も 『 風 邪 を ひい た こと が な 
い 』 や 『 記 が こっ た こと が な い 。』 を 書か せ て いた だ いて いる 。 

私 は 、 ガ ン に つい て 、 恐 怖 が あ る わけ で は な い 。 ガ ン に な ら な いと いう 自信 
が ある わけ で は な いり 。 

た だ 、 私 は 、 ガ ン に な っ た こと が な い 。 こ れ は 、 確 か だ 。 お 医者 に 、 あ な た 
は ガン 患者 だ と 喜 わ れ た こと が な い 。 私 は 、 自 分 は 、 以 前 、 ガ ン を 持っ て い 
た こと は 間違い な いと 思っ て いる 。 

ガン は 、 生 活 習 慣 病 だ か ら 、 以 前 の 生活 習慣 を 考え る と 、 私 は 、 ガ ン を 持っ 
て いた と 思う 。 

ガン は 、 誰 に で も 、 毎 日 発生 する か ら 、 以 前 ガン を 持っ て いた と いう 吉 い 方 
は お か し い 。 以 前 多く の ガン 細胞 を 持っ て いた と いう 方 が 、 適 当 だ ろう 。 
治療 が 必要 な ガン 細胞 の 塊 を 、 ガ ン と 吉 う こと に する 。 

この 書 の 中 で は 、 そ うす る 。 

私 は 、 以 前 ガン 細胞 を た くさ ん 持っ て いた こと は 確実 で ある 。 そ れ は 、 自 信 
を 持っ て 吉 え る 。 そ し て 、 今 は 、 私 は 、 ガ ン 細 胞 を 、 多 く 持 っ て は いな い 。 
私 は 、 ガ ン 細 胞 が で き て も 、 ガ ン 細 胞 を 、 ゼ ロ に で き て いる 。 今 は で ある 。 
こう いう 、 私 の 、 現 在 の 考え は 、 人 の 健康 に と っ て 、 欠 か せな いも の だ と 思 
う 。 私 に し か 伝わら な いこ と で あっ て も 、 か まわ な い !。 

も し 、 属 来 、 私 が 、 健 康 を 害し て 、 ガ ン に な っ た り し て 、 自 分 の こと を 思い 
悩ん だ り し て も 、 多 分 、 私 が 、 今 か ら 書 こう と し て いる 書 を 読め ば 、 健 康 を 
取り 戻す 方 向 へ の グッ ドア イデ ア が 浮か ぶ 。 


私 が 、 閣 来 も 、 健 康 を 害さ な いこ と は あり 得 な い 。 人 だ か ら 、 そ れ は 、 時 間 
の 問題 で ある 。 

そし た ら 、 今 、 私 は 、 私 が 健康 を 害し た 時 に 、 健 康 を 取り 戻す こと に プラ ス 
に な る こと を 、 書 いて お こう 。 

ひょっと し て 、 私 だ け で は な く て 、 幾 人 か の 人 に も 、 参 考 に な る か も し れ な 
し 1。 


多く の ガン 細胞 を 抱え て いた 


〇 手の甲 が 奄 虫 類 の よう に な っ て 

私 が 、 多 く の ガ ン 細 胞 を 抱え て いた に 違い な いと 思う の は 、 私 の 手の甲 が 、 
奄 申 類 の よう に な っ た こと が ある か ら だ 。 克 虫 類 で は わか ら な い 。 蛇 の よう 
な 模様 が で きた こと だ 。 今 か ら 考 える と 、 皮 膚 の ター ン オ ー バ ー が 鈍く な っ 
て いた の だ ろう と 思う 。 

私 は 、 5 キロ くら い 痩 せ た こ と も 気 に な っ て いた 。 親 し い 人 は 、 豊 臣 秀吉 の 
5 症 と 吉 つ で た 。 

私 は 、 保 育 園 の 園長 を や っ て いた 。 保育園 な ど 、 い まま で の 人 生 に 無関係 

だ っ た 。 人 は 、 ど こ で どう な る か わか ら な い 。 

私 は 、 研 究 者 だ し 商品 開発 者 だ っ た 。 

朝 7 時 30 分 か ら 、 送 り に 来 た お 母さん の 顔 を 見 て 、 子 ども 達 1 人 1 人 の 様子 
を 見 て 、 9 時 に 研究 室 に 出勤 し た 。 私 は 、 カ ッ コ いい スポ ー ツ ジャ ー ジ ー 

に 、 エ プロ ン を し て 過 し た 。 終 日 で ある 。 

11 時 に な る と 、 私 は 保育 園 に 急い で 、 0 歳児 の ご は ん を 見 て 、 順 番 に 食べ は 
じ め る 子ども 達 の ご は ん を 見 て いた 。 

保育 士 の 悩み も 多く て 、 毎 日 の よう に 、 聞 き 役 を や っ た 。 

保育 園 は 、 お 昼寝 と いう も の が ある 。 保育 士 も や っ と 休憩 に な る 。 研 究 室 で 
は 、 お 昼 ご は ん を 終え て いる 。 

私 は 、 お 昼 ご は ん を 食べ た の か 食べ な い の か 、 自 分 で 把握 し て いな か っ た 。 
毎日 の よう に 、 子 ども に 何 か あ る 。 ち ょ っ と 来 て くれ が 頻 驚 で ある 。 

私 は 、 私 の お 昼 の お 弁当 を 準備 し て くれ て いた 担当 の 社員 に 、 す ご く 感 謝 し 
Ks 

私 は 、 お 昼 を 食べ た か どう か は 、 社 員 食 堂 に 行け ば わか っ た 。 お 弁当 が 1 つ 
残っ て いれ ば 、 私 は 、 今 日 は 、 お 昼 ご は ん を 食べ て いな いこ と だ 。 

私 の 生物 時 計 の お 昼 ご は ん バー ジョ ン は 、 全 く 、 機 能 し な く な っ て いた 。 お 
腹 が 空く と か 、 そ うい う も の で は な い 。 誰 か と 、 何 か を 話し て いる こと が 、 
ほとん ど だ っ た 。 


多分 、 2 日 に 1 回 は 、 お 昼 ご は ん を 食べ て いな か っ た と 思う 。 そ れ で も 、 食 
事 の 準備 を し て くれ る 女性 社員 に 、 感 謝 し て いた 。 

朝 は 、 5 時 頃 起き て 、 コ ー ヒ ー と パン と マー ガリ ン で 、 そ の まま 、 駅 の 始発 
に 急い だ 。 

夜 は 、 翌 日 に な っ て 帰っ て くる の だ 。 風呂 が 3 分 で 晩 ご は ん が 5 分 に な る 。 

すぐ 寝 な いと 、 始 発 の 時 間 に な る 。 睡眠 時 間 は 3 時 間 だ 。 フ ラン ス の 昔 の 英 
奴 の よう だ 。 

実際 、 その頃 は 、 信 じ て い た 。 修業 を 積め ば 、 睡 眠 時 間 を 減ら せる か も し れ 
な い 。 

バッ カ じ ゃ な いか 。 

今 は 、 ホ ント に 、 バ カ じ ゃ な いか と 思う 。 

1 日 に 10 分 で ご は ん を 食べ て いた 。 朝 昼 晩 で ある 。 お 昼 は 、 2 日 に 1 度 は 食 
べ て な か っ た だ ろう 。 

身体 は 、 徐 々 に 冷た く な っ て きた よう に 思っ た 。 朝 な ど 、 電車 の 暖房 が 効か 
な いこ と が 常に 不満 だ っ た 。 

当時 の 私 は 次 の よう だ 。 

1 日 10 分 し か ご は ん を 食べ る 時 間 を 割か な か っ た 。 

睡眠 時 間 は 3 時 間 だ 。 

身体 が 冷た か っ た 。 

手の甲 が 過 虫 類 の よう な 模様 に な っ て いた 。 

5 キロ くら いい 痩せ た 。 

風邪 が 流行 れ ば 風邪 ひき さん に な っ た 。 

メン ドー で 風呂 に 入る こと も 少な か っ た 。 

自分 で も 自分 の 身体 が す 臭 か っ た 。 

缶 コ ー ヒ ー を 10 本 以上 飲ん で いた 。 

タバ コ を まだ 吸っ て いた 。 

元気 に 自信 過剰 だ っ た 。 

よろ い が 厚 か っ た が 気がつい て き て いた 。 

多分 、 私 の 身体 は 、 ガ ン 細 胞 に 溢れ て いた 。 


〇 段ボール に 寝 て 
も っ と 以前 に 、 今 か ら 考 える と 、 ガ ン 細 胞 に 溢れ て いた 時 代 が あっ た と 思っ 
て いる 。 
1 年 に 30 日 くら い 会 社 の 床 で 段ボール で 眠っ て いた 。 
SE 思っ て いた 。 
連続 徹夜 も 平気 だ っ た 。 
EE 
晩 ご は ん を 食べ な いこ と も あっ た 。 
自分 は 頭 が いい と 思っ て いた 。 
自分 に で き な い こと は 何 も な いと 思っ て いた 。 
身体 が 冷た いと 思っ て いた 。 
時 々 会 社 の 近く の 銭湯 に 行っ た 。 
痩せ て いた 。 
自宅 に 帰る と 18 時 間 く らい 眠っ て いた 。 
通常 日 眠っ た の か どう か よく わか ら な い !。 
タバ コ の 量 が 多かっ た 。 
多分 、 私 の 身体 は 、 ガ ン 細 胞 に 溢れ て いた 。 
会 社 の 床 に 段ボール で 眠ら な い 時 は 、 最 終 の 電車 で タク シー に 並ん だ 。 毎日 
で ある 。 私 は 子ども に 吉 わ れ た も の だ 。 
「 お 父さん また 来 て ね 」 
も の すご い シ ョ ッ ク だ っ た 。 
段ボール に 眠る の を 止め た 。 最終 の 電車 に 乗る の も 止め た 。 
「 お 父さん また 来 て ね 」 が な か っ た な ら ば 、 私 は 、 ず っ と 続け て いた だ ろ 
28 
私 は 、 病 院 の ベッ ド で 、「 何 も や っ て や れ な か っ た 」 と 、 後 悔 の こと ば を 残 
し た だ ろう 。 
し ば らく は 、 私 は 、 フ ツウ に な っ た 。 
ここ が すご い ミ ソ だ っ た と 思っ て いる 。 
すご い 数 の ガン 細胞 を 抱え て いた だ ろう に 、 フ ツウ の 生活 に 返し た ら 、 私 の 
ガン 細胞 は 、 フ ツウ の 数 に まで 少な く な っ た の だ ろう 。 


も し 、「 お 父さん また 来 て ね 」 が な か っ た な ら ば 、 そ の まま 、 崖 か ら 墜 ち て 
いた 。 

私 は 、 い ま か ら 考え る と 、 こ の 2 度 の 常軌 を 逸 す る 仕事 ぶり と いう か 生活 

で 、 命 が 繋が っ て いる こと に 、 す ご く 感 謝 を し て いる 。 特に 、 前 の 話し は 3 
年 で ある が 、 後 に 記し た こと は 7 年 くら い 続い た 。 私 の プラ イド を 賭け て 

や っ た 。 戦 っ た 。 何 と 戦っ た の か 、 い まで は よく わか ら な い )。 

痕跡 だ けが 、 誰 に も わか ら な い が 、 大 きく 残っ て いる 。 

私 の 身体 と 引き 換え た 。 

通常 、 こ の よう な 状況 が 続け ば 、 人 は 、 ガ ン に 侵さ れ て 死ん で し まう と 、 私 
は 、 今 は 思っ て いる 。 し た が っ て 、 2 度 の すご い 生 活 を 生き 抜け た こと に 、 
感謝 し て いる 。 


細胞 は や られ る 


〇 生活 習慣 病 

私 が 、 こ の 2 度 の すご い 生 活 の 時 期 に 、 多 く の ガ ン 細 胞 を 抱え て いた と 吉 い 
切れ る こと が 、 大 事 だ 。 

あれ だ け の 不良 な 生活 で ある 。 ガ ン で は な く て 、 他 の 病気 で 、 ベ ッ ド の 上 で 
「 何 も し て や れ な か っ た 」 と 後悔 の 吉 葉 を 吉 っ て いた か も し れ な い 。 
確か に 、 可 能 性 が ある が 、 し か し 、 こ の 生活 は 、 や は り 、 ガ ン だ ろう と 思 
つ % 

ガン と は 、 起 こる べく し て 起こ る も の で あっ て 、 地 球 で 地上 で 生き て いれ 
ば 、 ガ ン よ 近づく な と 吉 っ て も ムダ で ある 。 

地球 で 地上 に 生き る こと は 、 膨 大 な 重力 に 押し つぶ され る 。 太陽 か ら 有害 な 
紫外 線 が 常に 入り 込む お 。 毒 で ある 酸素 の 中 で 生き な けれ ば な ら な い 。 

どう 考え て も 、 命 を 残す こと は 難し い 。 す べ て は 、 私 の 身体 の 60 兆 個 ある 細 
胞 を 攻撃 され る の だ 。 

ガン よ 近 づく な と 吉 っ て も ムダ な ら ば 、 ど うす れ ば よい の だ ろう 。 

今 の 私 は 、 少 な く と も 、 ガ ン 細 胞 は フツ ウ な の だ ろう 。 身 体 が 腐っ た よう な 
臭い は し な い 。 2 度 の ヒド イ 生 活 の 時 期 は 、 手 が 則 虫 類 の よう だ っ た し 、 電 
車 で 倒れ た こと も あっ た 。 

ガン は 、 地 球 で 地上 で 生き る こと で は 、 ど うに も な ら な いこ と だ 。 ガ ン は 、 
細胞 を 攻撃 され た こと だ 。 以 前 の 私 と 今 の 私 を 較べ る な ら ば 、 そ れ は 、 生 活 
習慣 し か な い |。 

多分 、 2 度 の ヒド イ 生 活 は 、 地 球 で 地上 で 生き る 生き 物 が 、 細 胞 を 潰さ れ 
て 、 早 くに 土 に 戻さ れる 生き 方 だ 。 そ うい う 生 活 習 慣 だ 。 

今 の 私 の 生活 は 、 地 球 で 地上 で 生き る 生き 物 が 、 細 胞 を 潰さ れ に くく 、 そ し 
て 、 潰 され て も 、 細 胞 を 回 復 し や すい 生き 方 、 生 活 習 中 な の だ ろう 。 方向 性 
と し て 、 吉 い 切 れる 。 

た また ま ガ ン と いう 名 前 が つい て いる が 、 ガ ン と は 、 こ うい う も の な の だ る ろ 
う 。 つ まり 、 地 球 で 地上 で 生き る 生き 物 が 、 細 胞 を 壊さ れ て し まう リス ク 


と 、 ど う 対 処す る か の こと だ 。 対 処 で き な か っ た ら 、 ガ ン と いう 病気 に な 
る 。 

本 当 は 、 病 気 が ガ ン な の だ が 、 地 球 で 地上 で 生き る 生き 物 が 、 ど うし て も 壊 
され て し まう 細胞 を 、 い か に し て 、 守 る の か と いう 大 き な シ ナリ オ が 大 事 な 
の だ 。 ガ ン は 、 そ の シナ リオ に 失敗 し た 時 に 起こ っ て し まう 病気 の 話し だ 。 
お か し な こと に 、 病 気 だ けが 有名 に な っ て いる 。 シ ナリ オ に 名 前 は な い 。 
私 の 、 2 度 の ヒド イ 生 活 の 時 期 は 、 こ の シナ リオ を 崩し て いた こと は 、 間 違 
いな い 。 

ガン に 到 ら な い シ ナリ オ や ガン を 壊す シナ リオ を 、 こ の 書 中 で 、 私 な り に 、 
書く つも り で ある 。 今 は 、 ま だ アイ デア が 拡散 し て いる 。 


〇 重力 に や られ る 

細胞 を 守ら な いと 、 私 は 、 生 き 残 れ な い 。 し か し 、 ち ょ っ と 考え て みて も 、 
1 メー トル 上 か ら 電 球 を 落と し た ら 割 れる の だ 。 た っ た 50 セ ンチ で も 電球 を 
割る チカ ラ が ある の だ 。 私 の 心臓 か ら 出る 血液 の 圧力 は 、 1 2 4 だ 。 今 は 1 
2 4 だ 。 2 度 の すご い 生 活 の 時 は 、96 と か 1 0 2 だ っ た 。 上 の 血圧 だ 。 下 の 
血圧 で は な い 。 す ご い 低 血圧 だ 。 再 検査 を 何 度 も 受け る よう に 吉 わ れ た が 、 
1 度 も 再 検査 を し た こと が な い 。 私 は スポ ー ツ 心臓 だ か ら 血 圧 が 低く て 当 た 
り 前 だ と 、 平 気 で 吉 っ て いた 。 

今 は 、 バ ッ カ じゃ な いか と 思う 。 

な ん で も 、 自 分 の 都合 の よい 方 向 で し か 物事 を 考え な い の だ 。 命 が 繋が っ た 
こと が お か し い 。 

そん な 話し で は な い 。 

心臓 か ら 1 2 4 の 圧力 で 出 て いる 血液 を 、 頭 脳 に 向け て 上 昇 さ せな いと いけ 
な い 。 心臓 と 頭 の 重力 差 が ある 。 た っ た 30 セ ンチ くら い だ が 、 す ご い 距 離 

だ 。 頭脳 で は 、90 は 必要 な の だ 。90 な いと 、 頭 脳 の すべ て の 細胞 に 、 血 液 

が 行き 渡ら な い 。 血液 が 行き 渡ら な いと 、 頭 脳 の 中 の ミト コン ドリ ア が 酸 欠 
に な る 。 頭脳 の 細胞 の ミト コン ドリ ア が 酸 欠 に な る と 、 私 は 、 ク ラク ラ す 

る 。 

こん な 重力 で ある 。 目 に 見 えな いか ら 大 事 に 思わ な い 。 し か し 、 細 胞 を 潰す 


こと で は 、 最 大 の 敵 だ ろう 。 こ の こと は 、 私 より 、 私 の 遺伝 子 の 方 が 詳し 

い 。 

人 は 、 お 母さん の 子宮 で 、 羊 水 の 中 で 10 カ 月 暮らす 。 自 分 が 辿っ て きた 最初 
の 遺伝 子 の 状態 か ら 、 急 速 進化 を し て 、 現 在 の 遺伝 子 の 状態 に まで 、 旅 を す 
る 。 この 10 カ 月 の 間 に 、 た っ た 1 つ で あっ て も 、 細 胞 が 潰さ れる よう な こと 
が あっ て は 困る 。 だ か ら 、 重 力 が な い 、 羊 水 の 中 に いる の だ 。 水中 で は 重力 
が ゼロ で は な い が 1 / 6 だ 。 計算 し て いる の だ ろう 。 細胞 が 潰さ れ な い 重 力 
だ だ 。 

私 の 遺伝 子 も 重力 に 詳し い が 、 深 海 の 生 き 物 の 遺伝 子 も 、 重 力 に 詳し い 。 深 
海 で 生き る こと は 、 お も し ろく な いか も し れ な い 。 環境 に 変化 が 少な いか 

ら 、 楽 し く な いか も し れ な い 。 子 宮 と 似 て いる 。 し か し 、 重 力 が な い だ け 、 
細胞 を 潰さ れる こと が な い 。 調 べ て いな い が 、 深 海 に 生き る シー ラカン ス や 
深海 餅 な ど が 長生 き で ある こと は 、 想 像 で きる 。 長 生き で な か っ た ら 、 浅 瀬 
に き て 環境 が いろ いろ 変わ る 方 が 楽し い だ ろ う 。 エ サ も 多い 。 


〇 此 外 線 に や られ る 

生き 物 が 、 地 球 で 地上 で 生き る こと は 、 あ る 種 の 覚悟 が 必要 で ある 。 大 陽 の 
光 は 、 す ご いも の だ 。 微 生物 な どの ナノ の 生き 物 は 、 紫 外線 で 死ん で し ま 

う 。 太 陽 に 疫 され る の だ 。 単 細胞 だ と 危な いか ら 、 多 細胞 に な っ て 、 人 間 の 
よう に 、60 兆 個 も の 細胞 の 塊 に な っ て いる 。 微 生物 と 私 の 60 兆 個 の 細胞 の 

大 き さ は 、 あ まり 変わ ら な い 。 微 生物 が 、 太 陽 に や られ る の だ か ら 、 私 の 細 
胞 も 、 多 細胞 に は な っ て いる が 、 太 陽 に や られ る だ ろう っ う 。 

特に 、 皮 膚 細胞 な ど は 、 バ ン バ ン 破壊 され る に 違い な い 。 皮膚 細胞 は 、 破 壊 
され て も 、 下 か ら 出 て くる の で 問題 は な い の だ が 、 破 壊さ れる より 破壊 され 
な い 方 が 好ま し い 。 あ た り ま え の こ と だ 。 

だ か ら 、 胎 児 は 、10 カ 月 を 子宮 で 過す 。 紫 外線 を 防ぐ 。 計 算 さ れ て いる だ ろ 
う 。 紫 外線 が 子宮 や 羊水 を 通過 し に くい よう に だ 。 カ ミサ マ が いる と し か 考 
えら れ な いり 。 

深海 の 生き 物 も 同じ で ある 。 

紫外 線 は 、 深 海 ま で 及ば な い 。 


深海 の 生き 物 の 遺伝 子 は 、 天 竹 に か けた の だ ろう 。 

進化 し て 少し は 紫外 線 に 強く な る か 、 紫 外線 が 全く 届か な い 所 に 住む か 。 深 
海 の 生き 物 の 遺伝 子 は 、 後 者 を 選択 し た 。 

人 間 は 、 欲 張り だ 。 和 牛 だ っ て 象 だ っ て 馬 だ っ て 的 だ っ て 同じ だ が 、 少 し 細胞 
の 集まり が し っ か りす る まで 、 深 海 の よ うな と ころ で 過 し て 、 率 外線 に も 、 
ある 程度 遼 え られ る よう に な っ て 、 子 宮 か ら 出 て くる 。 な ぜ だ 。 地 球 の 地上 
は 、 お も し ろ い |。 


〇 酸素 に や られ る 

生き 物 と 何 十 億 年 も 共生 し て いる ミト コン ドリ ア は 、 好 気性 の ウイ ルス で あ 
る 。 酸 素 が な けれ ば 生き られ な い 。 フ ツウ は 、 酸 素 は 、 微 生物 を 死滅 させ 
る 。 紫 外線 と 同じ よう に 、 単 細胞 だ と ヤバ イ 。 ミ トコ ンド リア は 、 細 胞 に 侵 
入 す る し か 生き られ な い の だ が 、 多 細胞 の 生き 物 に は 、 ミ トコ ンド リア は 好 
都合 だ っ た 。 細胞 に と っ て 危険 な 酸素 を 、 ミ トコ ンド リア が 食べ て くれ る か 
ら だ 。 

私 も 、60 兆 個 の 細胞 の 塊 な の だ が 、 酸 素 が 好き な ミト コン ドリ ア が 弱る と 、 
私 は 、 酸 素 に や られ る 。 

私 は 必要 な い の だ が 、 ミ トコ ンド リア は 、 自 分 が 必要 だ か ら 、 私 に 血液 循環 
な る シス テム を つく ら せ て 、60 兆 個 の 細胞 の 隅 々 に まで 棲ん で いる ミト コン 
ドリ ア に 、 赤 血球 を 通じ て 、 酸 素 を 供給 する よう に 仕向 けた 。 私 の 遺伝 子 
は 、 共 生 し て いる ミト コン ドリ ア の た め に 進化 し て いる こと が 多い 

し か し 、 も し ミト コン ドリ ア が いな けれ ば 、 地 球 で 地上 で は 生き て は いけ な 
い の だ か ら 、 そ れ も 仕 方 が な い だ ろ うつ 。 

胎児 は 、10 カ 月 子宮 に いる が 、 酸 素 に 触れ る こと は な い 。 胎児 も ミト コン ド 
リア と 共生 し て いる か ら 、 酸 素 を お 母さん か ら 送 っ て も ら わ な いと 生き られ 
な い 。 ミ トコ ンド リア が 生き られ な い 。 

あか ちゃ ん は 、 生 まれ て 、 自 分 で 呼吸 する こと で 、 肺 が 酸素 を 得 て 、 血 液 に 
酸素 を 潜り 込ま せ て 、60 兆 の 細胞 の 隅 々 に まで 、 酸 素 を 送る 

も し 、 こ の ミト コン ドリ ア の シス テム が うま くい か な く な っ た ら 、 金 属 で さ 
えも 酸化 させ て 壊し て し まう チカ ラ に 、 な すす べ は な い 。 


ミト コン ドリ ア が 酸素 を 消費 する 時 、 エ ネル ギー が 発生 し て 、 私 の 体温 は 高 
く な る の だ が 、 キ レイ に 、 完 全 消費 と いう わけ に は いか な い 。 酸素 の 完全 消 
費 だ 。 仕 方 な く 、 私 の 遺伝 子 は 、 完 全 消費 され な い 活 性 酸素 を 、 消 し 去る 仕 
組み を 整え て いる 。 問題 は な い 。 

問題 は な い の だ が 、 問 題 が ある ケー ス に 至る 場合 も ある 。 

活性 酸素 を 消し 去る 仕組 み に 異 常 が 発生 し た ら 、 私 は 、 ア ッ と 吉 う 間 に 、 酸 
化し て し まう 。 つ まり 、 老 化し て 朽ち る こと だ 。 鉄 が 錆び て 朽ち る の と 同じ 
で ある 。 

ミト コン ドリ ア の 酸素 消費 の シス テム の こと を 心配 し て も 仕方 が な い 。 私 の 
身体 は 、 そ れ を カバ ー で きる よう に な っ て いる 。 

それ より も 、 地 球 の 地上 は 、 酸 素 に 溢れ て いる わけ だ か ら 、 酸 素 に 触れ な い 
で 暮らす こと な ど 難 し い 。 私 の 60 光 の 細胞 は 、 常 に 、 酸 素 の リス ク の 中 に い 
る 。 環境 に 何 も 変化 が な けれ ば 、 微 妙 な リス ク の 天 程 は 月 れ な い の だ が 。 
深海 の 生き 物 は 、 そ の 微妙 な 天 生 さ えも 嫌っ て 、 酸 素 と 触れ る こと の な い 深 
海 で 生き て いる 。 も ちろ ん 、 ミ トコ ンド リア も 共生 し て いる わけ だ か ら 、 酸 
素 を 供給 し な けれ ば な ら な い 。 調べ て は いな い が 、 細 胞 中 の ミト コン ドリ ア 
は 少な い だ ろ う 。 多 く の 熱 を 出す 必要 が な い 。 し か し 、 ミ トコ ンド リア が 共 
生 し て いる の だ か ら 、 海 中 か ら 酸 素 を 得 て 、 ミ トコ ンド リア に 運ば な いと い 
け な い 。 少 な く て も いい と 吉 わ れ た と し て も 。 

深海 の 生き 物 は 、 酸 素 に 、 自 分 の 細胞 を 壊さ れる リス ク を 極力 少な くし よう 
と し て いる 。 地 表 で 暮らす より も だ 。 

深海 で 暮らす と 、 変 化 に 乏しく て お も し ろく な い だ ろ う 。 し か し 、 酸 素 と 触 
れ な いと いう 安全 性 を 確保 で きる 。 魚 の フツ ウ の 奏 命 に 較べ た ら 、 長 生き で 
きる 。 自分 を あま り 変 化 さ せる 必要 も な い 。 

人 は 、 や っ ぱり 人 で ある 。 短命 で も いい か ら お も し ろ さ を 選ん だ の だ ろう っ う 。 
その 究極 の 生き 物 だ 。 


粘土 の シス テム 


〇 粘土 の ビル ディ ング 

私 が 、 2 度 の ヒド イ 生 活 を し て いた 時 期 は 、 体 中 に ガン が 溢れ て いた と 吉 っ 
て いる の は 、 上 記 の 、 重 力 に よる も の か 、 紫 外線 に よる も の か 、 酸 素 に よる 
も の か 、 他 の 理由 に よる も の か で 、 私 の 60 兆 個 の 細胞 が 、 大 量 に 壊さ れ て い 
た と 思っ て いる か ら だ 。 

細胞 は 60 兆 も ある か ら 、 少 し くら いい いで は な いか と いつ も の で は な い )。 
60 兆 の 、 そ の 1 つ 1 つ に 役割 が ある 。 た と え 手 の 皮膚 細胞 1 つ で あっ て も 、 
自分 が 、 ど こ に 位置 し て 隣 は どの 細胞 で ある か 、 よ く 承 知 し て いる 。 頭 が い 
い の だ 。 だ か ら 、 シ マウ マ の 皮膚 が 壊れ た と し て も 、 同 じ 模 様 で 修復 する 。 
壊れ た シマ ウマ の 皮膚 細胞 の 1 つ 1 つが 、 自 分 の 存在 を 承知 し て いる の だ 。 
も ちろ ん 、 人 間 だ っ て 同じ で ある 。 

細胞 は 壊さ れ な い 方 が よい 。 一 つ ー つ に 役割 が ある 。60 兆 個 と ! い えど も 、 1 
つの 細胞 に は 、 替 え が た い | 役割 が ある 。 

し か し 、 細 胞 は 壊さ れる 。 多分 、 1 つや 2 つ で は な い 。 数 千 億 も の 膨大 な 数 
が 壊れ る 。 毎 日 だ 。 そ ん な も の を 計測 で きる 人 な どい な い 。 私 の 細胞 の 数 千 
億 個 は 、 毎 日 壊れ て し まう の だ 。 そ れ ほ ど 、 重 力 や 紫外 線 や 酸素 の 破壊 力 
は 、 す ご い 。 

胎児 が 、 子 宮 で 羊水 で 暮らす こと は 、 理 由 が ある 。 深海 の 生き 物 が 、 深 海 で 
ずっ と 暮らし た が る の も 、 理 由 が ある 。 

私 は 、 地 球 の 地表 で 暮らす こと を 望ん だ わけ で は な い が 、 人 に 生ま れ た ら 、 
そう な お る 。 

も ちろ ん 、 人 だ け で は な く て 、 猛 だ っ て 、 同 じ だ ろう 。 同 じ 地 表 で 生き て い 
に っ 人 

深海 で 、 細 胞 を 壊さ れ な い 生 き 方 を し て いる 生き 物 に 比べ て 、 地 球 の 地上 で 
暮らす 生き 方 は 、 粘 土 で ビル ディ ング を つく っ て いる よう な も の だ 。 

毎日 毎日 ボロ ボロ と 崩れ て くる の で 、 毎 日 毎日 、 補 修 工事 を し な いと ダメ な 
の だ 。 私 の 身体 を 維持 で き な い 。 ほ っ て お く と 、 補 修 で き な い まま 、 次 々 に 


壊れ る と いう 状況 が で き て し まう 。 こ れ が 、 私 の 60 兆 個 の 細胞 で 出来 上 が っ 
て いる 身体 の 実態 で ある 。 膨大 な 数 の 細胞 が 壊れ て 、 そ の 1 つ 1 つ に 意味 が 
あっ て 情報 が ある の で 、 そ の 情報 伝達 た る や 、 す ご いも の だ 。 自 分 は 壊れ る 
の だ が 、 次 に 出 て くる 細胞 の た め に 、 キ チン と 情報 を 伝え る 。 粘 土 の ビ ル 

ディ ング な の だ が 、 フ ツウ で は な い 。 

私 の 人 間 的 感覚 で 考え る と 、 粘 土 の ビ ルディ ング で は な く て 、 鋼 鉄 の ビル 

ディ ング に すれ ば いい で は な いか と 思っ て し まう 。 身体 は 、 動 か な いと いけ 
な い の で 、 鋼 鉄 の ビル ディ ング な ど 、 ふ さわ し く な い の だ ろう 。 


〇 粘土 の シス テム の 完成 

私 の 身体 は 、 粘 士 の ビル ディ ング の よう な も の だ 。 壊 され や すい よう に で き 
て いる 。 そ れ は 仕方 が な い 。 私 は 動き や すく な っ て いる こと が 1 番 だ 。 そう 
で な か っ た ら 、 ま た 深海 に 戻れ ば いい 。 

し た が っ て 、 お か し な こと だ が 、 強力 な 、 重 力 と 甘 外 線 と 酸素 の 前 に は 、 な 
すす べ が な い 。 

選択 の 道 は 1 つ し か な い 。 

私 は 、 壊 れ て も 壊れ て も 、 同 じ よ うに 修復 で きる シス テム を 開発 する こと 

だ 。 私 で は な く て 、 私 の 遺伝 子 は 、 考 えた 。 

私 の 遺伝 子 が すご いわ け で は な い 。 苑 の 身体 だ っ て 、 粘 土 の ビ ルディ ング だ 
か ら 、 ず っ と 以前 に 、 こ の 粘土 の シス テム は 、 完 成 さ せ た こ と に な る 。 

も し 、 こ の 粘土 の シス テム が 完成 し な か っ た な ら ば 、 生 き 物 は 、 ま た 海 に 

潜っ た だ ろう 。 

サバ や マグ ロ や アジ や タイ な どの 魚 は 、 骨 の まま 食べ る こと が で き な い 。 骨 
が 硬い の だ 。 海 で ずっ と 暮らす の で あれ ば 、 あ れ だ け 硬 い 骨 に する 必要 は な 
い 。 彼 ら は 、 粘 土 の シ ステ ム が 完成 する 前 に 、 耐 えき れず に 、 地 表 か ら 海 に 
潜っ た の だ ろう 。 地表 の 自由 さ を 味わっ た の だ か ら 、 海 中 深く に は 戻ら な 

い 。 水面 に 近い 所 で 暮らし た 。 い まで も 、 そ うし て いる 。 海中 深い 所 より 

は 、 お も し ろ い 。 し か も 、 水 の 中 だ か ら 、 重 力 の 負担 は 圧倒 的 に 少な い 。 サ 
作 に 聞い て みな いと 、 ホ ント の こと は わか ら な い が 。 

私 は 、 粘 土 の シ ステ ム が 完成 し て いる の だ と 思う 。 ま だ 工事 中 か も し れ な い 


し 、 永 遠 に 工事 中 の よう な 気 も する 。 

重力 に 対抗 する の だ 。 永遠 に な る だ ろう 。 地球 と は 、 そ れ ほ ど 大 きい 。 な ん 
で も 、 引 っ 張っ て 潰し て し まう 。 

粘土 の シス テム と は 、 常 に 自在 に し て いる の だ が 、 壊 され て も 同じ 状態 に す 
ぐに 補修 で きる こと だ 。 

人 が 考え る シス テム で は 、 こ ん な も の を 考え る 必要 が な い 。 し た が っ て 、 こ 
ん な お か し な シス テム は な い 。 ビ ル は 、 壊 れ な いよ うに つく る が 、 動 く こ と 
な ど 考 えも し な い 。 人間 が 考え る シス テム の 常識 を 、 は る か に 超え て いる 。 
それ が 粘土 の シス テム だ 。 

人 が 考え る シス テム で 、 こ の よう な も の は な い 。 人 は 、 地 表 で は 、 壊 れ な い 
よう に つく ら な いと 、 ク レー ム に な る 。 

も し ス フ イ ンク ス が 動い !\ て いた ら 、 も う 、 こ の 世 か ら 消 えて いた だ ろう 。 重 
力 に 粉々 に され た だ ろう 。 動く と いう こと は 、 そ れ ほ ど 、 構 造 的 に は 弱い 。 
壊さ れ や すく 補修 し や すく 身体 を つく っ て 、 補 修 の シス テム が ノウ ハウ に な 
る シス テム だ 。 

この 粘土 の シス テム が 完成 し て 、 地 上 の 路 乳 動物 は 、 も う 海 に 帰る こと は な 
く な っ た 。 な が く 地 表 で 生き る こと が で きる よう に な っ た 。 

私 は 、 重 力 や 紫外 線 や 酸素 に よっ て 、 壊 され や すく で き て いる 。 私 は 、 山 に 
登る こと が スキ だ 。 誰 も いな い 3 0 0 0 メー トル を 縦走 し て いる と 、 な ん と 
も 吉 え な い 至 福 の 時 間 を 過ごし て いる 感覚 に な る 。 私 は 、 夏 で も 長袖 を 着る 
し 、 サ ング ラス を する し 、 帽 子 を 欠か せな い 。 3 0 0 0 メー トル で は 、 紫 外 
線 が すご い 。 多分 、 私 の 細胞 は 、 5 0 0 0 億 個 く らい は 、 紫 外線 に や れる と 
思う 。 1 日 に だ 。 険しい 道 を 10 キ ロ は 歩く 。 重 力 に も や られ る 。 5 0 00 億 
個 は や られ る の で は な いか と 思う 。 酸 素 に も や られ る 。 

私 は 、 3 0 0 0 メー トル の 山 を 縦走 し て いる と 、 3 日 で 、 す ご い 数 の 細胞 を 
失う の だ と 思う 。 そ れ を 惜しい と は 思わ な い 。 3 0 0 0 メー トル の 山 を 縦走 
し て いる こと は 、 新 鮮 で は な く な っ た 細胞 を 、 削 ぎ 落 し て いる こと に な る 。 
粘土 の シス テム だ 。 粘土 だ か ら 、 ボ ロボ ロロ に な っ て 崩れ る 。 

月 れる が 、 私 の 細胞 の 補修 力 が すご い 。 私 は 、 1 晩 で 、 削 ぎ 落 し た 細胞 を 、 
新しく つく っ て し まう 。 ボ ロボ ロ に な っ て 崩れ た 粘土 に 、 新 し く 土 を 練っ 
て 、 貼 けり 付 け て いく の だ 。 昨日 と 同じ 状態 に は な ら な い だ ろ う が 、 ほ ぼ 、 完 


璧 に 補修 する 。 

私 は 、 少 し 山 に 入れ ば 、 そ れ だ け で 、 元 気 が 増す 。 身 体 が 新鮮 に な る か ら 
類 。 

自分 を 観察 する 限り は 、 私 の 粘土 の シス テム は 、 完 璧 で は な いか と 思う 。 
ここ 2 年 くら い 、 私 は 、 文 を 構成 する こと に 必死 に な っ て いる 。 私 の 粘土 の 
シス テム が 、 新 鮮 で は な く な っ て き て いる の で は な いか と 不安 で ある 。 それ 
で も 、 文 を た くさ ん 構成 し た い 欲 望 に は 勝て な い が 。 


壊す 


〇 壊し や すく 計算 され た 細胞 

粘土 の シス テム な の で 、 壊 し や すく で き て いる 。 簡単 に 壊れ る 。 私 の 皮膚 な 
ん か は 、 い ろ い ろ 事 情 も あっ て 、 極 端 に 薄く で き て いる 。 電車 で 隣 に 立っ て 
いる 女性 の 冷た い 紙袋 に 中 っ か か れ た だ け で も 、 私 の 手 の 皮 膚 は 壊れ る 。 実 
に モロ イ 。 簡単 に 壊れ る 。 

壊れ や すく で き て いる こと が 、 粘 土 の シ ステ ム の 1 つの ポイ ント で ある 。 粘 
土 は た くさ ん ある の だ か ら 、 上 中 路 せ ず に 、 壊 れ た 細胞 は 、 消 去 し な いと いけ 
な い 。 

簡単 に 壊れ る よう に な っ て いる の だ か ら 、 ホ ント に 壊れ て いる 。 た と え 、 少 
し 押し ピン に 刺さ っ た だ け で も 、 す ご い 数 の 細胞 が 壊れ て いる 。 ま し て や 、 
3 0 0 0 メー トル の 山 を 縦走 し た りす る と 、 バ ン バ ン と 細胞 は 紫外 線 に 壊さ 
れ て いく 。 

私 は 、 今 は 、 通 っ て いな い が 、 ス ポー ツジ ム に 通っ て いた 。 ス キー で 右足 を 
ひね っ て いた 。 足 で 重り を 押す パワ ー で は 、 右 が 極端 に 弱く な っ て いた 。 多 
分 持 挫 し て 、 ど こ か の 細胞 が 壊れ て いた の だ 。 

医者 に 者 て も ら わ な いま まだ っ た 。 こ ん な に 左右 で パワ ー が 違う こと に 驚い 
た 。 ス キー で 転ん だ 時 に 、 ボ キッ と 音 が し た 。 今 は 、 左 右 が 同じ くら い に 

な っ て いる 。 多分 、 右 の 筋肉 が 強化 で き て 、 筋 肉 が サポ ー タ ー の よう に な っ 
て 、 右 の 足首 の 骨 を 守っ て 、 足 首 の 骨 が 、 自 然 治癒 する の を 待っ た の だ と 思 
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間違い な い 。 

スポ ー ツ ジム に 通っ た の は 、 本 来 は 、 水 泳 に あっ た 。 身体 を シャ キッ と し た 
か っ た 。 お 尻 が カッ コ い いと 思っ て いた の に 、 デ レデ レ に な っ て 、 ヤ バイ と 
感じ て いた 。 

みん な 、 細 胞 が 壊れ て いた の だ 。 右足 の 骨 の 細胞 も 壊れ て いて 、 筋 肉 も 壊れ 
て いて 、 お 尻 の 筋肉 も 壊れ て いた 。 粘土 の シス テム だ 。 

スポ ー ツ ジム に し ば らく 通っ て いて 、 私 の 免疫 力 が アッ プ し た と いう か 、 元 


に 戻っ た の だ と 思う 。 

私 は 、 た いし た 体重 で は な い 。 し か し 、 そ の 頃 は 、 最 高 の 体重 だ っ た 。 4 キ 
ロロ 少なく な っ た 。 

私 の 、 粘 士 の シス テム が 、 活 気 が な か っ た の だ と 思う 。 活気 が な いと いう 意 
味 は 、 本 当 は 壊れ て いる の だ か ら 、 消 去 し た 方 が 好ま し い の だ が 、 見 逃し て 
し まう こと を 吉 っ て いる 。 

当然 だ が 、 本 来 壊 れ て いる 細胞 を 持っ て いる の だ か ら 、 体 重 は 増え る 。 
私 は 、 自 分 で 気づく くら い に 圧 倒 的 な 差 で 、 粘 士 の シス テム が 活性 化す る の 
を 感じ た 。 ス ポー ツジ ム に 行き は じ め て 、 3 カ月 くら い 経 っ て か ら だ 。 
今 は 、 通 っ て いな い 。 不安 だ 。 私 の 粘土 の シス テム の 活気 に 不安 が ある 。 山 
に も 出かけ て いな い |。 

スポ ー ツ ジム の 効用 に 、 様 々 の こと が 吉 わ れ て いる が 、 私 の 体験 で は 、 粘 土 
の シス テム の 活性 化 に ある と 思う 。 山 に 登る の も 同じ だ 。 活 性 化す る と 、 壊 
れ て いる の に 見 逃し て いる 細胞 も 、 確 実に 消去 で きる の で 、 体 重 は 減る 。 も 
ちろ ん 、 ミ トコ ンド リア が 必死 に 呼吸 する の で 、 エ サ で ある 白色 脂肪 細胞 は 
減る こと に な る の だ が 。 

私 は 、 今 不安 が ある 。 文 を 構成 し た り 、 新 し い 商 品 を 思い つい た りす る こと 
に 時 間 を 割 い て いる 。 山 に も 行か な か いし 、 ス ポー ツジ ム に も 通わ な く な っ 
だ 。 

し か し 、 体 重 が ガン ガン に 増え た り 、 お 尻 が デレ デレ に な っ た り しない 。 不 
安 な の だ が 、 実 感 と し て 、 粘 土 の シ ステ ム が 不 活性 に な っ て いる こと を 感じ 
て いな い 。 実感 が な い だ け で 、 実 は 、 粘 土 の シ ステ ム は 、 活 気 が な い の だ か 
ら と は 、 自 分 に 吉 い きか せ て いる 。 

時 間 を 惜しま な いで 山 に 入れ と 喜 い きか せ て いる 。 

お か し な も の だ 。『 ガ ン に な っ た こと が な い 。』 を 書い て いる の だ 。 粘土 の シ 
ステ ム の 活気 に 不安 を 抱き な が ら 書 いて いる 。 

粘土 の シス テム の ポイ ント の 1 つ は 、 壊 れ た 細胞 は 、 見 逃さ ず に 消去 する こ 
と だ 。 私 が 体感 し て いる 。 

私 の 身体 の 細胞 が 壊れ る こと は 、 ど うに も な ら な い 。 壊 れる よう に で き て い 
る 。 重力 や 紫外 線 や 酸素 な ど 、 細 胞 を 壊す も の は 、 地 表 に は ある 。 最 近 は 、 
放射 能 の こと が 心配 だ ろう 。 地 下 鉄 サ リン 事件 な どの よう な 、 お か し な こと 


も あっ た 。 地 球 の 地表 に は 、 私 の 細胞 を 壊し や すい 状況 が つく られ て いる 。 
私 の 身体 は 、 粘 土 の シ ステ ム だ 。 わ ざわ ざ 、 細 胞 を 壊す サチ カラ を 計算 し て 、 
容易 に 、 細 胞 が 壊れ る よう に 、 細 胞 を 設計 し て いる 。 カ ミサ マ に し か で き な 
い だ ろ うつ う 。 も っ と 壊れ る よう に つく っ た ら 、 3 日 で 命 が な く な る 。 も っ と 長 
く 壊 れ な か っ た ら 、 コ ンク リー ト の よう に 、 折 れ て し まつ だ ろう 。 身体 は 壊 
れる も の だ 。 折 れ た ら ま ずい 。 

カミ サマ に し か で き な い と 思っ て し まっ つ 。 


〇 細胞 に へ ば りつ いた も の 

粘土 の シス テム で は 、 細 胞 が 、 重 力 や 紫外 線 や 酸素 に よっ て 、 壊 され や すく 
で き て いる 。 計 算 さ れ て いる 。 だ か ら 、 計 算 に 入っ て いな か っ た で あろ う 放 
射 能 な ど は 、 気 に な る 。 

細胞 が 壊さ れる の で は な い が 、 細 胞 が 使い 道 が な く な る 状態 に な っ て し まう 
こと は 、 他 に も あっ て 、 細 胞 が 壊れ る こと と 同じ よう に 、 計 算 さ れ て いる 。 
私 は 、『 風 邪 を ひい た こと が な い 。』 を 書か せ て も ら っ た 。 

風邪 ひき さん は 、 風 邪 ウ イル ス に 対処 で き な い と 考え て 間違い な い 。 私 は 、 
風邪 を ひい た こと が な い の だ か ら 、 風 邪 ウ イル ス へ の 対処 が で き て いる と 思 
つ 。 

細胞 に へ ば りつ いた も の で 、 も っ と も や っ か いで 多い の は 、 こ の 風邪 ウイ ル 
ス だ ろう 。 呼吸 器官 か ら 侵 入 し て 、 呼 吸 器 官 に 嗜好 性 が ある 。 増殖 し て 、 有 
害 な 毒素 出す 。 

ウイ ルス だ か ら 、 細 胞 に 寄生 する 。 寄 生 さ れ た 細胞 は 、 使 い 道 が な く な っ た 
と いう より 、 消 去 し て し まい た い 細 胞 で ある 。 積極 的 に 探し て 風邪 ウイ ルス 
と も ども 、 消 し て し まい た い 。 そ し た ら 、 風 邪 は 発症 し な い 。 

風邪 と 同じ よう に 、 ウ イル ス で 、 私 の 細胞 に 侵入 し た が っ て いる も の が い 

る 。 み ん な それ ぞ れ 、 細 胞 嗜好 性 が ある 。 

細菌 も 、 有 毒 な 細菌 が た くさ ん いる 。 昔 は 、 人 が 命 を 落と すこ と に 、 有 毒 な 
細菌 が 多 か っ た 。 現在 で は 、 地 球 上 か ら 、 猛 毒 を 発する 細菌 は 、 実 験 用 を 除 
いて 、 姿 を 消し て いる こと が 多い 。 

し か し 、 結 核 菌 の よう に 、 私 の 細胞 に 寄生 する か も し れ な い 菌 も ある 。 ホ ン 


ト は 、 使 い 道 が な い 細胞 な の だ が 。 使い 道 が な か いと いう より 、 あ っ た ら 困 る 
細胞 で ある 。 

常 在 菌 が 細胞 に 侵入 し て も 、 困 る こと に な る 。 常 在 菌 が 好 気 性 な ら ば 、 ミ ト 
コン ドリ ア と 酸素 を 取り 合い する か ら だ 。 も し ミト コン ドリ ア が 負け れ ば 、 
私 が 負け る こと に 等 し い 。 私 の 体温 は 、 気 温 に 近づこ うと する 。 

細胞 に へ ば りつ いた ウイ ルス や 細菌 も 、 重 力 や 紫外 線 や 酸素 に に よっ て 壊さ 
れ た 細胞 と 同じ よう に 、 消 し 去っ て し まい た い 細 胞 な の だ 。 


〇 見 逃さ な いよ うに 消去 する 

粘土 の シス テム で は 、 細 胞 は 、 壊 し や すく で き て いる 。 多 分 、60 日 くら い 

で 、 ゼ ンプ の 細胞 が 壊せ る よう に 、 計 算 さ れ て いる 。 カ ミサ マ に 聞か な いと 
わか ら な しい!。 

ウイ ルス や 細菌 の 侵入 で 、 使 いも の に な ら な く な っ た 細胞 も 、 計 算 さ れ て い 
る 。 だ いた い 、 こ の 程度 が フツ ッ ツウ だ ろう と 、 私 の 遺伝 子 と カミ サマ は 、 相 談 
し て いる か も し れ な い 。 

だ か ら 、 と ん で も な いこ と が 起こ っ て 、 相 談 し た 限度 を 越え る と 、 私 は 、 細 
菌 や ウイ ルス に まみ れ て 死ん で し まう か 、 私 は 、 も の すご い 強 力 な 紫外 線 を 
浴び て 、 今 日 1 日 さえ 生き られ な い |。 

粘土 の シス テム と は 、 こ うな っ て いる 。 あ まり に も 壊れ る 部 分 が 多けれ ば 。 
修復 が 不可 能 に な る 。 

通常 は 、 私 は 、 毎 日 、 私 の 粘 士 の シス テム は 、 壊 れる 限度 内 で 、 で きる だ け 
た くさ ん の 細胞 を 壊し て 、 そ し て 、 見 逃さ な いで 、 消 去 し て いる 。 

見 逃さ な いで 消去 する こと は 、 す ご く 大 事 で ある 。 

多分 、 私 は 、 細 胞 に 少し の 傷 が あっ て も 、 壊 せる の で は な いか と 思っ て いる 
が 、 自 信 過 剰 か も し れ な い 。 し か も 、 私 は 、 少 し の 傷 が あっ て も 壊し て し 

まっ て いる 細胞 を 、 見 逃さ な いで 、 消 去 し て いる と 思う 。 こ れ も 、 自 信 過 剰 
か も し れ な い 。 

今 は 、『 ガ ン に な っ た こと が な い 。』 を 書け る の だ か ら 、 少 し の 自信 過剰 も 許 
し て も ら え る か も し れ な い 。 地球 の 重力 は 、 生 き 物 に 永遠 な ど 選 えな い 。 い 
つか 、 私 も 健康 に 関す る 文 を 構成 で き な く な る 。 


私 が 3 0 0 0 メー トル の 山 を 縦走 する と 、 紫 外線 と 重力 で 、 1 兆 個 くら い の 
細胞 が 壊れ る だ ろう 。 た また ま 3 0 0 0 メー トル な の で 、 風 邪 ウ イル ス も い 
な いし 、 細 菌 も いな い 。 私 の 細胞 に へ ば りつ くも の は いな い の だ ろう が 、 そ 
れ に し て も 、 1 兆 個 くら い の 細 胞 は 壊れ る 。 遺 伝 子 に 聞い て みな いと 、 は っ 
きり し た こと は わか ら な い が 、 私 の 感じ 方 は 、 そ うだ 。 

私 は 、 そ の 膨大 な 壊れ た 細胞 を 、 見 逃さ な いで 消去 で きる 。 今 は 、 3 0 0 0 
メー トル の 山 を 縦走 し て ! い な い の で 、 は っ きけ り わからない 。 し ば らく 前 まで 
は 、 壊 れ た 膨大 な 細胞 を 見 逃さ な いで 消去 し て いた に 違い な い 。 

私 は 、 山 に 入る と 、 普 段 チ ョ コレ ー ト な ど 食 べ な い の だ が 、 頻 繁 に 食べ る 。 
50 分 歩い て 10 分 休憩 する の だ が 、 休憩 の 時 間 に 、 チ ョ コレ ー ト を 必ず 食べ 
る 。 さ き イ カ を 食べ る 。 あま り 高 度 の 高く な い 山 に 行く と 、 私 は 、 体 重 が 重 
な らら で し まう 。 

3 0 0 0 メー トル の 山 を 縦走 する と 、 私 は 、 多 分 、 大 きく 体重 を 減ら す が 、 
結果 的 に 、 私 の 粘土 の シス テム は 、 新 鮮 に な る 。 

この 見 逃さ ず に 消去 する 作業 は 、 フ ツウ は 、 免 疫 の 仕事 に な る 。 

これ は すご いこ と だ 。 

私 に は わか ら な い 。 

紫外 線 で 壊れ た 細胞 で ある こと を 、 ど う や っ て 見 つけ る の だ ろう 。 し か も 、 
60 光 個 は ある の だ 。 世界 1 の スー パー コン ピュ ー タ ー の よう だ 。 

私 に は わか ら な い が 、 多 分 、 調 べ て は マー ク を 付け る の で は な いか と 思う 。 
その 、60 兆 も の 細胞 を 調べ て 、 壊 す マ ー ク を 付け て いく こと その も の が 、 想 
像 を 絶する 作業 だ 。 

粘土 の シス テム は 、 バ ン バ ン 壊す こと も すご い が 、 壊 し た 細胞 に マー ク を 付 
ける の も すご い 。 間 違え る と 困る 。 

そし て 、 マ ー ク を 付け た 細胞 を 、 見 逃さ ず に 消去 し て いく 作業 も すご い 。 
間違え た ら 、 私 が 私 で な く な る 。 

粘土 の シス テム は 、 す ご い 大 き な リ スク を 負っ て いる 。 失敗 し た ら と ん で も 
な いこ と に な る 。 人 の 思考 で は 、 橋 は 、 壊 れ な いよ うに つく る 。 ジ ャ ンジ ャ 
ン 壊 れる よう な 橋 な ど 、 つ くら な い 。 す ぐに 修復 な ど で き な い 。 


〇 免疫 の 一 部 

私 の 粘土 の シス テム は 完璧 だ と 思う 。 

特に 、 壊 れる こと を 前 提 に 粘土 で つく られ て いる の で 、 壊 すこ と と 、 確 実 

に 、 不 要 な 細胞 を 消去 する こと が 、 重 要 な ポイ ント に な る 。 

一 般 的 に 、 粘 土 の シ ステ ム で 、 壊 れ た 細胞 や 不要 な 細胞 を 発見 し て 消去 する 
作業 を 、 免 疫 と 吉 う 。 

免疫 と いう 吉 葉 は 、 た と えば 、 侵 入 し よう と する 私 以外 の も の も 、 防 ご うと 
する 機能 も 含ま れ て 使わ れる の で 、 も っ と 広範 囲 に な る 。 

花粉 症 や ぜん そく や 食物 アレ ルギー な どの よう に 、 私 の 粘土 の シス テム の 防 
衛 を し て いる 部 分 も ある 。 

ここ で の 粘土 の シス テム の 壊れ た 細胞 や 不要 細胞 の 消去 は 、 防 御 で は な く 

て 、 こ れ が な か っ た ら 、 粘 士 の シス テム は 成立 し な い 機 能 な の だ 。 

この 免疫 の 一 部 が 働か な か っ た ら 、 私 は 、 1 日 に し て 、 細 胞 が 臭っ て し ま 

う 。 粘 土 の シ ステ ム は 、 一 挙 に 古く な っ て 、 朽 ち て し まう 。 壊れ て いる の に 
消せ な いか ら だ 。 

鹿 を 狩っ て 食料 に する の だ が 、 ほ っ て お く と 、 端 か ら 細菌 に 侵さ れ て 腐っ て 
し まう 。 乾 燥 肉 に し た り 、 ス モー ク し た り 、 塩 漬 に し た り 、 和 缶詰 に し た り 、 
いろ いろ で ある 。 

この 粘土 の シス テム で は 、 端 か ら 腐 る こと を 前 提 に し て いる 。 そ し て 、 腐 っ 
た 部 分 を 検索 し て 、 切 り 取 っ て し まう 。 そ うい う シ ステ ム な の だ 。 も ちろ 

ん 、 腐 っ て 消去 し た 肉 の 部 分 は 、 新 し い 鹿 の 肉 を つく る の だ 。 

こう し て 、 考 えと し て は 、 永 遠 に 、 す ぐに 食べ られ る 鹿 の 肉 と な る 。 考 え 上 
で ある 。 

私 の 粘土 の シス テム は 、 こ うい う 都 合 の よい も の だ 。 

不要 な 細胞 を 、 見 逃さ ず に 消去 する 免疫 の 一 部 は 、 私 の 粘土 の シス テム の 中 
心 の 機能 を な す も の だ 。 も し 、 こ の 機能 が 衰え た な ら ば 、 私 の 、 腐 っ て いる 
細胞 の 半分 を 、 消 せ ず に 、 積 み 残 し て し まう だ ろう 。 こ れ が 、 積 も り 積もっ 
て 、 私 の 粘土 の シス テム は 、 ゴ ミ 箱 の よう に な る 。 

私 は 、 歩 ぐ こ と さ え や っ と の 状態 に な っ て し まっ う 。 

これ を 老化 と 吉 う の だ ろう 。 


再生 


〇 再生 プロ グラ ム 

私 の 粘 士 の シス テム は 、 私 の 細胞 が 、 重 力 や 紫外 線 や 酸素 や 放射 能 な ど に 壊 
され た り 、 細 菌 や ウイ ルス に 侵入 され て 、 使 いも の に な ら な く な っ た な ら 
ば 、 消 去 し な いと いけ な い 細 胞 を 消去 する 。 壊 れ て な く な る こと が 前 提 に 
な っ て いる シス テム だ 。 

これ だ け で は 困る 。 壊れ て 消去 し た ら 、 す ぐに 、 新 し い 、 同 じ 細 胞 を つく ら 
な いと いけ な い 。 

全く 同じ も の だ 。 

手 を 包 」 で 切っ た の に 、 足 の 親指 の 細胞 を 持っ て き て は 困る 。 肺 の 細胞 に 侵 
入 し た 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ ウイ ルス を 、 細 胞 も ろ と も 消去 し た の だ が 、 右 耳 の 
細胞 を 肺 に 持っ て き て は 困る 。 

遺伝 子 は ゲノム は 、 こ の た め に ある 。 

ゲノム は 、 ダ メ 細 胞 を 消去 する に 匹 英 す る 、 私 の 粘土 の シス テム の 中 心 を な 
す も の だ 。 消去 し た ら 、 消 去 し た 細胞 と 、 全 く 同 じ 細 胞 を 、 す べ て を 記憶 し 
て いる ゲノム か ら 再 生 す る 。 ゲ ノム は 、 そ の 設計 図 と シナ リオ を 持っ て い 
る 。 再 生 の 仕方 が わか ら な いと 、 設 計 図 だ けが あっ て も どう に も な ら な い 。 
私 が 、 生 意気 に も 、『 風 邪 を ひい た こと が な い 。』『 証 が こっ た こと が な い 』 
を 書か せ て いた だ いて いる の も 、 い ま 、『 ガ ン に な っ た こと が な い 。』 を 書い 
て いる の も 、 す べ て 、 私 の ゲノム が 優秀 だ か ら だ 。 優秀 と いう 吉 い 方 は 適当 
で は な い 。 ゲ ノム に 、 優秀 で は な い ゲ ノム は な い 。 す べ て 、 完璧 な の だ 。 
遺伝 子 ゲ ノム が や っ て いる こと は 、 人 の 頭脳 で は 、 常 識 の 外 に ある こと だ 。 
人 は 、 壊 れ た ら 再 生 が 難し いし コス ト が か か る と 思っ て し まう 。 メ ン テ ナ ン 
ス と いう の は 、 再 生 で は な い 。 メ ン テ ナ ンス で ある 。 補修 で ある 。 

自動 車 を 買っ て も 、 壊 れ に くい 自動 車 を 買う 。 そ し て 、 車 検 の 時 に 費用 が か 
か ら な いい 自動 車 を 買う 。 

「 壊れ や すく し て あり ます 」 

「 す ぐ 修 理 し や すく し て あり ます , 


こん な 自動 車 は 誰 も 買わ な い 。 

し か し 、 私 の 身体 は 、 こ うな っ て いる の だ 。 バンパー が 傷つい た ら 、 自 動 的 
に バン パー が 傷つい た こと を 発見 し て 、 バ ン パ ー を 再生 する の だ 。 

人 は 、 ま ず 、 傷 つか な いこ と を 考え る 。 傷 を 発見 で き な い か ら だ 。 そ し て 、 
補修 も 難し い 。 

地震 対策 の 設計 で 、 耐 震 と 免 選 が ある が 、 通 常 は 、 耐 震 設 計 の 方 が 考え 易 

い 。 大き な 地 震 が あっ て も 、 び く と も し な いこ と だ 。 私 の 細胞 が 、 少 々 の 紫 
外線 を 受け て も 、 ビ ク と も し な いこ と だ 。 

免 選 は 、 地 震 を 吸収 する こと だ 。 揺 れ に ビク と も し な いわ け で は な い 。 私 の 
細胞 が 、 大 き な 紫 外線 を 受け た と し て も 、 吸 収 し て し まう シス テム を 持つ こ 
ど と だ 

し か し 、 耐 震 に し ろ 免 選 に し ろ 、 壊 れる シス テム の 話し で あっ て 、 再 生 の 話 
し で は な い 。 

人 の 思考 に は 、 私 の 細胞 の 粘 士 の シス テム の よう な 、 自 動 再 生 の シス テム の 
考え が な い 。 も し 、 毎 日 風速 50 メ ー ト ル の 風 が 1 時 間 吹く ぐ の だ っ た ら 、 人 

は 、 風 速 が 高く な っ た ら 、 自 動 的 に 防風 壁 を 高く し て 、 風 が 止ん だ ら 、 防 風 
壁 を 低く する シス テム を 考え る し 、 実 行 す る だ ろう 。 難しく は な い |。 

私 の 細胞 に と っ て は 、 毎 日 で は な く て 、 常 に 50 メ ー ト ル の 風 が 吹い て いて 、 
絶え ず 7 ・ 0 くら い の 地 震 が あっ て 、 細 胞 が 壊さ れる 恐れ が ある 環境 な の だ 
レン ep 

私 の 細胞 の 遺伝 子 ゲ ノム は 、 自 動 再生 の シス テム を 開発 する し か 、 生 き 延 び 
る こと が で き な か っ た の だ ろう っ う 。 

も し イヤ だ っ た ら 、 深 海 へ 帰る し か な い 。 

この 自動 再生 の プロ グラ ム は 、 素 晴らし いも の だ 。 

これ は も う 、 カ ミサ マ が いる と し か 考え られ な い 。 そ れ か 、 ゲ ノム の 頭 の 恨 
さ に 感心 する し か な い 。 

ビ ピラミッド は 壊れ る の だ が 、 色 も あせ て くる の だ が 、 自 動 再生 に な っ て いれ 
ば 、 新 品 と は いか な い が 、 ま だ 、 ピカ ピカ だ ろう 。 い まま で 、 人 の 頭脳 は 、 
自動 再生 を 考え た こと は ある の だ ろう が 、 誰 も 実行 し た こと が な い 。 だ か ら 
金 や 銀 の 価値 が 高い 。 

人 は 、 ず っ と 、 ゲ ノム の アタ マ の 良さ に 、 追 いつ け な い か も しれ な い 。 


〇 ゲノム に 聞い て みた いこ と 

私 は 、 ゲ ノム に 聞い て みた いこ と が ある 。 

すべ て の 人 の あか ちゃ ん は 、 出 生後 8 カ月 くら いか ら 歯 が 生え て くる 。 理 に 

か な っ て いる 。 

あな た は 、 ゲ ノム の どこ に カレ ンダ ー を 持っ て いる の か 、 カ レン ダー の 日 め 

くり を どう し て いる の か 。 

も し 出生 後 8 カ月 に な っ た な ら ば 、 誰 に 知ら せ て いる の か 。 多 分 、 ゲ ノム の 

仲間 だ ろう が 、 誰 な の か 。 歯 を つか さ ど る ゲノム 仲間 だ ろう 。 そ し て 、 そ の 

歯 を つか さ ど る ゲノム 仲間 は 、 ど うす る の か 。 

すべ て の 人 の あか ちゃ ん が 、 下 の 歯 二 本 を 同時 に 生え させ る の は 、 ど うい う 
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奥歯 の 歯 が 生 える の を 遅く し て ある の は な ぜ な の か 、 奥 歯 が 生 えた ら 、 フ ツ 

ウ の ご は ん に し ろ と いう サイ ン の つも りな の か 。 

人 の 大 人 は 、 あ か ちゃ ん の こと が よく わか ら な いか ら 、 勝 手 に 解釈 し て 、 

時 々 、 お か し な こと を する 。 

離乳 食 な る こと ば も お か し い が 、 あ か ちゃ ん が 食べ る こと に 、 解 釈 し た りす 

る 。 

RE こ 
、 出 生後 4 カ月 が 適当 だ と 、 少 し 前 まで 吉 っ て いた 。 大 人 が 吉 っ て い 

RE 5 か 月 に し よう と 喜 い は じ め た 。 

ホン ト の こと を 知っ て いる の は 、 多 分 、 ゲ ノム の あな た し か いな い 。 

どう し て 、 出 生後 8 カ月 に 、 歯 が 生え て くる よう に 仕組 ん で いる の か 。 

多分 、 5 0 0 0 年 後 の あ か ちゃ ん も 、 出 生後 8 カ月 で 歯 が 生 えて くる だ ろ 

う 。 こ れ を 変化 させ る こと な ど 、 難 し い 。 

多分 50 の 0 SCB02 寺 に 

「 出 生後 8 カ月 で 歯 が 生 える と 生き 残る 確率 が 高かっ た か ら だ 」 

今 は 、 世 界 中 に あか ちゃ ん が 散ら ちば っ て 、 今 ゲノム が 吉 っ て いる よう な 

は 適切 で は な い 。 地 球 に あか ちゃ ん が 、10 万 人 くら い の 時 代 だ っ た ら わ か る 

が 。 

その ころ 、 あ な た は 何 を 考え て 、 何 を し た の だ 。 


すべ て の 人 の あか ちゃ ん の 歯 が 生 える の を 、 出 生後 8 カ月 と し て プロ グラ ム 
化し た 背景 を 聞き た い 。 そ の プロ グラ ム は どこ に ある の か 。 

区 に 、『 区 は 人 より ガン に な ら な い 。』 を 書い て みた い 区 が いた と し た ら 、 私 
と 同じ よう に 、 苑 の ゲノム に 、 い ろ い ろ 聞 いて みた い だ ろ う 。 莉 は 残念 だ 。 
『 猛 は 人 より ガン に な ら な い 。』 を 書 こ うと 思う 釣 が 現れ な い 。 

も し 、『 区 は 人 より ガン に な ら な い 。』 を 書 こ うと 思う 区 が 現れ た ら 、 人 は 、 
その 約 を 抹 殺 する 。 

も う 、 地 球 上 で は 、 釣 だ け で は な い 。 人 の 存在 を 、 少 し で も 脅かす 生き 物 が 
生き る こと は 、 難 し い 。 人 を 脅す の で は な く 、 や さ し く 共存 する し か な い 。 
「 猛 は 、 脊 柱 が 地球 に 平行 に ある か ら 、 重 力 に よっ て 壊さ れる 細胞 が 、 人 に 
較べ て 少な い 」 

も し 、『 釣 は 人 人 より ガン に な ら な い 。』 を 書い た 区 が いた と し た ら 、 こ う 書 く 
の 

人 は 、 こ れ を 、 人 へ の 対抗 だ と 見 て し まう だ ろう 。 人 は 、 も う 難 し い 。 

た また ま 、 ど うし て すべ て の 人 の あか ちゃ ん の 歯 が 、 出 生後 8 カ月 に 生え て 
くる よう に な っ て いる の か 、 こ れ 1 つ だ け を 取り 上 げた 。 

し か し 、 私 が ゲノム に 聞い て みた いこ と は 、 数 多く ある 。 私 は 、 カ ミサ マ が 
いる の で は な いか と 思っ て し まう くら い に 、 不 思 議 に な こと が 、 た くさ ん あ 
る 。 


〇 再生 で 聞い て みた いこ と 

私 の 粘土 の シス テム に つい て も 、 さ っ ぱり わか ら な い 。 

この 粘土 の シス テム は 、 ど こ に シナ リオ が ある の か 、 シ ナリ オ な ど な い の 
か 。 プ ログ ラム に な っ て いる の か 。 ゲ ノム が 持っ て いる の か 。 

再生 だ け に 限っ て みて も 、 聞 きた いこ と が た くさ ん ある 。 私 は 、 答 えて くれ 
な い だ ろ うか ら 、 カ ミサ マ と 吉 う し か な く な っ て いる 。 結果 は 、 事 実 な の 
だ 。 す べ て の 人 の あか ちゃ ん の 歯 は 、 8 か 月 ご ろか ら 生 え は じ め る 。 
ゲノム が 、 消 去 し た 細胞 を 再生 する メカ ニズム は 、 明 か され て き て いる 。 も 
う 10 年 先 に は 、 更 に 精度 の 高い 、 ゲ ノム に よる 細胞 再生 の メカ ニズム が 、 明 
ら か に な る だ ろう 。 


「 1 日 に どれ くら い の 数 を こなし て いる の か が 」 

「 どの 状況 の 時 に 再生 プロ グラ ム を 動か し て いる の か が 」 

「 消去 し た 細胞 を 正確 に 覚え な いと いけ な い が ど うつ し て いる の か ,」 

「 シ ッ ポ の 細胞 を 間違え て 持っ て くる こと が な い が ど うし て だ 」 

こん な こと を 聞き は じ ま た ら 、 ゲ ノム は 怒り は じ め る 。 

「 あな た の 個人 的 興味 に 付き 合っ て いる ヒマ が な い 」 

「 私 は 『 ガ ン に な っ た こと が な い 。』 を 書い て いる 」 

「 そ ん な こと は あな た の 個人 的 な 興味 だ ろう 」 

私 は 、 そ れ で も 、 ゲ ノム が 怒っ て も 、 ど うし て も 聞い て みた い 。 

「 あ ん た は 長生 きす る 」 

お ふく ろ が いつ も 吉 っ て いた 。 今 は 、 妹 が 、 い つも お ふく ろ が 吉 っ て いた と 

吉 う 。 1 年 に 1 回 し か 会 わな い が 、 会 うと 必ず 吉 う 。 

お ふく ろ の 吉 う と お りか も し れ な い が 、 私 は 、 私 な り に 、 少 し は 、 ど うし て 

私 が 長生 き を する の か 、 明 ら か に し た い の だ 。 

『 私 は ガン に な っ た こと が な い 』 は 、 私 が 長生 きす る 重要 な ポイ ント だ と 

思っ て いる 。 そ し て 、 ゲ ノム に よる 、 消 去 し た 細胞 の 再生 が 、 そ の 中 で も 、 
要 な ポイ ント を 握っ て いる と 考え て いる 。 

「 あ な た は 、 ど うい 2 う 状況 だ と 再生 の プロ グラ ム を 動か す の か ,」 

私 は 、 副 交感 神経 支配 時 に 、 ゲ ノム は 、 再 生 プ ログ ラム を 動か し て いる の だ 
思っ て いる 。 し か し 、 ひ ょ っ と する と 、 交 感 神経 支配 時 に は 、 再 生 プ ログ 

ラム は 停止 させ て いる だ け な の か も し れ な い 。 再生 プロ グラ ム は 、 常 に 動い 

て いる こと に な る 。 

ひょっと し て 、 免 疫 の 細胞 消去 プロ グラ ム と 、 ゲ ノム の 再生 プロ グラ ム は 、 

同時 に 動い \ て いる の か も し れ な い 。 

そもそも が 、 粘 土 の シ ステ ム で ある 。 

細胞 が 、 重 力 や 紫外 線 や 酸素 や 放射 能 に な ど に よっ て 簡単 に 壊さ れる こと を 

是認 し て いる 。 細胞 に 、 ウ イル ス や 微生物 が 侵入 し て 使い も の に な ら な く な 

る こと も 是認 し て いる 。 

「 毎 日 どれ くら いこ な し て いる の か 」 

聞い て みた い の だ 。 

も の すご い 数 に 決ま っ て いる 。 だ か ら 粘 土 な の だ か ら 。 ボ ロボ ロロ と 壊れ る の 


だ 。 塊 で 壊れ る こと は な い 。 塊 で 壊れ る 時 は 、 交 通 事故 だ と か 火傷 だ 。 

「 1 日 に どれ くら い の 数 を こなし て いる の か 」 

「 どの 状況 の 時 に 再生 プロ グラ ム を 動か し て いる の か 」 

「 消去 し た 細胞 を 正確 に 覚え な いと いけ な い が ど うし て いる の か 」 

「 シ ッ ポ の 細胞 を 間違え て 持っ て くる こと が な い が ど うし て だ 」 

これ ら の こと は 、 私 の 生き 方 に 影響 を 及ぼ す 。 

生き 方 と いう より 生活 の 仕方 だ 。 生 活 の 習慣 だ 。 

私 は 、 自 分 な り の 生活 習慣 を 持っ て いる し 守っ て いる 。 ゲ ノム に 聞い た わけ 
で は な い 。 多 分 、 ゲ ノム は 、 こ う 吉 うだ ろう と 思っ て 生活 し て いる 。 
長く 生き る こと が 望み で は な い 。 し か し 、 長 く 生 き な い と 、 私 は 、 や り た い 
こと が 多い 。 

昔 は 、 若 い 頃 は 、 短 く て も いい か ら や り た いこ と を や っ て いた か っ た 。 今 か 
ら 考 える と 、 命 が 短く て も いい か ら や り た か っ た こと は 、 た いし た こと で は 
な か っ た 。 そ れ は そう だ 。 生 きた 経験 が 少な い 。 何 が 自分 に と っ て 、 ホ ント 
に すご いこ と な の か 、 わ か ら な い 。 

今 は 、 長 く 生 き て いれ ば 、 そ れ だ け や り た いこ と が で きる 。 生 きる こと に 未 
練 は な い が 、 や り た いこ と を で きる だ け や っ て いた し いり 。 


〇 再生 の 限度 

消去 し た 細胞 は 、 完 璧 に 再生 する 。 

私 は 、 細 胞 が 、 重 力 か 紫外 線 か 酸素 か 放射 能 か その 他 の チカ ラ に よっ て 、 壊 
され る か 、 ウ イル ス か が 細菌 が 侵入 され た 細胞 を 、 壊 し て 消去 し て 再生 する 話 
し を し て いる 。 和 粘土 の シス テム の 話し だ 。 

私 は 、 幸 いな こと に 、 こ れ ま で 生き て き て 、 こ の 粘土 の シス テム の 限界 を 越 
える こと を 、 経 験 し た こと が な い 。 特 に 、 粘 士 の シス テム の 再生 に 、 限 度 が 
ある 。 

私 の 粘土 の シス テム は 、 粘 士 の シス テム が 消去 し た も の は 再生 で きる が 、 粘 
土 の シ ステ ム が 消去 し た も の で は な い 細 胞 は 、 再 生 で き な い 。 

多分 、 私 の 足 の 親指 に は 、 ゲ ノム の ボス が いる 。 私 の 粘土 の シス テム は 、 こ 
の 私 の 足 の 親指 の ゲノム の ボス が 見 つけ られ な か っ た ら 、 私 の 足 の 親指 を 再 


生 す る こと が で き な い 。 私 の 足 の 親指 の ゲノム の ボス を 、 私 の 粘土 の シス テ 
ム が 消去 し て も 再生 する が 、 消 去 し て いな い の に 、 い き な り な く な れ ば 、 私 
の 粘土 の シス テム は 、 何 を し た ら よ い の か わか ら な く な る 。 

これ が 、 私 の 粘土 の シス テム の 限度 だ 。 

私 が 、 凍 傷 で 足 の 親指 を 切断 し な く て は な ら な か っ た ら 、 私 の 粘土 の シス テ 
ム は 、 私 の 親指 を 再生 する こと が で き な い 。 

私 は 、 幸 いな こと に 、 私 の 粘土 の シス テム の 限度 を 越え る こと に 遭遇 し た こ 
と が な い 。 

も し 私 が 凍傷 に な っ た と し て も 、 ギ リ ギ リ で 細胞 が 生き 残っ た な ら ば 、 私 の 
粘土 の シス テム は 、 完 璧 に 、 凍 傷 に な っ た 、 足 の 親指 を 再生 する 。 

ギリ ギリ と いう 意味 は 、 足 の 親指 の ミト コン ドリ ア が 、 少 し は 生き 残っ て い 
る こと だ 。 

私 は 、 手 に た くさ ん の 傷 が ある 。 切 り 傷 だ 。 子 ども の 頃 、 ナ イフ を 常に 持っ 
て いた 。 不 良 少年 だ っ た わけ で は な い 。 竹 を 切っ て き て は 水鉄砲 を つく っ て 
いた 。 か ま ぼ こ の 板 を 加工 し て 、 何 か を つく っ て いた 。 を を の 親指 が 半分 、 だ 
ら り と し た こと が ある 。 竹 を 切っ て いて 、 ナ イフ の 包 が 滑っ た 。 ナ イフ の 妃 
が 滑っ た の で は な く て 、 私 の 手 が 滑っ た 。 

不思議 むこ と に 半分 、 だ ら り と な っ て いた の だ が 、 1 週間 後に は 、 フ ツウ に 
な っ た 。 今 半分 だ ら り と な っ た 傷 を 見 て いる 。 親 指 の 腹 の 方 に 、 長 い 傷 が あ 
る 。 

右手 の 薬指 の 第 2 関節 は 折れ て 曲がら な く な っ て いた 。 左 の 薬指 も だ 。 曲 
が っ て 真っ 長 ぐ で は な い が 、 チ カラ は 元 に 戻っ て いる 。 ゼ ン ゼ ン 、 チ カラ が 
入ら な か っ た 。 

少し 大 き な 壊 れ 方 を する と 、 1 日 で 再生 と いう わけ に は いか な い 。 し か し 、 
時 間 が 経過 すれ ば 再生 する 。 す ご く 頭 が いい 。 私 の 薬指 は 、 左 右 と も 、 折 れ 
て いた 。 確実 で ある 。 

折れ て いる の に 、 な ん と か 、 以 前 の 薬指 に な る よう に 、 工 夫 す る の だ 。 私 が 
考え て や っ て いる わけ で は な い 。 多 分 、 ど こ か の 骨 が 、 カ バー し て いる に 違 
いな い 。 

私 の 左右 の 指 の 傷 は 、 す べ て 、 自 動 再 生 の 限度 の 範囲 内 の 出来 事 だ っ た 。 
私 は 、 私 の 細胞 が 、 自 動 再生 する 限度 を 越え た こと が な い 。 病気 で 手術 する 


と いつ うつ こと は 、 自 動 再 生 を 犠牲 に し て 、 人 工 的 に 再生 させ る こと を 意味 す 
る 。 し た が っ て 、 再 生 の 限度 を 越え る こと だ 。 

要 な ポイ ント で ある 。 私 は 、 指 が 折れ て いる の に 、 自 然 治癒 を し た 。 医 者 
に お 願い すべ きだ っ た 。 も っ と 適切 に 、 自 然 治癒 を 指導 し て いた だ けた だ る ろ 
2 
た だ 。 幸 か 不幸 か 、 私 は 、 自 分 の 身体 の 細胞 の 自動 再生 を 知っ た 。 

私 の 右手 の 楽 指 も 左手 の 薬指 も 、 曲 が っ て いる か ら 、 完 璧 に 自動 再生 し た も 
の で は な い だ ろ う 。 ゲ ノム に 聞か な いと わか ら な い 。 ゲ ノム は 、 カ ッ コ ウ よ 
り も 、 機 能 を 選択 する だ ろう つ 。 


再生 ミス 


〇 ゲノム の 再生 ミス 

「 毎 日 どれ くら い の 細 胞 を 再生 し て いる の か 」 

私 は 、 ゲ ノム に 聞 いて みた い の だ 。 相 当 な 数 だ 。 壊 れ て 消去 され る こと を 前 
提 に し て いる 。 私 の 細胞 の 粘土 の シス テム で ある 。 

「 1 兆 個 く らい が 平均 だ 」 

多分 、 こ う 答 える だ ろう と 予想 し て いる 。 予想 は 予想 だ か ら 当 た ら な いか も 
し れ な い 。 ゲ ノム は 、 私 が 聞い て も 返事 を し な い 。 

困る こと は な い 。 た か だ か 1 0 0 0 個 く らい で あれ ば 、 わ ざわ ざ 、 難 し い 、 
粘土 の シス テム な ど 創 造 し な く て も よい 。 も の すご い 数 に は 間違い が な い 。 
マグ ロ な ど は 、 耐 えき れず に 、 海 に 返っ た 。 私 より は 、 消 し て 再生 する 細胞 
の 数 が 、 圧 倒 的 に 少な い だ ろ う 。 水 の 中 の 、 地 表 の 1 / 6 と いう 重力 は 、 も 
の すご いも の が ある 。 サ メ の 血圧 が 20 し か な いこ と を 考え れ ば よい 。20 あ 
れ ば 、 脊 柱 が 地球 と 平行 し て いる こと も あっ て 、 血 液 を 循環 させ る の に 、 足 
り て し まう 圧力 な の だ 。 

重力 は 、 こ れ ほ どす ご い 。 

マグ ロ の ゲノム に 聞い て みな けれ ば わか ら な い が 、 毎 日 再生 処理 する 細胞 の 
数 は 、 私 の 数 の 1 / 1 0 0 0 と か 、 そ ん な も ん だ ろう 。 聞 いて いな いか ら わ 
か ら な い 。 

私 は 、 地 表 で 暮らし て いて 、 し か も 、 ほ と ん ど 地 球 に 垂 相 に し て いる 。 地 球 
に 平行 に な る の は 、 夜 寝る 時 だ け だ 。 マ グロ より は 昔 酷 で ある 。 

「 平 均 1 兆 個 く らい だ 」 

私 の ゲノム が 、 こ う 答 える と 予想 する と 、 心 配 に な る の は 、 再 生 ミ ス だ 。 消 
去 ミ ス は 、 次 の 消去 の 時 に や れ ば いい の で 、 さ し て 、 問 題 は な い 。 

た だ 、 何 も な い 消 去 し て は いけ な い 細 胞 を 消去 し て も ら っ て は 困る 。 

も し 、 消 去 シ ステ ム と 再生 シス テム が 繋が っ て いれ ば 、 消 去 ミ ス は 、 カ バー 
され る 可能 性 が ある 。 

問題 は 、 再 生 ミ ス で ある 。 


多分 、 ス ー パ ー コ ンピュータ ー の よう な スピ ー ド で 再生 し て いる の だ ろう 。 
スー パー コン ピュ ー タ ー と 違う の は 、 モ ノ が 動く こと だ 。 新 し い 細 胞 と いう 
モノ が 動く 。 私 の 頭 で は 、 想 像 が で き な い 。 

1 兆 個 で ある 。 

どう 考え て も 、 が な いわ けが な い 。 

「 ゲ ノム に は 、 な ど と いう 吉 葉 が な い 」 

多分 、 ゲ ノム は 、 こ う 答 える 。 

そし た ら 、 ゲ ノム は ミス を し な い が 、 私 が 、 再 生 中 に 、 急 に 、 ク マ に 出会っ 
て 、 和 区 い て 、 再 生 ミ ス を 誘発 する こと だ っ て ある だ ろう っ う 。 

「 こ ん な 売上 で は リス トラ し か な い 」 

上 司 に 怒鳴 られ て 、 ゲ ノム に 協力 する どこ ろ の 話し で は な く な る くら い の こ 
と は 、 頻 驚 に ある 。 

ゲノム に ミス は な い に し て も 、 私 の 細胞 は 、 多 分 、 1 0 0 0 個 ど ころ で は な 
く 、 ひ ょ っ と し た ら 、 ヒ ドイ 日 に は 、 1 0 0 万 個 く らい の 、 ミ ス が ある か も 
し れ な い 。 ヒ ドイ 日 と は 、 リ スト ラ を 吉 い 渡さ れ た 日 だ と か 、 い き な り 、 噛 
みつ き サ ル に 出会っ た と か の こと だ 。 あ る い は 、 思 っ て みな か っ た の だ が 、 
前 の 車 に 突っ 込ん で し まっ た と か 。 い くら で も ある 。 

こん な 日 は 、 細 胞 に と っ て 、 ヒ ドイ 日 だ ろう 。 ゲ ノム は 、 キ チン と や っ て い 
る と 吉 う か も し れ な い 。 ゲ ノム の 豆 葉 に ミス は な いと 吉 う か も し れ な い 。 
ゲノム は ミス で は な いと 吉 う か も し れ な い が 、 私 の 肺 の 細胞 に 、 足 の 親指 を 
再生 する こと だ っ て ある だ ろう 。 

ガン 細胞 と は 、 こ うい う 細 胞 の こと だ 。 

粘土 の シス テム は 、 完 璧 で ある 。 

し か し 、 現 実に は 、 私 の 生活 習慣 と の ギャ ッ プ が 、 完 璧 な と ステ ム で あり な 
が ら 、 起 こっ て し まう 。 

今 の と ころ 、 ど うに も な ら な い 。 

私 が 、 た と え リ スト ラ を 吉 い 渡さ れ た と し て も 、 な ん ら 動 じ な い 人 に な ら な 
い 限 り 、 粘 土 の シ ステ ム の 再生 ミス を な くす こと は 、 難 し い の で は な いか と 
思う で て で . じ まう 。 
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〇 ガン 細胞 を 免疫 が 消す 

私 の 細胞 の 粘土 の シス テム は 、 重 力 と 紫外 線 と 酸素 と 放射 能 な どか ら 細 胞 を 
壊さ れ 、 ウ イル ス や 細菌 が 細胞 に 侵入 し て 、 使 いも の に な ら な く な っ た 細胞 
を 消去 し て 、 新 し い 新鮮 な 細胞 を 再生 する シス テム の こと だ 。 

毎日 、 膨 大 な 数 の 細胞 が 使い も の に な ら な く な っ て 、 免 疫 に よっ て 、 消 去 さ 
れ て いる 。 同 じ も の を ゲノム は 再生 し て いる 。 

私 の 60 兆 個 の 細胞 は 、 1 つ 1 つ 意味 が あり 役割 が あめ る の で 、 1 つと いえ ど 

も 、 キ チン と 消去 し て 再生 し な いと 、 困 る 。 

と ころ が 、 あ まり に も 、 1 日 で 再生 する 細胞 の 数 が 多い た め に 、 時 に は 、 リ 
スト ラ を 吉 い 渡さ れ た 時 に 再生 し て いた 細胞 も ある だ ろう し 、 再 生 が 完璧 で 
は な く な る 可能 性 は ある 。 時 に は 、 多 分 、 肺 の 細胞 に 、 足 の 親指 の 細胞 が 、 
間違っ て 再生 され る こと だ っ て ある だ ろ っ つ 。 

これ が 、 ガ ン 細 胞 だ 。 

私 は 、 こ の 粘土 の シス テム の 文 を 、 修 正 し な いと いけ な い 。 

私 の 細胞 の 粘土 の シス テム は 、 重 力 と 紫外 線 と 酸素 と 放射 能 な どか ら 細 胞 を 
壊さ れ 、 ウ イル ス や 細菌 が 細胞 に 侵入 し て 、 そ し て 再生 ミス し た ガン 細胞 と 
いう 、 使 いも の に な ら な く な っ た 細胞 を 消去 し て 、 新 し い 新 鮮 な 細胞 を 再生 
する シス テム の こと だ 。 

私 の 粘土 の シス テム は 、 細 胞 が 、 完 璧 に 再生 され な いこ と も 承知 し て いる だ 
ろう 。 聞 いて いな いか ら わ か ら な い !。 

私 の ガン 細胞 は 、 細 胞 が 紫外 線 に よっ て 壊さ れる の と 同 レ ベル で 起こ っ て い 
る こと だ ろう つ 。 

「 今日 は 再生 ミス は あり ませ ん 」 

私 の ゲノム が 、 こ ん な こと を 吉 う こと も な い だ ろ う 。 再生 ミス は 、 必 ず あ 

る 。 

再生 ミス も 含め て 、 消 去 し や すい よう に 構造 され て いる の が 、 粘 士 の シス テ 
ム だ ろう つ 。 


〇 免疫 
免疫 寛 


(Y 届 


寛容 
容 と いう 状態 が ある 。 


胎児 時 代 の 私 は 、 免 疫 寛容 だ っ た 。 免疫 シス テム は ある が 、 働 か な いよ うに 
スイ ッ チ を 切っ て いる こと だ 。 シ ステ ム が な いわ け で は な い 。 私 は 、 お 母 さ 
ん か ら 生 まれ 出 た ら 、 す ぐさ ま 、 免 疫 の シス テム が 動く よう に し て ある 。 
免疫 の シス テム と いう か 、 粘 土 の シ ステ ム だ 。 

私 の 胎児 時 代 に は 、 粘 土 の シ ステ ム が 動い て は 困る 。 

私 は 、 命 に な っ て か ら 現 時 点 の 私 に な る まで 、 私 の 変遷 を た どる 。 す ご いな 
が い 旅 だ 。 そ れ を 、 人 ハイ スピ ー ド カメ ラ の よう に 、 高 速 で 展開 させ る 。 

そん な 時 に 、 粘 土 の シ ステ ム が 動い た の で は 都合 が ワル イ 。 粘土 の シス テム 
は 、 私 の 細胞 に と っ て は 、 難 し い 。 

再生 ミス も 膨大 に ある 。 

私 の 胎児 時 代 は 、 最 も 難し い 、 私 の 変遷 の 旅 に 集中 し て いる 。 そ れ は 、 わ た 
し の 成長 を も 意味 する 。 

粘土 の シス テム は スト ッ プ し て いる 。 

私 は 、 胎 児 の 時 代 に は 、 免 疫 寛 容 な の で 、 再 生 す る こと も な い の で 、 再 生 ミ 
ス も な い 。 し た が っ て 、 私 は 、 胎 児 時 代 は 、 ガ ン に な ら な い 。 

私 の ゲノム は 、 よ く 考 えて いる 。 

胎児 時 代 の 、 私 の 変遷 を 高速 で 進め る こと の 難し さ を 、 よ くわ か っ て いる 。 
これ か ら も 、 人 は 、 子 宮 と いう 酸素 の な い 紫 外線 も な い 、 羊 水 と いう 水 の 中 
で 、 少 な い 重 力 で 、 胎 児 時 代 を 過ごす だ ろう 。 

こう する し か 、 粘 土 の シ ステ ム を 、 停 止 す る こと が で き な い 。 

私 の 粘土 の シス テム は 、 重 力 や 紫外 線 や 酸素 や 放射 能 な ど に よっ て 、 細 胞 が 
簡単 に 壊さ れる の で 、 し か も 、 ウ イル ス や 細菌 が 、 細 胞 に 侵入 する の で 、 ダ 
メ 細 胞 を 、 簡 単に 消去 で きる よう に し て いる も の だ 。 消去 し た 細胞 は 、 ゲ ノ 
ム が 再生 する 。 

私 の 粘 士 の シス テム を 停止 させ る に は 、 重 力も な く 紫 外線 も な く 酸 素 も 放射 
能 も な く 、 ウ イル ス や 細菌 も ゼロ 状態 を つく る 以外 に は な い 。 

それ が で き て いる の が 、 胎 児 時 代 の 子宮 と いう 場所 で ある 。 完 璧 だ ろう 。 
地球 で は 、 免 疫 寛容 に で きる 状態 を 保てる 場所 が 、 も う 1 つ あ る 。 深 海 だ 。 
深海 は 、 子 宮 の 羊 水 の 中 と 、 ほ ば ぼ 同 じ 環 境 で ある 。 重力 は 1 / 6 だ し 、 紫 外 
線 も 来 な けれ ば 酸素 も 入 く は な い 。 

胎児 の 方 が 、 酸 素 を お 母さん か ら も ら う だ け 、 安 全 性 が 高い の だ ろう 。 


し か し 、 深 海 の 生き 物 は 、 自 分 を 免疫 寛容 状態 に し て お く こ と が 可能 で あ 
る 。 

生き 残る だ け の こと を 考え る と 、 粘 土 の シ ステ ム は 維持 し て いる が 使わ な い 
こと が 好ま し い 。 再 生 ミ ス が 多い か ら だ 。 も ちろ ん 再生 ミス も 免疫 が 消し て 
くれ る の だ が 、 万 が 一 と いう こと も ある 。 深海 の 生き 物 は 、 粘 土 の シ ステ ム 
は 使わ な い 。 深海 の 生き 物 に は 、 ガ ン と いう も の が 、 ほ ば ぼ な い 。 

酸素 の 吸収 の 仕方 が 、 胎 児 ほど 完璧 で は な い の で 、 時 に は 、 粘 土 の シ ステ ム 
を 稼働 し て し まう こと も ある の だ ろう 。 時 々 、 ガ ン に な っ た 深海 の 生き 物 が 
見 つか る よう だ 。 し か し 、 例 外 だ ろう つう 。 

だ か ら 、 深 海 の 生 き 物 は 、 変 化し な い 。 ず っ と 、 昔 の まま だ 。 細 胞 に 上 厳し く 
な けれ ば 進化 し な い の だ ろう 。 

免疫 寛容 と いう の は 、 す ご いこ と だ 。 地 球 上 で は 、 ほ ば ぼ ば 実現 が 不可 能 に 近 
し 1。 

免疫 寛容 で あれ ば 、 ガ ン は あり 得 な い 。 

し か し 、 私 は 、 自 分 を 免疫 皿 容 に 保つ 方 法 を 知ら な い 。 た と え 知 っ た と し て 
も 、 私 は 、 自 分 を 免疫 覚 容 に する こと を 選択 し な い 。 お も し ろく な い 。 私 
は 、 お も し ろく な けれ ば 、 な が く 生 き 残 っ て も 意味 が な い 。 

人 の ゲノム は 、 私 と 同じ こと を 考え た だ ろう 。 と に か く 、 ダ メ そ うだ っ た ら 
ジャ ンジ ャ ン 消 去 し て 再生 し ろ 。 再 生 ミ ス を れ る な 。 そ し た ら 動 ける か ら 
お も し ろ い 。 な が く 生 き 残 る に は 、 お も し ろ い が 1 番 だ 。 


〇 2 度 の ヒド イ 生 活 に あて は め て みる 

私 な り に 、 ガ ン を 明らか に し て きた 。 

私 が 、『 ガ ン に な っ た こと が な い 。』 と 吉 っ て いる の は 、 正 確 に 吉 う と 、 私 

は 、 毎 日 ガン 細胞 が で き て いる が 、 私 の 粘土 の シス テム が 、 毎 日 、 発 生 し た 
ガン 細胞 を 消去 し て 再生 し て いる 、 と いう こと に な る 。 

も し 、 私 の 粘土 の シス テム が 働か な か っ た ら 、 私 に 発生 し た ガン 細胞 は 、 毎 
日 成長 し て 、 粘 土 の シ ステ ム で は 、 消 し 去る こと が 難し いく らい に な る 。 お 
医者 さん に お 願い し て 、 切 り 取 っ て も ら う し か な く な る 。 

私 が 、『 ガ ン に な っ た こと が な い 。』 と 吉 っ て いる の は 、 私 の ガン 細胞 を 、 私 


は 、 成 長 さ せ た こ と が な い 、 と 喜 っ て いる 。 

大 きなこ と は 喜 え な い 。 

明日 ダメ に な る か も し れ な いい 。 

自信 が ある 。 今 の 時 間 は 自信 が ある 。 明 日 は わか ら な い 。 

私 の 、 過 去 の 2 度 の ヒド イ 生 活 の 時 に 、 多 分 、 私 の 身体 は 、 ガ ン 細 胞 に 溢 
て いた と 思っ て いる 。 今 は 、 そ う 思 っ て いる 。 当時 は 、 自 信 過 剰 で どう し よ 


う も な い 。 

バッ カ じ ゃ な いか と 、 自 分 で 赤面 し た りす る 。 

よく 生き 残れ た 。 

2 度目 の ヒド イ 生 活 の 方 が 、 私 の 身体 に 、 ガ ン 細 胞 が 溢れ て いた の だ と 思 
つ 。 


深夜 の 0 時 30 分 頃 帰っ て き て 、 シ ャ ワー が 5 分 で 晩 ご は ん が 5 分 で 、 少 し 話 
し を し て 、 す ぐに 寝 た 。 5 時 に は 起き て 、 パ ン と コー ヒー と マー ガリ ン の ご 
は ん を 食べ て 、 始 発 の 電車 に 乗っ た 。 ほ ぼ 、 電 車 は 室 いて いて 眠っ て いた 。 

毎朝 出会う 高校 生 の 女子 が いて 、 顔 を 見 る こと が 楽し み だ っ た 。 話 し た こと 
は な い 。 毎朝 、 決 まっ て 、20 メ ー ト ル 離 れ た 座席 に 、 彼 女 は 座っ た 。 

お か し な も の で 、 こ の こと が 、 辛 い 身体 に 、 大 き な 励 み に な っ た 。 7 時 30 分 
か ら 働 いて 、 お 昼 ご は ん は 、 食 べた か 食べ な か っ た か 、 よ くわ か ら な か っ 

た 。 22 時 頃 会 社 を 出 た 。 帰 宅 す る 時 間 は 0 時 30 分 だ 。 骨 と 皮 に な っ て 、 手 

は 喝 虫 類 の よう に な っ た 。 身体 は 、 自 分 で も わか る くら い に 臭 か っ た 。 

私 は 、 末 養 失調 だ っ た の だ と 思う 。 お 金 が な く て ご は ん を 食べ な か っ た わけ 
で は な い 。 ご は ん を 食べ る 時 間 が な か っ た の だ 。 1 日 の 合計 で 、10 分 し か 食 
べ る 時 間 が な か っ た 。 他 人事 の よう に 吉 っ て し まう こと が 、 自信 過剰 で どう 
に も な ら な い 。 

こん な 生活 が 3 年 続い た 。 

私 は 、 命 令 さ れ て イヤ イヤ や っ て いた わけ で は な い 。 

自分 で 手 を 挙げ て や っ た 。 

た だ 、 今 は 、 ど うし て ガン に な ら な か っ た の か 、 客 観 的 に 書 こ うと 思っ て い 
る だ け だ 。 

私 は 、 毎 日 、 も の すご い 数 の 細胞 を 壊し て いた と 思う 。 

私 は 、 ほ ぼ 20 時 間 く らい 起き て いた の だ 。 毎 日 だ 。 3 年 間 だ 。 私 の 細胞 に 


と っ て 、 最 も 強敵 な の は 重力 だ 。 私 は 、 最 後 は 、 重 力 に よっ て 、 滅ぼさ れ 
る 。 母 な る 地球 は 、 私 を 、 地 球 の 土 に 戻す 。 例外 な ど な い 。 命 は 、 す べ て こ 
うな っ て いる 。 

私 は 、 今 は 、 最 低 で も 6 時 間 、 多 く て 8 時間 、 ベ ッ ド に 横 に な る 。 地 球 に 平 
行 に な る 。 

20 時 間 も 地球 に 平行 に な ら な か っ た ら 、 私 の 細胞 は 、 必 要 以 上 に 重力 に 壊さ 
れる 。 私 の 粘土 の シス テム は 、 壊 れ た 細胞 だ け 再 生 す る の だ が 、 壊 れ て いる 
細胞 が 多い の だ か ら 、 再 生 ミ ス も 多い 。 

私 は 、 多 く の ガ ン 細 胞 を 抱え て いた こと は 、 あ た けり まえ で も あっ た 。 私 の 手 
が 、 旧 虫 類 の よう に な っ て 、 ウ ロコ に な っ て いた の は 、 タ ー ン オー バー が 遅 
く な っ て いた か ら だ 。 

毎日 昨日 の ダメ 細胞 を 積み 残し て 今日 が は じ ま っ て いた か ら だ 。 

ガン は 、 私 の 免疫 シス テム が 、 大 きく て 壊せ な く な っ て し まっ た ガン 細胞 
だ 。 

よく そこ まで 達し な か っ た と 、 不 思 議 に 思う 。 

3 年 が 限度 だ っ た の か も し れ な い 。 

1 度目 の 私 の ヒド イ 生 活 で も 、 私 は 、 多 く の ガ ン 細 胞 を 抱え て いた に 違い な 
L1。 

1 年 に 30 日 くら い 会 社 の 床 に 段ボール で 眠っ て いた 。 時 々 会 社 の 近く の 銭湯 
に 行っ た 。 身 体 が 冷た か っ た 。 タバ コ を 吸っ て いて 、 量 が 多かっ た 。 

会 社 の 床 に 段ボール で 寝 な い 時 は 、 最 終 の 電車 で 、 駅 か ら タ クシ ー に 乗っ 
た 。 必 ず で ある 。 

「 お 父さん また 来 て ね 」 ま で 続い た 。 

2 度目 の ヒド イ 生 活 の よう に 、 手 が 克 虫 類 の よう に な る こと は な か っ た 。 ま 
だ 若かっ た 。 

私 は 、 計 こり さん だ っ た し 風邪 ひき さん だ っ た 。 

休み の 日 は 、 ず っ と 眠っ て いた 。 休 み と い う 日 が 待ち 遠 し か っ た 。 

私 の 身体 は 、 ガ ン 細 胞 に 溢れ て いた と 思う 。 

や は り 、 重 力 だ と 思う 。 

3 日 連続 徹夜 な ど が 多かっ た 。 

私 の 身体 は 、 粘 土 の シ ステ ム が 働く 間もなく 、 次 々 に 、 新 し く 壊 れ た 細胞 が 


発生 し て 、 ど うに も な ら な か っ た だ ろう 。 私 は 、 痩 せ た 。 

私 は 、 粘 土 の シ ステ ム の こと を 喜 っ て いる 。 

私 の 粘土 の シス テム は 、 私 が 、 粘 土 の シ ステ ム の 働き を ジャ マ し て いれ ば 、 
ガン に な る ん だ と 吉 っ て いる 。 

私 の 2 度 の ヒド イ 生 活 は 、 明 ら か に 、 私 の 粘土 の シス テム を ジャ マ し て い 
た 。 

な ん と か 、 生 き 延 び た 。 


〇 ガン も 病気 だ が 

昨日 と 同じ 身体 の 状態 を 維持 で き て いる こと を 健康 と 吉 う 。 通 常 は 、 昨 日 と 
同じ 自分 が 今日 も ある こと は 、 考 えら れ な い 。24 オ くら いか ら 以 降 の 、 私 の 
健康 の こと だ 。 

24 オ くら いか ら の 私 の 身体 は 、 毎 日 少し づつ 、 機 能 が 減退 し 、 身 体 が 衰退 し 
窓 X 。 

あか ちゃ ん の 頃 、 毎 日 、 身 体 が 成長 し て 機能 が 発達 する こと と は 、 全 く 逆 に 
な る 。 

24 オ くら い を 境 に し て 、 逆 に な る 。 

多分 、 生 殖 年 齢 を 境 に し て いる 。 

私 の ゲノム に と っ て は 、 生殖 年 齢 が も っ と も 重要 な の だ 。 人 の 遺伝 子 を 後に 
繋げ て くれ で ある 。 

私 は 、 私 の ゲノム の 要請 に は 応え て いる 。 

し か し 、 ゲ ノム は 、 私 に し て くれ て いた 、24 オ まで の 、 生殖 年 齢 に 達する ま 
で の 、 諸 々 の 援護 を 、 何 も し な く な る 。 私 を 守ら な い 。 

「 生殖 年 齢 を 越え た か ら 後 は 自分 で 考え て くれ 」 

私 の ゲノム は 、 私 が 、24 歳 以降 に 生き る こと に 、 興 味 が な い 。 何 の シナ リオ 
も 用 意 し な い 。 

女子 で 子ども を 産む お 年齢 が 下がっ て いる 。 あ た けり まえ で ある 。 栄 養 状 態 さ え 
良けれ ば 、 ゲ ノム は 、 そ うす る 。 そ れ が 、 最 大 の 興味 だ か ら 。 女 子 で 子ども 
を 産め る 年 齢 が 上 が っ て いる 。 あ た けり まえ で ある 。 栄養 状態 さえ 良かっ た 
ら 、 ゲ ノム は 、 そ うす る 。 


し か し 、 通 常 は 、24 オ くら い を 境 に し て 、 ゲ ノム は 、 私 を 守ら な い 。 
24 オ まで 、 身 体 が 喪 退 し な いわ け で は な か っ た 。 毎 日 喪 退 する の だ が 、 一 方 
で 成長 が あっ た 。 細胞 分 裂 し て いた 。 壊 れ て も いい の だ 。 再 生 す る し 、 新 し 
い 細 胞 が で きる 。 

24 く らい か ら 以 降 に は 、 新 し い 細 胞 が 提供 され る わけ で は な い 。 

私 は 、 気 が つく の が 遅かっ た 。 そ れ は 残念 だ 。 

私 の ゲノム は 、 私 が 24 オ くら い に な る まで し か 、 私 を 守ら な いと いう こと 
に 、 気 が つか な か っ た 。 

「 生殖 年 齢 に 達し た か ら 後 は 自分 で 考え て 生き て くれ 」 

は っ きり 吉 っ て ほし か っ た 。 

私 は 、 勝 手 だ っ た し 自信 過剰 だ っ た 。 

その まま 続く と 思っ て いた 。 

私 は 、 数 えき れ な いく らい ケガ を し た 。 ス ポー ツ を し て いて ケガ も あっ た 
し 、 ス キー で は 何 度 も 足首 を 痛め た 。 手 は 薬指 が 曲がっ て いる 。 

医者 に 行っ た こと が な い 。 自信 過剰 な の だ 。 

「 人 の 身体 は 元 に 戻 ろ うと する 」 

確か に そう な の だ と 、 今 は 思う 。 

それ は 。24 オ まで の 私 の こと だ 。 ゲ ノム が 、 何 か あっ て も 、 元 に 戻 そ うと す 
る 。 自然 治 癒 力 が 吐 盛 な の だ 。 ゲ ノム が そう し て いる 。 な ん と し て も 、 私 
が 、 人 の 遺伝 子 を 後に 繋げ て 欲し い の だ 。 

私 が 残念 に 思う の は 、 そ うい う 私 の 身体 の 勢い が 、 ず っ と 続く と 思っ て いた 
こと だ 。 も ちろ ん 、 私 の 2 度 の ヒド イ 生 活 は 、24 オ 以降 の こと だ 。 

私 は 、 生 殖 年 齢 を 過ぎ て いる の で 、 自 然 治癒 力 が 吐 盛 な わけ で は な い 。 私 の 
ゲノム は 、 私 を ほっ て いる の だ 。 私 を 、 意 図 し て 喪 退 させ る こと は な い の だ 
が 、 私 を ほっ て いる 。 重力 に 衰退 させ られ る か ら 新 し い 細 胞 を 追加 し よう な 
ど と は 考え な い 。 そ うい うう まい シナ リオ が な い 。 

今 は 、 い ろ い ろ な こと に 気がつく 。 

ゲノム が ほっ て いる の に 、 私 は 、 2 度 の ヒド イ 生 活 を 、 よ く 生 き 延 び た 。 
私 だ け で は な い だ ろ う 。 自然 治癒 力 の 吐 盛 さ は 、 そ の まま 続く の で は な いか 
と 勘違い し て し まっ つ 。 

勘違い だ 。 


私 の 2 度 の ヒド イ 生 活 は 、 完 全 に 勘違い な の だ 。 

ガン に な ら な か っ た の が 不思議 で ある 。 

私 の 健康 の 概念 は 、 昨 日 と 同じ 身体 の 状態 を 維持 で き て いる こと だ 。24 オ く 

らい か ら 以 降 の 健康 の 概念 だ 。 

今 は 、 私 は 、 自 分 で は わか ら な い が 、 昨 日 と 同じ 自分 で は な い だ ろ う 。 毎 日 

折れ 線 グ ラフ は 下降 し て いる 。 私 の 、 昨 日 と 同じ 自分 で ある グラ フ だ 。 グ ラ 
が 、 上 を 向く こと は な いり 。 

生き 

帰っ て き て し ば らく は 、 歩 き 方 も 速く な っ て 元気 で ある 。 あ た か も 、 健 康 の 

折れ 線 グ ラフ が 上 を 向い た か の よう に 感じ る 。 多 分 、 単 な る 、 筋 肉 の 活性 だ 

け だ ろう 。 グ ラフ が 下降 する の を 止め る こと は で き な い |!。 

病気 と は 、 健 康 の 逆 だ か ら 、 今 日 が 昨日 の 自分 で は な い 状 態 が 大 幅 に や っ て 

くる こと だ 。 

肺 に 侵入 し た 風邪 ウイ ルス を 、 私 の 粘 士 の シス テム が 処理 で き な く て 、 風 邪 
で 寝込む こと だ 。 

昨日 の 自分 か ら 大 幅 に 落ち 込ん だ か ら 、 こ れ は 健康 で は な く て 、 病 気 な の 

だ 

私 は 、『 風 邪 を ひい た こと が な い 。』 を 書け る の だ か ら 、 少 な く と も 、 風 邪 ウ 

イル ス か ら 、 健 康 を 月 し た こと は な い の だ ろう 。 こ こ 15 年 の 話し だ 。 

ガン は 、 ど うい う 状 態 を 吉 う の だ ろう 。 目 に 見 えな い が 、 ガ ン 細 胞 を 、 私 の 

粘土 の シス テム が 働い て も 、 間 に 合わ な か っ た こと だ 。 3 日 くら い 連 続 徹夜 

を し て いて 、 再 生 ミ ス の 細胞 が 、 消 去 で き な い くら い に 、 大 きく な っ た も の 

本 

これ は 、 ガ ン と いう 病気 で ある 。 

私 は 、 も し そう だ と し て も 、 気 が つか な い 。 し ば らく は 、 自 覚 症状 が な い 。 

病気 な の に 気がつか な い 。 

病気 は いろ いろ ある が 、 病 気 が 治 ら な いと 、 ガ ン に 至る 可能 性 が 大 きく な 

る 。 

あま り に も 風邪 ウイ ルス に 侵入 され て いる と 、 呼 吸 器官 の 粘土 の シス テム が 

何 度 も 何 度 も 動く の で 、 再 生 ミ ス も 多く な る 。 通常 は 、 再 生 ミ ス も 消し 去っ 

て くれ る の が 粘土 の シス テム だ が 、 風 邪 で せき 込む 時 間 が な が けれ ば 、 粘 土 


の シス テム の ジャ マ を する こと に な っ て 、 再 生 ミ ス を し た ガン 細胞 を 、 消 し 
去れ な く て 、 大 きく し て し まっ 。 

ガン と いう 病気 は 、 病 気 の 帰結 と いう 側面 を も 持っ て いる 。 

こう 考え る と 、 私 は 、 あ の 2 度 の ヒド イ 生 活 を 、 よ く 生 き 延 び た と 、 感 心 し 
で まう 。 


ガン に 到 ら な い シ ナリ オ 


〇 ガン に 全 ら な い 生 活 

私 は 、 今 は 、 ガ ン に 至ら な い 生 活 を し て いる の で は な いか と 思っ て いる 。 ベ べ ベ 
つ に 、 ガ ン に な ら な いよ うに 、 注 意 し て 生き て いる わけ で は な い 。 フ ツウ に 
暮らし て いる 。 今 は で ある 。 

ここ 15 年 くら い 『 記 が こっ た こと が な い 。』 し 『 風 邪 を ひい た こと が な い 。』 。 
そし て 、 生 意気 に も 『 ガ ン に な っ た こと が な い 。』 を 書か せ て いた だ いて い 

る 。 

昨日 の 私 と 今日 の 私 が 同じ と いう の が 、 私 の 健康 感 だ が 、 気 が つい て いな い 
が 、 多 分 、 健 康 の 折れ 線 グ ラフ は 下っ て いる 。 昨日 より 今日 の 方 が 、 身 体 は 
衰退 し て いる し 、 機 能 は 減退 し て いる 。 

し か し 、 私 は 、 こ こ 15 年 くら い 、 寝 込ん だ こと も な いし 、 薬 局 に 駆け こん だ 
こと も な いし 、 も ちろ ん 、 病 院 に 行っ た こと が な い 。 

吉 い 切れ る こと は 、 健 康 の 折れ 線 グ ラフ は 下っ て は いる の だ ろう が 、 大 幅 に 
下っ た こと は な い 。 つ まり 、 私 は 、 病 気 に な っ た こと が な い 。 こ こ 15 年 以上 
だ 。 

過去 の 2 度 の ヒド イ 生 活 が 、 病 気 だ っ た の か と いう と 、 多 分 、 粘 士 の シス テ 
ム の 限界 ギリ ギリ だ っ た の で は な いか 。 た だ 、 粘 土 の シ ステ ム の 範囲 内 だ っ 
た の だ ろ っ つ 。 

ヒド イ 生 活 だ っ た の だ が 。 

今 は 、 ホン ト の と ころ は 、 ゲ ノム に 聞か な いと わか ら な い が 、 私 は 、 粘 土 の 
シス テム の 限界 を 越え て いる 感覚 は な い 。 

私 の 先 の こと は わか ら な い 。 

ガン は 、 生 活 習 慣 病 だ か ら 、 私 が 、 現 在 ど の よう に 生活 し て いる か を 記し て 
お く こ と は 、 属 来 、 私 が 、 病 気 に な っ た り ガ ン に な っ た けり し た ら 、 役 に た つ 
だ ろう 。 

ガン に 至ら な い シ ナリ オ の よう に な っ て くれ れ ば あり が た い 。 書い て みな け 
れ ば わか ら な い 。 


何 か ら 書い て いい の か わか ら な い 。 思 いつ いた と ころ か ら 書 くし か な い )。 
私 の 2 度 の ヒド イ 生 活 と ここ 15 年 の 生活 を に 対比 し て みて 、 以 下 の こ と が 、 
多分 、 関 係 し て いる だ ろう 。 

o 交 感 神経 支配 の 時 間 が 少な く な っ た 

o 横 に な る 時 間 が 圧倒 的 に 多く な っ た 

o 私 は 自分 で 調理 が で きる よう に な っ た 

o 私 は 質素 に な っ た 

o1 年 3 6 0 日 は シャ ワー を 浴び る 

o 私 は 風邪 を ひか な く な っ た 

o 私 は 衣 が こら な く な っ た 

9 健康 診断 で バツ が な く な っ た 


〇 交感 神経 支配 時 間 が 少な く な っ た 

私 の 2 度 の ヒド イ 生 活 を 振り 返っ て みる と 、 1 日 24 時 間 で 18 時 間 く らい 
は 、 交 感 神経 支配 の 生活 だ っ た と 思う 。 私 は 山 が 好き だ 。 何 度 も 何 度 も 山 に 
登っ た 。 私 は 、 ク マ に 出会っ た こと が な い 。 鹿 や 猿 は 何 度 も 何 度 も ある 。 ク 
マ は な いしい!。 注意 し て いる わけ で は な い 。 小川 の 模 の 樹 が 、 ク マ に 挿 き むし ら 
れ て いる の を 、 そ れ も 、 ほ ん の 直前 だ ろう と 思わ れる 状況 な ど に も 遭遇 し た 
が 、 ク マ に 出会っ た こと が な い 。 

私 は 、 多 分 、 ク マ に 出会う と 、 い き な り けり 交感 神経 に な る と 思う 。 山 で も 、 キ 
レッ ト を 通り 越え る 時 な ど は 、 交 感 神経 に な つて いる こと が わか る 。 

私 の 鼓動 は 大 きく て 速く て 、 私 の 耳 に 聞こ える 。 

そもそも 、 食 糧 を 得 お な けれ ば な ら な いか ら 、 私 は 、 交 感 神経 を 得 た の だ と 思 
う 。 鹿 の 方 が 自分 より 強く て も 、 鹿 を 獲 ら な いと 、 家 族 が 暮らせ な い 。 火事 
場 の バカ チカ ラ だ 。 

フツ ウ に 暮らす の だ っ た ら 、 そ ん な も の は 必要 な い 。 

高い 樹 に 登っ て 、 実 を 採ら な いと いけ な い 。 海 で 魚 を 獲 ら な いと いけ な い 。 
そもそも 、 交 感 神経 と は 、 食 糧 を 得る こと が 難し いか ら 、 私 の ゲノム が 開発 
じ た も の だ 。 

私 が 、 ク マ に 襲わ れ た り 、 自 分 を 防衛 する 時 に も 、 交 感 神経 は 便利 に な る 。 


ひょっと する と 、 ク マ よ り 速 く 走 れ た りす る 。 交感 神経 が な か っ た ら 、 と て 
も ムリ だ 。 

し か し 、 火 事 場 の バカ チカ ラ の 最 中 に 、 ト イレ に 行き た く は な ら な い 。 眠く 
な ら な い 。 横 に な り た く は な い 。 

トイ レ に 行き た く な っ た り 眠 く な っ た りす る の は 、 火 事 場 の バカ チカ ラ の 最 
中 で は な く て 、 フ ツウ の 時 だ 。 私 に と っ て フツ ウ の 時 は 、 副 交感 神経 支配 の 
時 だ 。 

1 日 18 時 間 も 、 交 感 神経 が 続い て いた ら 、 私 は 、 消 耗 が 激しい 。 海 に 潜っ て 
サザ エ を 獲る の だ が 、 何 度 潜っ て も 、 1 つも 探せ な いと 、 ホ ント に 消耗 す 

る 。 ヘトヘト に な る 。 

現代 で は 、 コ ン ビ ニ 行 け ば 、 お 金 さ え 得 て い れ ば 、 サ ザ エ を 得る に 匹 英 する 
こと が 、 ラ ク に で きる 。 火事 場 の バカ チカ ラ を 使わ な く て も で きる 。 

私 は 、 食 糧 を 得る た めで は な く て 、 自 分 の 仕事 を する た め に 、 わ ざわ ざ 交 感 
神経 に し て いた 。 それ も 1 日 18 時 間 も だ 。 1 日 18 時 間 も ク マ に 連続 し て 出 

会 っ て いた 感じ で ある 。 私 は 、 緊 張 し て 仕事 を 続け て いた 。 

仕事 を させ られ て いた わけ で は な い 。 わ た し が 自分 で や っ た 。 そ うし た か っ 
誤 。 

私 が 、 2 度 の ヒド イ 生 活 で 、 痩 せ て し まっ た こと は 、 当 然 だ ろう 。 消耗 が 激 
し い 。 大量 の エネ ルギー を 使っ て し まう 。 交 感 神経 支配 で は 、 ミ トコ ンド リ 
ア が 激しく 動く の だ が 、 ミ トコ ンド リア が 激しく 動く と 、 熱 が 出 て 、 汗 が 出 
る 。 ミ トコ ンド リア の エサ は 、 白 色 脂 肪 細胞 だ か ら 、 私 が 蓄積 し て いる 脂肪 
細胞 を 、 使 いき っ て し まう 。 

私 の ミト コン ドリ ア は 、 エ サ が な く て 困っ た だ ろう と 思う 。 交 感 神経 を 維持 
し た く て も 、 で き な く な る 。 

人 は 、 凄 いも の だ 。 

苑 は 、 こ ん な バカ な こと は し な い 。 

ガゼル を 襲う 時 に し か 交感 神経 に し な い 。 約 が 1 日 18 時 間 も 交 感 神経 支配 

だ っ た ら 、 苑 は 、 生 き 残 れ な い 。 

人 は 、 お か し な 頭脳 を 持っ て し まっ た 。 頭脳 が 、 釣 が ガゼル を 衣 う 状態 に 等 
し いこ と を 、 自 分 で つく り 出 し て し まう 。 

私 は 、 な ん で あん な に 必死 に な っ て 仕事 を し た の か 不思議 で ある 。 今 か ら 考 


える と 不思議 だ 。 

私 の 幸福 感 は 、 強 い 情 熱 を 注 げ る こと を 多く 持っ て いた ら 幸 せ だ と いう も の 
だ 。 

だ か ら 、 私 の 幸福 感 の た め に 、 必 死に な っ て 仕事 を し た 。 も ちろ ん 、 私 が 、 
その 仕事 に よっ て 、 恩 恵 を 受け る 対象 を 愛し て いな か っ た ら 、 強 い 情 熱 を 注 
ぐ こ と に は な ら な い 。 

私 が 不思議 に 思う の は 、 な せ ぜ 必 死に な っ て 仕事 を し た か で は な く て 、 な ぜ 、 
1 日 18 時 間 も 交 感 神経 支配 の 状態 を 保 た な いと 、 仕 事 が で き な か っ た の か と 
つう だ だ 。 

私 は 、 今 だ っ た ら 、 多 分 、 3 時 間 の 交感 神経 支配 で 足り る だ ろ つ 。 

多分 、 私 は 、 上 達し た 。 発 達し て いる 。 未 発達 だ っ た 2 度 の ヒド イ 生 活 を 残 
念 に 思う 。 

や は り 、 私 は 、 学 習 を 重ね た 。 修業 に な っ て いる 。 誰 を も お 手 本 に し て いる 
わけ で は な い |。 

な か な か 、 つ まく は いか な い 。 

体力 が 充実 し て いる 時 期 に は 、 技 が まだ 伴わ な い 。 技 が 伴っ て くる 時 に は 、 
体力 が 喪 え て くる 。 

人 は 、 な か な か うつ まく は いか な い 。 

私 も だ 。 

私 の 粘土 の シス テム は 、 副 交感 神経 支配 の 時 に 、 働 く こ と が 多い 。 交感 神経 
支配 の 時 の 免疫 は 、 防 御 の 和 免疫 で ある 。 私 が 、 リ スク を 負っ て いる こと を ゲ 
ノム は 知っ て いる 。 私 が クマ に 一 撃 を くら っ た らい け な い の で 、 そ の 時 の 、 
免疫 を 用 意 し て いる 。 

私 が 副交感 神経 支配 の 時 に は 、 ク マ に 一 撃 を くら うこ と は な い の で 、 身 体 を 
修復 する 免疫 が 動く 。 

私 の ゲノム は 、 よ く 考 えて いる の だ 。 

粘土 の シス テム の 再生 シス テム な ど は 、 ほ ぼ 、 副 交感 神経 時 に し か 動か な い 
だ ろう 。 ク マ と 出会っ て いる の に 、「 再 生 し ます 」 は 、 お か し い 。 新 た に 壊 
され る 可能 性 が 高い の だ 。 

交感 神経 支配 の 時 間 が な が いと いう つ こと は 、 私 の 、 粘 土 の シ ステ ム が 、 正 常 
に 動く タイ ミン グ が 少な いこ と に な る の だ ろう 。 


私 は 、 今 は 、 2 度 の ヒド イ 生 活 の よう な 、 バ カ な こと は し な い 。 私 は 、 技 も 
上 達し た 。 

私 が 、『 ガ ン に な っ た こと が な い 。』 を 書け る の は 、 多 分 、 交 感 神経 支配 の 時 
間 を 少な く で きる ほど に 、 上 達し た か ら だ 。 集中 する 時 間 を 短く で きる よう 
に な っ た 。 

私 は 、 2 度目 の ヒド イ 生 活 が 、 3 年 続い た の だ が 、 も う 、 手 の 甲 は 、 克 申 類 
の よう に な っ て いた 。 た だ 、 気 だ けが 燃え て いた 。 多分 、 典 型 的 に 、 ガ ン に 
侵さ れる 状態 だ ろう 。 ほ ん の 少し の 確率 の こと で 、 私 は ガン に な ら な か っ た 
に 過ぎ な い 。 

と て も 、『 ガ ン に な っ た こと が な い 』 な ど 、 書 け な い 。 

私 は 、 今 は よく 理解 し て いる 。 私 の 粘 士 の シス テム を 理解 し て いる 。 私 は 、 
粘土 の シス テム の ジャ マ は し な い 。 深夜 に 、 粘 土 の シ ステ ム が 再生 作業 を し 
て いる の に 、AKB を 歌っ て 騒ぎ た い 欲 望 を 、 抑 える こと が で きる 。 


〇 横 に な る 時 間 が 圧倒 的 に 多く な っ た 

私 は 、 今 は 、 時 々 、 お 昼 ご は ん を 食べ る と 眠く な っ て 、30 分 くら い 模 に な る 
こと が ある 。 眠っ て は いな い が 半 分 眠っ て いる 。 レム 睡眠 だ 。 

2 度 の ヒド イ 生 活 の 時 は 、 お か し な 考え を し て いた 。 ご は ん を 食べ た か ら 元 
気 が 出 る か ら ガ ン バ ル で ある 。 

すご く お か し い 。 

食糧 を 調達 する た め に ガン バル が フツ ウ で ある 。 

ご は ん を 食べ た ら 、 私 が 、 い くら ガン バル と 思っ て も 、 私 の 身体 は 、 ガ ン バ 
ら な しい )。 

あたり まえ の こと だ 。 

私 は 、 逆 に 考え て いた 。 

時 々 、 空 腹 の 時 間 に 、 グ ッ ド アイ デア が 多く 出る こと に 、 不 思 議 が っ た り し 
て いた も の だ 。 

私 は 、 自 律 神経 と 粘 士 の シス テム を 、 よ くわ か っ て いる 。 お 昼 ご は ん を 食べ 
る と 、 副 交感 神経 に な っ て 、 副 交感 神経 の 究極 で ある 、 睡 眠 に 向かう つこ と を 
知っ て いる 。 


私 は 、 今 は 、 自 律 神経 の ジャ マ は し な い 。 お 昼 ご は ん を 食べ る と 、 眠 く な る 
の を 、 つ ね っ て 眠く な ら な いよ うに する と か 、 コ ー ヒ ー を 飲ん で 、 眠 く な ら 
な いよ うに する と か 、 そ うい うこ と を し な い |。 

お 昼 を 食べ て 、 眠 く な っ た ら 、 時 々 は 、 ベ ッ ド に 横 に な る 。 

出かけ て 仕事 に な る と 、 な か な か 難し い 。 だ いた い 、 1 時 か ら 会 議 が ある 。 
ミー ティ ング が ある 。 私 は 、 必 ず 、 副 交感 神経 に は っ て いる 。 眠る わけ に は 
いか な い 。 

私 は 、 2 度 の ヒド イ 生 活 の 時 に は 、 睡 眠 時 間 を どう し た ら 短 く で きる か を 勉 
強し た 。 研 究 し た わけ で は な い 。 フ ラン ス の 英雄 の 3 時 間 説 を 信じ て いた 。 
バッ カ じ ゃ な いか と 思う 。 

1 度目 の ヒド イ 生 活 の 時 は 、 何 度 も 徹夜 を し た 。 睡 眠 時 間 を 減ら す 工夫 を し 
た 。 昼 ご は ん の 後に ベッ ド に 横 に な る どこ ろ で は な い 。 夜 だ っ て 、 0 時 まで 
に 模 に な っ た こと が な い 。 月 に 30 日 は 、 会 社 の 床 に 段ボール だ っ た 。 

2 度目 の ヒド イ 生 活 は 、 恒 常 的 に 、 睡 眠 時 間 が 3 時間 か 多い 時 で 4 時 間 だ っ 
坦 。 

私 が 、 睡 眠 時 間 と 、 地 球 に 平行 に な る 時 間 が 異な る こと を 理解 で きた の は 、 
2 度 の ヒド イ 生 活 を し て いた 、 か な り 後 の こと だ っ た 。 

睡眠 は 、 頭 脳 の 休息 の こと だ 。 ソ ロバ ン の 、 ご 破 算 の こと だ 。 頭脳 は 、 ご 破 
算 を し な けれ ば 、 大 事 な こ と と 消え 去っ て 欲し いこ と を 整理 で き な い だ ろ 
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睡眠 は 、 電 車 の 中 で も で きる 。 座 っ て いて も 有 眠れ る 。 

粘土 の シス テム に 組み 込ま れ て いる こと は 、 睡 眠 で は な い 。 地 球 に 平行 に な 
る こと だ 。 重力 を 解放 する こと だ 。 睡眠 と は 関係 が な い 。 

睡眠 と 関係 は な い が 、 通 常 は 、 地 球 に 平行 に な る と 、 気持 が 良い の で 、 
感 神経 に な っ て 、 容 極 の 睡眠 に も 至っ て し まう 。 

あたかも 、 寝 る こと を 眠る と 吉 っ て し まっ う 。 

今 は 、 私 は 、 眠 る こと と 寝る こと を よく わか っ て いる 。 

私 は 、 今 は 、 0 時 30 分 に ベッ ド に 横 に な る 。 ど ん な 飲み 会 が め あっ て も 、 こ の 
時 間 を 衣 さ な いよ うに し て いる 。 途 中 で トイ レ に 起き る こと は ある が 、 7 時 
30 分 くら いま で は 、 目 が 覚め な い 。 7 時 間 は 横 に な っ て いる こと に な る 。 時 
に は 、 6 時 30 分 の 時 が あっ た り 、 8 時 30 分 の 時 が あっ た りす る 。 6 時 間 か 
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7 時間 か 8 時 間 だ 。 私 が 夜 に 地球 に 平行 に な る 時 間 の こと だ 。 今 は こう だ 。 
ヒド イ 生 活 の 時 は 、 3 時間 と か 4 時間 だ っ た 。 途 中 で 、 ト イレ に 起き る よう 
な な が い 時 間 で も な い 。 

当時 は 、 私 は 、 睡 眠 時 間 だ と 思っ て いて 、 も っ と 短く で き な い か 、 勉 強し 
た 。 そ うい うつ 、 い ま か ら 考え る と 、 お か し な 本 も あっ た 。 

多分 、 私 の 粘 士 の シス テム を 正常 に 維持 する に は 、 地 球 に 横 に な る 時 間 が 、 
6 時 間 か 7 時 間 か 8 時 間 必 要 な の だ ろう 。 わ た し が 、 病 気 に な ら な か っ た 
り 、 ガ ン に な ら な いこ と か ら 逆 算 し て いる 。 

あの 2 度 の ヒド イ 生 活 を し た 私 の 時 代 に 、 こ ん な こと が わか っ て いれ ば 、 私 
は 、 も っ と 多く の グッ ド な 仕事 を 手掛け られ た の に と 思う と 、 残 念 だ 。 も ち 
ろ ん 後 悔 な ど な い が 。 


〇 眠れ な く て 困る こと が な く な っ た 

つい で に 、 有 眠り の 話し だ 。 

私 は 、 2 度 の ヒド イ 生 活 の 時 に 、 眠 れ な く て 困っ て いた か と いう と 、 そ う で 
も な い 。 

3 時間 か 4 時 間 し か 寝 な が い の だ か ら 、 眠 り と 一 緒 に な っ て いた 。 も と も と 、 

睡眠 時 間 は 、 ホ メオ スタ シス の 要求 に よる も の だ か ら 、 フ ツウ の 人 な ら ば 、 

ほっ て お いて も 、 眠 っ て し まっ うつ 。 

危な い の で 、 私 の よう に 、 0 時 30 分 に ベッ ド に 横 に な れ ば 、 睡 眠 を 伴っ て し 
まう と 、 便 利 で ある 。 安 全 で ある 。 

外 を 歩い て いる 時 に 、 有 眠く な っ て は 困る 。 

し た が っ て 、 有 眠れ な く て 困っ て いな か っ た の だ か ら 、 有 眠れ な く て 困る こと が 
な く な っ た と 吉 う つの は 、 お か し いり 。 

少な い が 、 1 年 に 何 度 か は あっ た 。 ほ と ん ど は 、 悔 し な み だ を 伴っ て いた 。 
私 は 、 挑 戦 者 だ か ら 、 私 は 、 角 られ る 。 宇 屋 に 入れ られ る こと だ っ て 、 頻繁 
に ある 。 な ぜ だ と か そう いう こと を 書い て いる と 、 紙 面 が な く な っ て し ま 

う 。 ホ ント は 、 そ っ ちの 方 が 、 波乱 万 丈 で お も し ろ い 。 

当時 は 、 挑 戦 者 な の に 人 間 が で き て いる わけ で は な い の で 、 毅 られ る こと 

を 、 甘 ん じ て 受 ける こと が で き な い 。 人 を 見 て いた ら 挑 戦 者 は で き な い 。 承 


知 し て ! る の だ が 、 ど うし て も 人 を 見 て し まう 。 

人 が 浮か ん で し まう と 、 級 っ た 人 が 目 に 浮か ん で 、 悔 し く な る 。 眠 ろう と 
思っ て も 、 交 感 神経 優位 に な っ て 、 眠 れる も の で は な い 。 

1 年 に 何 度 か は あっ た 。 

そもそも 、 3 時 間 か 4 時 間 し か 寝る 時 間 が な い に も か か わら ず 、 1 年 に 何 度 
か は 、 1 睡 も で き な い 夜 が ある の だ 。 

今 は な い 。 

辛い こと が な く な っ た の で は な い 。 挑戦 者 も や っ て いる か ら 、 あ まり 変わ ら 
な い 。 

よく 承知 し て いる だ け だ 。 

より 質素 に 暮らせ る よう に な っ て いる 。 

睡眠 は 、 副 交感 神経 の 究極 の 姿 だ か ら 、 眠 れ な いと いう こと は 、 副 交感 神経 
に 移行 し な いこ と だ 。 

昔 、 私 が 、 悔 し く て 眠れ な か っ た こと だ 。 

私 の 、 粘 土 の シ ステ ム は 、 私 が 地球 と 平行 に な る こと を 望ん で いる か ら 、 私 
が 悔し く て 眠れ な いこ と と は 、 関 係 は な い の だ が 、 交 感 神経 の まま で は 、 私 
の 粘土 の シス テム が 困る 。 

私 の 粘土 の シス テム が 、 再 生 の プロ グラ ム を 動か す 時 は 、 決 まっ て 、 副 交感 
神経 の 時 だ と 感じ て いる 。 お 昼 に 、 仕 事 で 怒鳴 り 合 っ て いる 時 に 、 再 生 プ ロ 
グラ ム を 動か し て し まっ て は 、 都 合 が 良く な い 。 

再生 プロ グラ ム は 、 か な り 長 時 間 、 身 体 が 止ま っ て いて くれ た 方 が 便利 だ 。 
そん な こと くら い 、 わ た し の ゲノム は 、 よ くわ か っ て いる 。 

眠れ な いこ と は 結果 だ が 、 眠 れ な くし て いる 、 副 交感 神経 支配 に 移行 で き な 
い 出来 事 が 、 ワ ルイ 。 

私 は 、 今 は 、 辛 いこ と が な いわ け で は な い 。 た だ 、 悔 し く て 、 喪 し く て 、 1 
睡 も で き な い と いっ た こと が な い 。 

も う 、 よ く 承 知 し て いる 。 ま ん じ り と も し な く て も 、 フ ツウ の よう に 眠っ て 
も 、 何 も 、 事 態 は 変わ ら な い 。 

私 が 健康 を 害する こと の 方 が 、 私 も だ が 、 私 の 周辺 に も 、 迷 惑 を か ける 。 
私 は 、 年 に 何 度 か あっ た 、 1 睡 も で き な い くら い の 悔 し さや 哀 し さ を 、 受 け 
止め られ る よう に な っ て いる 。 更 に 、 も っ と 辛い に こと が あれ ば 、 ま た 、 1 睡 


も で き な く な る か も し れ な い が 、 今 の と ころ 、 そ れ は な い 。 

私 は 、11 時 54 分 頃 に 、 副 交感 神経 に 移行 する の が わか る 。 私 が や っ て いる 

わけ で は な い 。 私 の ホメ オス タ シ ス が 、 そ うし て いる 。 私 の 粘土 の シス テム 
も 、 そ れ に 連動 し て いる 。 

私 は 、 0 時 30 分 に ベッ ド に 横 な っ て 、 呼 吸 数 も 少な く 、 血 圧 も 低く な っ て 、 
私 の 粘土 の シス テム が 、 再 生 プ ログ ラム を 動か し や すく し て いる 。 

「 有 眠れ な いで 困っ て いる ん だ けど 」 

こう いっ て 、 相 談 す る で も な く 、 話 し か け て くる 人 も いる 。 

アロ マ を や っ て いる と か 、 音 楽 を 聴い て いる と か 、 様 々 な こと を や っ て い 

る 。 頭脳 は 、 基 本 的 に 、 筋 肉 が 複 雑 に な っ た か ら 進 化し た も の だ か ら 、 筋 肉 
を 動か さなか っ た ら 、 脳 は 疲れ な いか ら 眠 く な ら な いと 吉 つ こと に し て い 

る 。 

眠り は 、 副 交感 神経 の 究極 の 姿 だ か ら 、 お 風呂 に 入っ て 、 一 旦 、 交 感 神経 に 
し て 、 ゆ っ くり し て いた ら 、 副 交感 神経 に な っ て 眠く な り ま す 。 山 と 谷 を つ 
くる こと が 大 事 で す と いっ た よう こと も 喜 っ た りす る 。 私 に は 必要 の な いこ 
と だ が 、 私 が 、 眠 れ な く な っ た ら 、 ど うす れ ば いい か 、 よ く 承 知 し て いる つ 
も り で ある 。 

睡眠 に 達する の は 、 身 体 の 全て の 温度 が 同じ に な ろう と する こと だ か ら 、 寝 
る 時 に 、 配 慮 し た 方 が 好ま し い 。 足 元 が スウ スウ し た の で は 、 い つま で た っ 
て も 、 足 だ けが 温度 が 高く な ら な い 。 

コツ が ある の だ が 、 私 は 、 使 っ た こと が な いり 。 

私 は 、11 時 54 分 に 交感 神経 か ら 副 交感 神経 に な っ て 、 0 時 30 分 に ベッ ド に 
模 な る と 、 知 ら な い 間 に 、 有 睡眠 に まで も 達する 。 


〇 自分 で 調理 が で きる よう に な っ た 
私 は 、 ナ イフ を 使う こと が 得意 で ある 。 だ か ら 、 リ ン ゴ の 皮 を すい すい 剥け 
る 。 色 で 剥け る 。 怖がっ た り し な い 。 私 の 手 は 、 ナ イフ の 傷 だ ら け だ 。 子 
ども の 頃 だ 。 私 は 、 子 ども の 頃 、 ナ イフ で 工作 を する こと が 趣味 だ っ た 。 何 
度 親 に 取り 上 げ ら れ た か わか ら な い 。 
それ に も か か わら ず 、 私 は 、 ご は ん を 食べ る 用 意 を 、 自 分 で し た こと が な 


い 。 私 の 母親 は 、 私 に 、 包 ] を 持た せな か っ た 。 

だ か ら 、 私 は 、 ア ジ を 3 枚 に お ろ す に は 、 ど うす れ ば よい の か 、 頭 に ある 

が 、 や っ た こと が な か っ た 。 頭 に ある と いう 意味 は 、 母 親 の 手さばき が 、 頭 

に ある 。 で も や っ た こと が な いり 。 

パー トナ ー の 手さばき も 、 少 し 違う が 、 見 慣れ て いる 。 

私 の 2 度 の ヒド イ 生 活 で は 、 明 ら か に 、 私 は 、 栄 養 失 調 な の だ 。 母親 は も う 

関 握 し て いな か っ た が 、 パ ー ト ナー だ っ て 、 口 を は さめ な い 。 私 が 、 自 分 勝 

手 な の だ 。 

玉 養 失調 に な ろう と 、 ど うな ろう と 、 私 は 、 や り 遂 げた いこ と が あっ た 。 

だ いた い 、 こ うい う 生 活 ス タイ ル は 、 ガ ン に 向かっ て いる 。 

私 が で きる こと は 、 カ ッ プ ラー メン の お 湯 を 沸か すこ と だ っ た 。 

較 今 は 、 多 分 、 ど ん な 食材 も 、 自 分 で 調理 で きる 。 自 分 で 積極 的 に 、 

今日 は 自分 が や る 」 と 吉 う 。 

も う 、15 年 くら い 、 自 分 で 調理 で きる メニ ュー が 拡大 し て いる 。 最 近 は 、 
ー ボ 豆腐 に 疑っ て いる 。 パ スタ や ピザ に も 凝っ て いる 。 け っ こう お も し ろ 

し 1。 

私 は 、 買 い 物 に も 行く 。 し か し 、 私 は 、 パ ー ト ナー と 違っ て 質素 だ 。 私 だ け 

が 知っ て いる 。 明 日 は な いか も し れ な いこ と を 覚悟 し て いる 。 挑戦 者 な の 

だ 。 お 金 の た め に 、 心 棒 を 曲げ る こと は な い 。 

質素 に 暮らし 慣れ て いな いと いけ な い 。 

私 は で きる が 、 私 と パー トナ ー は 異な る 。 

私 は 、 自 分 で 何で も で き る 。 今 は で きる よう に な っ た 。 

私 は 、 貧 し い が 、 栄 養 失 調 に な る こと は な いと いう 自信 が ある 。 

3 食 キ ッ チ リ 食 べ な いこ と は な い )。 

私 は 、 お 昼 の 12 時 頃 に な る と 、 体 内 時 計 が 騒ぐ 。 お 昼 を 食べ な いで すま せる 

こと は な い 。 ど ん な に 忙し く て も 、 お 昼 を 食べ な いこ と は な い 。 朝 は 、 ペ コ 

べ ぺ べ コ な の だ 。 コー ヒー と パン 1 枚 に マー ガリ ン で 、 時 々 、 八 ム サ ラ ダ が あっ 

た りす る 。 

夜 も 、 体 内 時 計 が ウル サイ 。 

必ず 、 食 事 を する 。 

2 度 の ヒド イ 生 活 の よう な こと は な い 。 食 べた の か どう か 、 考 えな けれ ば わ 


か ら な いよ うな 生活 だ っ た 。 

凡 養 失調 は まず い 。 

私 の 粘土 の シス テム は 、 原 料 が な か っ た ら 、 消 去 し た 大 量 の 細胞 を 再生 で き 
な い 。 特 に 、 タ ン パ ク だ 。 

私 の エネ ルギー が 足り な か っ た ら 、 私 の ミト コン ドリ ア の エサ が な く な る 。 
私 の 体温 は 、 ミ トコ ンド リア の 働き が ワル ク な っ て 、 上 が ら な く な る 。 
私 が 、 自 分 で 調理 で きる よう に な っ た こと は 、 す ご く 大 き な 出 来 事 だ っ た 。 
『 ガ ン に な っ た こと が な い 。』 に 決定 的 な 出来 事 だ っ た 。 

や っ ぱり 、 私 の こと は 私 に し か わか ら な い 。 

私 が 、 身 体 が 人 し が る も の を 、 自 分 で 調理 で きる こと は 大 きい 。 決定 的 な こ 
ど と だ 。 

私 は 、 貯 養 失調 に な る こと は な く な っ た 。 質素 な 食事 で も 、 ゲ ノム が 新しい 
細胞 の 材料 に 還っ た り 、 ミ トコ ンド リア が 、 白 色 脂 肪 細胞 と いう エサ が な い 
か ら 働 け な い と 、 ス トラ イキ を する こと も な いり 。 

私 の 2 度 の ヒド イ 生 活 は 、 何 度 も 、 ゲ ノム に も ミト コン ドリ ア に も 、 ス トラ 
イキ を され た の だ 。 お 金 に 還っ て いた わけ で は な い の に 。 


〇 海 の 近 く で 魚 を 食べ て 暮らし た 

『 ガ ン に な っ た こと が な い 』 こ と に 、 食べ物 は 、 決 定 的 だ っ た だ ろう と 思 
う 。 最 近 、 ガ ン と 食べ 物 に 関す る 本 を 読ま せ す て いた だ いた が 、 な る ほど と 
SD まつ 

私 は 、 海 の 近く で 暮らし て いた 。 も う 離 れ て すご い 年 月 が 過ぎ て 、 私 は 、 東 
京 で 暮らし て いる 。 

し か し 、 私 は 、 了 肉食 に な ら な い 。 了 肉食 と いう 意味 は 、 肉 を どう し て も 食べ た 
く な る と いう 意味 だ 。 そ うい う 意 味 で 喜 っ た ら 、 私 は 、 魚 食 で も な い 。 
私 が 、 魚 食 で ずっ と 過 し て 、 肉 を 食べ る こと に 、 嗜 好 が な いこ と は 、 グ ッ ド 
だ っ た の で は な いか と 感じ る 。 

肉 に 嗜好 が 強く な る の は 、 樹 上 の 生き 物 か ら こ こま で きた ヒト に と っ て 、 そ 
も そ も で は な いこ と だ ろう 。 タンパク は 、 ど うし て も ゲノム に と っ て 欠か せ 
な いも の だ が 、 細 胞 を 再生 する の に 、 手 に 余る ほど の タン パク は 必要 な い 。 


私 に は 、 肉 食 を 中 心 に し た の は 、 ア イス クリ ー ム が 食べ られ る よう に な っ て 
か ら の 頭脳 の 要請 と 同じ よう な 気 が す る 。 ア イス クリ ー ム は な か っ た 。 肉 が 
ふん だ ん に 食べ られ る こと も な か っ た 。 ア イス クリ ー ム な ど 思 いつ か な い 
し 、 思 いつ いて も 方 法 が な い 。 ま だ 樹 上 で 暮らし て いた ヒト の こと だ 。 
近年 に な っ て 、 ア イス クリ ー ム が 、 ふ ん だ ん に 食べ られ る よう に な っ て 、 ア 
イス クリ ー ム を 食べ な い 日 は な い 人 だ っ て いる だ ろう 。 肉 な ん か は 、 食 べ な 
い 日 が な い 人 は 少な いか も し れ な いり 。 

私 は 、 頭 脳 で は な い 。 私 は 腸管 で ある 。 腸管 が 私 な の だ 。 

私 が 命 を 保っ て いる の は 、 他 の 命 を 食し な けれ ば な ら な いと いう 、 地 球 に 生 
きる 生き 物 の 宿命 を 背負 っ て いて 、 毎 日 、 そ の 宿命 を 買い て いる か ら だ 。 
これ が 、 私 で ある 。 み みず と 私 は 、 た いし て 変わ ら な い 。 

頭 脳 は 、 私 の 腸管 を チャ ン と 守る た め に ある 。 

ホン ト は 、 そ れ 以 外 を や っ て は いけ な い 。 頭脳 が 、 進 化し た 理由 は 、 膨 大 な 
筋肉 を 操作 し て 、 腸 管 を 守る こと だ 。 

し か し 、 ホ ント に 近年 、 私 は 、 腸 管 で は な く て 、 頭 脳 で は な いか と 思え る く 
らい に 、 頭 脳 が 出っ張っ て いる 。 

美しく 見 える も の に 嗜好 が 向かう 。 腸管 の コン セプト は 、 美 し いと か 、 そ う 
いう も の は な い 。 お いし いも の に 嗜好 が 向かう 。 腸管 の コン セプト に 、 お い 
し いな ど な い 。 

お いし いと いう 意味 は 、 腸 管 が 、 キ チン と 食事 を し て 、 身 体 が 維持 で き て 、 
腸管 が 守ら れる よう に 、 で きた も の だ 。 

し か し 、 あ た か も 、 頭 脳 が 私 で ある か の よう な 錯覚 を する と 、 お いし いこ と 
が 、 目 的 で 目指 す も の で ある か の よう に 、 思 えて くる 。 錯覚 な の だ 。 お いし 
い は 、 途 中 経過 だ 。 

腸管 は 、 温 度 が 、 3 6 ・9 度 だ ろう 。 フ ツウ の 人 は 、 そ うだ 。 上 下 に 1 度 も 
動か な いり い 。 ホ メオ スタ シス が 上 トト 1 度 も 動か な いよ うに 、 操 作 を する 。 す べ 
て 、 腸 管 の た め だ 。 

アイ スク リー ム は 、 よ くわ か ら な い 。 腸管 に 、 あ ん な 冷た いも の が 入れ ば 、 
温度 が 下がる だ ろう つ 。 

は っ きり 吉 っ て 、 頭 脳 は 、 腸 管 に 反乱 し て いる 。 近 年 に な っ て か ら だ 。 ク ー 
デ タ ー だ 。 私 の 中 の リー ダー を 、 腸 管 か ら 奪 っ た 。 


バッ カ じ ゃ な いか と 思っ て し まう 。 


生き 物 の 反 が ある 。 
他 の 命 を 食 さ な けれ ば 、 命 を 保 て な い 。 そ し た ら 、 私 の 主役 は 腸管 で し か な 
い だ ろ っ つ 。 


頭 脳 が や っ て いる こと は 、 ど う も お か し い 。 

私 は 、 ア イス クリ ー ム が キラ イ で は な い 。 肉 も キラ イ で は な い 。 ガ ン と し て 
食べ な いわ け で は な い 。 し か し 、 そ れ だ け の こと だ 。 嗜好 は な い 。 私 は 、 ど 
うし て も アイ スク リー ム が 食べ た いわ け で は な い 。 私 は 、 ど うし て も 、 肉 が 
食べ た いわ け で は な い 。 

アイ スク リー ム や 和 肉 に 嗜好 が ある の は 、 人 の 頭脳 の 要請 な の だ 。 私 の 主役 で 
な い 頭 脳 の 要請 を 、 本 気 で 聞い て は いけ な い 。 

美しい 写真 は いか が で すか ? 多く の 誘い が くる 。 

私 の 、 頭 脳 の 嗜好 に 踊っ て は いけ な い 。 

私 は 、 腸 管 な の だ 。 

私 は 、 肉 は 、 ア イス クリ ー ム と 同じ よう に 、 食 べら れ な か っ た の に 、 食 べら 
れる よう に な っ た 、 お いし いも の だ と 思う 。 頭脳 の 要請 に よる も の だ 。 

人 が 、 樹 上 で 暮らし た こと を 考え る と 、 近 年 に な っ て 、 簡 単に な っ た か ら と 
いっ て 、 お いし いか ら と いっ て 、 主 で は な か っ た 食べ 物 を 、 主 に する こと 
は 、 お も し ろく は な い 気 が する 。 

人 は 、 こ れ か ら も 変わ ら な い 。 頭脳 が 、 あ た か も 人 で ある か の よう な ふる ま 
い を する 。 マ ー ケ ティ ング な る モノ は 、 頭 脳 と 協力 し て 、 腸 管 に 反乱 する 手 
法 の よう な も の だ 。 腸管 に 嗜好 は な い 。 

ビタ ミン ミネ ラル が 足り な いと か 鉄 が 足り な いと か の 話し が あっ た りす る 。 
これ は 、 嗜 好 で は な い 。 お いし いこ と と 鉄 が 足り な いこ と は 、 バ パッ ティ ング 
する 。 鉄 は お いし く な い 。 

人 だ け で は な く て 、 生 き 物 は 、 腸 管 に 反乱 する と 、 長 く は 生き られ な い 。 ビ 
タ ミ ン が 欠け れ ば 、 ゲ ノム が た くさ ん ミス を は じ め て 、 ガ ン が 多く な る 。 
これ ら の シナ リオ に ウソ は な い 。 

し か し 、 頭 脳 の 嗜好 に は 、 時 々 ウソ が ある 。 売れ な いと 困る 。 

市 場 経済 社会 だ か ら 、 そ れ は そう だ 。 売 れ な いと 困る 。 

気がつい て 、「 私 は 食物 繊維 」 と いう 人 も いる 。 頭 脳 の 嗜好 に 食物 繊維 な ど 


な い 。 

私 は 、 よ くわ か っ て いる 。 

私 は 、 昔 、 樹 上 で 暮らし た 。 食べ 物 も 、 木 の 実 や 葉っぱ だ 。 地 上 に 降り て 
も 、 せ い ぜ い 、 海 で 魚 を 獲 っ た り 貝 を 拾っ た 。 鹿 と 戦う こと な ど し な か っ 
た 。 人 は 、 ひ 弱 だ 。 山 か ら サ ル が 来 て も 、 お まわ りさ ん を 呼ば な いと いけ な 
い 。 そ ん な ひ弱 な ヒト が 、 ふ ん だ ん に 、 肉 が 食べ られ る わけ が な い 。 

頭 脳 は 、 ず っ と 白い ご は ん が 食べ られ な か っ た か ら 、 白 い ご は ん に 嗜好 が あ 
る 。 し か し 、 ひ ょ っ と し て 、 ひ え や あわ な どの 雑 晒 を 食べ な いと いけ な いこ 
と が 、 主 な の か も し れ な い 。 精 白米 は 、 肉 と 同じ な の か も し れ な い 。 白 い ご 
は ん な ど 、 近 年 だ ろう 。 

みん な 、 頭 脳 の 要請 お な の だ 。 マ ー ケ ティ ング の 有 要請 だ 。 

私 は 、 腸 管 が 私 だ と 吉 い 切れ る 。 

私 は 、 腸 管 に 不利 な こと は し な い 。 

腸管 の 温度 を 3 6 ・9 度 に 保てる よう に 協力 する 。 頭脳 の 嗜好 より も 、 腸 菅 
を 気 遣 つ 。 日 本 で は 、 腸 菅 を 気遣う こと は 、 少 な い 量 で けっ こう 萬 食 に な 


る 。 
し か し 、 私 は 、 精 白米 を 食べ る 。 雑 尊 米 を 主 に する ほど 、 こ だ わっ た 人 で は 
な し 1。 


た だ 、 私 の 考え 方 が 重要 な の だ 。 私 の 主役 は 腸管 で ある 。 頭脳 の 嗜好 や 要請 
は 限り が な い 。 土星 の 輪 の 物質 が 何で ある か な ど 、 ど う で も いい で は な いか 
と 思う 。 し か し 、 人 は 、 人 の 頭脳 は 、 行 っ て し まう 。 

そこ まで や ら な く て いい と 怒っ て も や る 。 こ れ は 、 人 の エク スタ シー だ 。 止 
め よ う が な い 。 

「 ど うし て 1 番 じゃ な いと いけ な い の で すか ? 」 

これ は 、 正 し い の で は な いか と 思う 。 

ヒト は 、 ど こ か ら か 、 お か し く な っ て いる 。 

私 は 、 腸 管 が 私 だ 。 し か し 、 私 は 頭脳 だ と 思う 人 が 、 ど ん どん 増え て いる の 
だ 。 こ ん な バカ な こと は な い 。 生き 物 な の だ 。 

『 ガ ン に な っ た こと が な い 』 

私 は 、 食 べ 物 に こだわ っ て いる か ら 、 ガ ン に な っ た こと が な いと は 吉 え な 
い 。 そ こま で 、 腸 管 の こと に 配慮 し て 生活 し て いる わけ で は な い 。 私 は 、 ア 


イス クリ ー ム だ っ て 食べ る 。 

た だ 、 私 は 、 こ こ 15 年 くら い 、 こ こ に 書い て いる よう に 、 食 べ 物 の 考え を 、 
自分 で か た め た 。 そ こ が 重 要 だ と 思っ て いる 。 

私 は 、 近 年 に な っ て 、 便 利 に な っ て 、 や っ と 嗜好 に 治っ た 食べ 物 が 食べ られ 
る よう に な っ て 、 喜 ん で は いる が 、 そ れ を 、 主 に する こと は な いと 吉 っ て い 
る だ け だ 。 

精白 米 も 肉食 も アイ スク リー ム も 、 み ん な 同じ 類 だ 。 


〇 私 は 質素 に な っ た 

私 は 、 い つか ら か 質素 に な っ た 。 質素 と いう こと ば が お か し い 。 ア フリ カ の 
紛争 地域 の 人 の 暮らし を 、 質 素 と は 吉 わ な い 。 何 か お か し い 。 

私 は 、 フ ツウ の 日 本 人 の 暮らし 向き に 較べ て 、 質 素 だ と 吉 っ て いる 。 

私 に 、 よ ろ い が な く な っ た こと が 、 質 素 に な っ た 理由 で ある 。 

昔 、 私 は 、 収 入 を 多く し て 、 も っ と よい 生活 を し た か っ た 。 今 か ら 考 える 
と 、 ヒ エラ ルキ ー の 階段 に 惑わ され て いた 。 惑わ され て いた と 吉 う と 、 ワ ル 
イ 人 が いる か の よう だ が 、 そ う で は な く て 、 私 が 、 自 分 で お か し な こと を 目 
指し て いた 。 

今 で も 、 東 京 に は 立派 な ホテ ル が た くさ ん あっ て 、 豪 勢 な 食事 が 提供 され て 
いる の を 知っ て いる 。 私 は 、 ゼ ッ タ イ に 行か な いな ど と 、 吉 うつ も り は な 
い 。 

頭脳 の 要請 は すご く て 、 も っ と も っ と に 向かう 。 

それ は 、 私 の よろ いと 重なっ て いる 。 

「 や っ と ここ まで きた ,」 

ふさ わし く と 思っ て し まう こと が 、 よ ろ い の 概念 だ 。 世界 1 に な る か も し れ 
な い 経 済 大 国 に ふさ わし く と 思っ て し まっ た こと が 、 転 落 の は じ ま り だ っ 
た 。 も う 2 転落 し て いる 。 

よろ い が 無 意味 な も の で 、 人 に と っ て 醒 悪 だ と わか る と 、 自 分 な り の 暮らし 
方 が で きる よう に な る 。 

私 は 、 よ ろ い を 脱い で 、 質 素 に な っ た 。 比較 し て 質素 だ と 吉 っ て いる 。 私 の 
中 で は 、 豊 か な の だ 。 何 も 困ら な い 。 毎日 ビー フス テー キ が 食べ た いと は 思 


わな い 。 

食べ 物 は 腸管 の 要請 に よる も の だ が 、 食 べ 物 に も よろ い が あ る こと が わか る 
と 、 不 思 議 だ し 、 お か し く な る 。 

私 は 、 幼 い 時 か ら 、 ふ ぐ を けっ こう 食べ て いる 。 東 京 で 暮らす と 、 フ グ 料 理 
を 食べ る こと は 、 よ ろ い が 俺 っ て いる 。 高級 食 材 で ある 。 

私 は 、 サ ンマ と 変わ ら な いり 概念 が 、 フ グ に ある 。 フ グ 料 理 が 食べ られ る 人 々 
と いう よろ い が あ る こと に も 、 気 が つい た 。 食べ 物 は 、 み ん な 、 よ ろ い と 繋 
が っ て いる の だ 。 

着る も の も 、 同 じ で ある 。 

わた し に ふさ わし い は 、 わ た し の よろ い に ふ さわ し い に な っ て いる 。 

私 は 、 よ ろ い が な い 。 だ か ら 、 た と え 総 理大 臣 が ソバ に いて も 、「 今 日 は 雨 
が 降る ん で し ょ うか 」 と 聞く だ ろう 。 渋谷 に 向かう 山 ノ 手 線 の 電車 で 、 バ 

ギー に 乗せ られ て 私 を 見 て いる あか ちゃ ん に 、「 どこ に 行く ん だ ? 渋谷 ? 」 
と 、 顔 で 話し か けら れる 。 

よろ い が な いと 、 こ うな る 。 

私 の 2 度 の ヒド イ 生 活 を 考え る と 、 も っ と 質素 だ っ た の か も し れ な い 。 私 

は 、 上 昇 志向 が あっ た の に 、 何 度 も 、 食 事 を し な いこ と が あっ た 。 栄 養 失調 
だ っ た 。 今時 の 栄養 失調 で ある 。 も し 、 仕 事 で 目指 すこ と が な か っ た な ら 

ば 、 私 は 、 キ チン と 、 ふ さわ し い 食 事 を し て いた だ ろう 。 そ れ は それ で 、 肥 
満 に な っ た り し て いた か も し れ な い 。 1 度目 の ヒド イ 生 活 の 時 は 、 よ ろ い の 
概念 を 理解 し て いな か っ た 。 

質素 に 暮らす 意識 が な か っ た 。 

今 は 、 私 は 、 質 素 に 暮らす 意識 が 高い 。 

私 は 、 ガ ン に な り た く な く て 質素 に 暮らし て いる の で は な い 。『 ガ ン に な っ 
た こと が な い 。』 に 、 印 象 的 な こと を 並べ て いる の だ 。 養 失調 は ダメ だ が 、 
フツ ウ に 暮らす こと が 好ま し い 。 日 本 に お ける フツ ウ は 、 質 素 と いう 意味 

s 

私 が 質素 に 暮らし て いる の は 、 私 が 挑戦 者 だ か ら だ 。 私 は 、「 何 と か し て 欲 
し いん で す が 」、 そ うい う 有 要請 を 受け る こと を 仕事 に し て いる 。 

会 社 に 勤め て いた 時 か ら 、 自 ら そ うい うつ 姿勢 だ っ た 。 

「 自 分 の 身 を 切っ て も この 会 社 を 守っ た けり 立派 に する 」 


歌舞 伎 の シナ リオ の よう な 、 今 時 お か し な セリ フ な の だ が 、 挑戦 者 と は 、 そ 
うい う も の だ 。 説 明 は で きる 。 愛 が 溢れ て いる の だ 。 愛 は 、 人 が 動く 押し ボ 
タン だ か ら 、 大 き な 動 き を 、 説 明 で き な い こと も ある 。 損得 で は な い 。 
高杉 晋作 や 坂本 龍馬 を 見 れ ば わか りや すい 。 

必ず 、 改 革 を 伴う の で 、 不 利 に な る 人 々 か ら 狙 われ る 。 例外 な く 毅 られ る 。 
私 は 、 ず っ と 、 挑戦 者 を 目指 し て きた し 、 や っ て きた 。 自分 が 挑戦 者 で ある 
こと を 裏切っ た こと は な し !。 

員 得 で 動か な い の で 、 質 素 に 暮らし て お か な いと 、 自 分 の 頭脳 に 脅 さ れ て し 
まう 。 

私 が 、 質 素 に 暮らし て いる 理由 は と も か く 、 私 が 、 質 素 に 暮らし て いる こと 
は 、『 ガ ン に な っ た こと が な い 。』 に 、 無 関係 で は な い 。 私 の 健康 に グッ ド だ 
と 感じ て いる 。 

当然 の こと な の だ が 、 私 は 、 肥 満 に な っ た こと が な い 。 今 まで な い が 、 こ れ 
か ら の こと は 、 自 分 に も わか ら な い 。 自信 が あっ て も 、 先 の こと は 、 無 意味 
の よう な 気 が す る 。 


〇 1 年 3 6 0 日 は シャ ワー を 浴び る 

思い つい た と ころ か ら 、 書 き 並 べ て いる 。 

私 の 健康 感 は 、 昨 日 の 私 と 同じ 私 で ある こと が 健康 だ と いう も の だ 。 そ れ を 
月 す の は 、 免 疫 が 弱っ た か 、 栄 養 が 得 ら れ な か っ た か 、 休 息 が で き な か っ た 
か 、 微 生物 の 侵入 を 許し た か に な る 。 

この 4 つの こと が 守ら れ て いれ ば 、 私 は 、 健 康 を 維持 で きる と 思っ て いる 。 
私 の 健康 感 だ 。 

粘土 の シス テム は 、 そ の 具体 的 な も の だ 。 

私 に は 、 シ ャ ワー の 習慣 が な か っ た 。 入浴 する こと が お 風呂 だ と 思っ て い 

だ 。 

シャ ワー の 習慣 に な っ た の は 、 2 度目 の ヒド イ 生 活 の 時 だ 。 あ まり の 自分 の 
臭 さ や 、 気 持ち 悪さ き に 耐え きれ な く て 、 シ ャ ワー で も いい か ら と 思っ て 、 は 
じ め た 。 私 は 、 す ご い 診 こり さん で あっ た の で 、 人 入浴 し た か っ た 。 し か し 、 
自分 の 臭 さ を 、 ど うに も な ら な か っ た 。 


どこ で どう つ なっ た か 、 自 分 に も よく わか ら な い 。 シ ャ ワー は 、 人 浴 す る こと 
に 較べ れ ば 、 簡 単 で 時 間 も 短く て 済む 。 毎 日 で も 、 5 分 あれ ば 、 シ ャ ワー が 
で きる 。 

私 は 、 も う 、20 年 くら い 、 家 の お 風呂 に 入っ た こと が な い 。 時 々 スー パー 銭 
湯 に 行っ た り 、 温 泉 に 行っ た りす る 。 

すご い 殴 沢 だ と 思っ て 感心 する し 、 日 本 は あり が た いと 思っ て し まう 。 

し か し 、 私 は 、 毎 日 スー パー 銭湯 や 温泉 に 行っ て いた ら 、 ガ ン に な り に くい 
と 吉 つ うつ つもり は な い 。 自 分 に 実感 は な い 。 

私 は 、20 年 くら い 、 シ ャ ワー で 過 し て いる 。 3 6 5 日 で 、 5 日 くら い は 、 
諸々 の 用 事 で 、 シ ャ ワー が で き な い こと が ある が 、 そ ん な も ん だ 。 

私 は 、 私 に くっ つい て き て いる 、 細 菌 や ウイ ルス を 、 シ ャ ワー する こと で 、 
洗い 流し て いる と 思っ て いる 。 私 に お ける シャ ワー は 、 細 菌 や ウイ ルス を 稀 
体 に 入れ な いた め に 、 毎 日 欠か さ な く や っ て いる 出来 事 だ 。 

私 が 、 毎 日 シャ ワー を 欠か さ な い の は 、 理 由 は 細菌 や ウイ ルス だ が 、 今 は 、 
晩 ご は ん 後に シャ ワー を し な いと 、 沙 ち 着 か な い 。 

一 般 的 に は 、 入 浴 は 、 健 康 の た め に は 、 好 まし い だ ろ うと 思う つ 。 

以前 に 、 温 泉 地 の 人 は 、 長 生き で は な いか と 思っ て 、 調 べた こと が ある 。 統 
計 が どう と か 、 そ うい う も の で は な く て 、 晶 津 の 街 の 人 が 長生 きか どう つか 詩 
べた 。 湯布院 の 人 は 長生 きだ っ た が 、 別 府 の 人 は 、 そ う で も な か っ た 。 別 府 
は 、 街 が 大 き 過ぎ る 。 温 泉 に 毎日 入ら な い 人 の 方 が 多い だ ろう 。 毎 日 、 仕 事 
が 終わ っ て 、 町 営 の タダ の 温泉 が ある くら い の 小 さ な 町 で な いと 成立 し な い 
こる ろう 。 

私 の 感覚 で は 、 温 泉 地 の 街 の 人 は 、 間 違い な く 、 長 生き で ある 。 海外 で も 、 
私 の 調べ 方 が ダメ だ ろう が 、 温 泉 地 の 人 は 長生 きだ っ た 。 

入浴 は 、 自 律 神経 を 、 強 制 的 に 交感 神経 支配 に する も の だ と 理解 し て いる 。 
自分 の 体温 3 6 ・9 度 より も 温度 の 高い 所 に 入る の だ 。 地 獄 の よう な も の 
だ 。 

全身 が 同じ 温度 に な っ た ら 、 交 感 神経 支配 で あっ て も 、 副 交感 神経 支配 に な 
る 。 身 体 は そつ な っ て いる 。 

入浴 する と いう 意味 は 、 全 身 を 、 同 じ 温 度 に する と いう 意味 で も ある 。 全身 
が 同じ 温度 に な れ ば 、 睡 眠 に 至る 。 


温泉 で 入浴 の 後 で 、 眠 く な っ て し まう の は 、 当 然 だ ろう 。 

つま り 、40 度 くら い の 温 泉 に 入浴 すれ ば 、 ム リヤ リ に 、 交 感 神経 を 副交感 神 
経 に する 。 そ の まま 、 少 し 横 に な れる の だ っ た ら 、 最 高 だ 。 粘 土 の シ ステ ム 
に と っ て 、 最 高 に 良い 。 

入浴 は 。 こ の よう に 、 健 康 に プラ ス を も た ら す と 思っ て いる が 、 私 は 、 健 康 
に プラ ス を も た ら す こと も 必要 は な いと 感じ て いる の で 、 毎 日 スー パー 銭湯 
に 行っ た り 、 温 泉 に 度々 出かけ る こと も な い 。 

私 は 、 3 6 0 日 くら い 、 欠 か さ ず 、 シ ャ ワー を し て いる 。 


〇 風邪 を ひか な く な っ た 

風邪 は 万 病 の 元 で ある 。 間 違い な い 。 

私 は 、 2 度 の ヒド イ 生 活 を し て いる 時 代 は 、 常 に 風邪 ひき さん だ っ た 。 風邪 
が 流行 る と 、 い つも 覚悟 し た 。 す ぐに 移っ て し まう ん だ 。 

『 風 邪 を ひい た こと が な い 。』 を 読ん で いた だ きた い !。 

私 は 、 風 邪 ひ き さ ん だ っ た の に 、『 風 邪 を ひい た こと な い 。』 を 書か せ て いた 
だ いた 。 

ここ 15 年 と か 20 年 の こと だ 。 そ れ 以 前 は 、 私 は 、 風 邪 ひ き さ ん だ っ た 。 そ 
れ も 、 熱 を 伴っ て 、 身 体 が だ る か っ た 。 1 番 困 る の は 、 頭 脳 が 停止 する こと 
類 5 夫 。 

私 の よう な 仕事 を し て いる と 、 考 え が 進 展 し な か っ た ら 、 仕 事 に な ら な い 。 
良い アウ ト プ ッ ト も 出せ な い 。 

風邪 を ひく と 、 頭 が 停止 する だ け な ら まだ よい が 、 多 分 、 粘 土 の シ ステ ム に 
マイ ナス の 影響 を 与え る 。 

特に 、 重 力 や 紫外 線 や 酸素 や 放射 能 な ど に よっ て 、 壊 され る か 、 細 菌 や ウイ 
ルス が 侵入 し て 使い も の に な ら な く な っ た か 、 粘 土 の シ ステ ム の 再生 ミス で 
間違え て で き て し まっ た 、 私 の 細胞 を 、 消 去 し て 再生 する 時 が 問題 だ 。 
当然 な が ら 、 風 邪 ウ イル ス に 侵入 され て 、 そ の 細胞 を 、 消 去 する 戦い を 、 免 
疫 は し て いる の だ が 、 免 疫 は 、 他 に も 、 今 日 は 、 夏 の 海 で 、 紫 外線 に 叩か れ 
た か も し れ な い 。 

し か し 、 私 の 免疫 は 、 風 邪 ウ イル ス と 戦う こと に 集中 し な いと 、 間 に 合わ な 


い 場 合 も ある 。 

風邪 は 、 万 病 の 元 な の だ 。 私 の 紫外 線 に 壊さ れ た 細胞 を 、 消 さ な い で 、 積 み 
残す か も し れ な い 。 再 生 の 際 に 、 コ ピー ミス し て し まっ た 細胞 を 、 積 み 残 す 
か も し れ な い 。 

し ば らく 風邪 ウイ ルス と の 戦い に 忙し けれ ば 、 私 の 消去 し な いと いけ な い 細 
胞 は 、 ほ っ て お か れる 。 

し ば らく ほっ て お か れ た ら 、 私 の ダメ 細胞 は 、 ガ ン 細 胞 に な っ て し まう か も 
し れ な い 。 

ガン に な る 確率 が 、 最 も 高い だ ろう と 、 推 測 する 。 

風邪 が 長 引 け ば 、 ガ ン に な る 確率 は 高く な る だ ろう 。 当然 で ある 。 

私 は 、『 風 邪 を ひい た こと が な い 』 か ら 、『 ガ ン に な っ た こと が な い 。』 の だ 
る うど 思う つ 。 

私 は 、 ど うし て 風邪 を ひか な く な っ た の か 、 自 分 で よく わか っ て いな い 。 だ 
か ら 『 風 邪 を ひい た こと が な い 。』 を 書か せ て いた だ いた 。 も ちろ ん 、『 風 邪 
を ひい た こと が な い 。』 を 書い た か ら 、 私 は 、 今 後 も 風邪 を ひか な いな ど と 、 

思い 上 が っ て いる わけ で は な い 。 

私 は 、 私 の 粘土 の シス テム の 素晴らし さ に 、 感 謝 し て いる 。 あ の 2 度 の 、 ヒ 
ドイ 生活 の 時 で さえ 、 私 を ガン と いう 病気 に 、 引 き 渡し た り し な か っ た 。 フ 
ツウ だ っ た ら 、 風 邪 を こじ ら せ て 肺炎 に な っ て ガン で ある 。 タバ コ も まだ 

や っ て いた の だ か ら 。 

も の すご く 反 省 し て いる 。 も う ム チャ は し な い 。 ム チャ を し な く て も 、 私 

は 、 少 し は 上 達し た 。 修業 し た 。30 分 の 集中 で 、 か な り の こと が で きる よう 
に な っ た 。 

私 の 素晴らし い 粘 土 の シ ステ ム が 、 ど うし て 出来 上 が っ た か が 、 そ こ が 、 よ 
くわ か ら な い 。 

『 私 の 粘土 の シス テム 』 が 書け る と いしい! の だ が 、 何 な の か 、 わ か ら な い 。 主 
役 は 、 ゲ ノム と 免疫 で ある 。 そ れ は わか っ て いる 。 

私 が 風邪 を ひか な い の も 、 こ の 粘土 の シス テム が 、 風 邪 ウ イル ス に 侵入 され 
た 細胞 を 、 確 実に 、 今 日 中 に 、 消 去 し て 、 再 生 し て いる か ら だ 。 

「 忙 し ! い から 明日 に し た ,」 

ダメ な モノ を 積み 残し た ら 危 な い 。 


きっ と 、 私 の 粘土 の シス テム は 、 生 真面目 で 働き 者 な の だ 。 私 は 、 す ご く 協 
力 し て ! る と いう 自信 が ある 。 

私 は 、 0 時 30 分 に は 寝る 。 1 年 に 、 0 時 30 分 に 寝 ら れ な い 日 な ど 少 な い 。 
粘土 の シス テム は 、 時 間 が 足り な か っ た か ら 、 半 分 し か や っ て な いと は 、 
わな い 。 


隊 


〇 上 直 が こら な く な っ た 

私 は 、 診 こり が あっ た けり 、 腰 が 痛かっ た り は 、 ガ ン に 向かっ て いる サイ ン の 
よう に 、 思 える 。 ゼ ッ タ イ で は な いし 、 自 分 が そう だ っ た か ら 、 感 じ て い る 
だ け だ 。 私 は 、 腰 が 痛かっ た こと は 少な い の だ が 、 肩 が こっ て どう に も な ら 
な く な る 人 だ っ た 。 2 度 の ヒド イ 生 活 の 時 な ど は 、 ガ マン が で き な い くら い 
に 辛かっ た 。 ホ ント に 、 辛 く て 、 な み だ が 出 て くる 。 

私 は 、 こ こ 15 年 と か 20 年 、 計 が こっ た こと が な い 。『 肩 が こっ た こと が な 

い 』 を 書か せ て いた だ いた 。 

気がつい た ら 、 肩 が こら な く な っ て いた 。 こ り は 、 典 型 的 な 生活 習慣 で あ 
る こと が わか る 。 私 の よう に 、 貧 し い が 3 食 必ず 食べ て 、 問 食 は し な く て 、 

夕食 の 後に 必ず シャ ワー を し て 、 0 時 30 分 に は 必ず ず ベ ッ ド に 入る 生活 を 15 

年 も 20 年 も 続け れ ば 、 誠 こり で 辛く て な みだし て いた けり し て も 、 い つの 間 に 
か 、 診 こり は な く な る 。 私 は 、 多 分 、 こ うな っ た 。 

私 は 、 や り た いこ と が ある 。 私 の コン セプト が ある 。 私 は 、 ク リエ イ テ ィ プ ブ 
と 挑戦 が 大 事 だ 。 

それ な の に 、 私 は 、 ク リエ イ テ ィ ブ で は な い 時 間 が 多く て 、 ガ ッ カ リ し た も 
の だ 。 も う 減 退 し て いく の だ と 、 諦 めか けた こと も あっ た 。 

し か し 、 今 は 、 ゼ ン ゼ ン 違 う 。 私 が クリ エイ ティ ブ を 保つ に は 、 健 康 が 1 番 
な の だ 。 

2 度 の ヒド イ 生 活 の 時 代 は 、 や り た いこ と を 成し遂げ る に は 、 時 間 を つく る 
こと だ っ た 。 時間 が 足り な い 。 寝 る 時 間 を 縮め た 。 バ ッ カ じゃ な いか と 、 今 
は 思う つ 。 

30 分 の 、 集 中 で きる 時 間 の あり が た さ を 知 ら な か っ た 。 

今 は 、 よく わか る 。 ご は ん を 食べ て 副交感 神経 に は っ て いた ら 、 グ ッ ド アイ 


デア が 関 か な いこ と を 、 よ くわ か っ て いる 。 

こん な 単純 な こと が 、 よ くわ か ら な か っ た 。 

だ か ら 、 私 は 、 延 々 と ムリ な 時 間 を 、 集 中 も で き な い の に 、 集 中 する フリ を 
し て 、 自 分 を 苦し め る こと な ど な い 。 今 は な い |。 

今 関 い て いな いけ れ ど 、30 分 後に は 、 必 ず 関 く 。 

そん な こと が で き な か っ た 。 だ か ら 、 延 々 と 続け て 眉 が こる 。 

肩こり と 同じ よう に 、 腰 が 痛い 人 の 数 が 多い 。 私 は 、 ど うい うわ け だ か 、 腰 
痛 の 経験 が な いか ら 、『 腰 が 痛く な っ た こと が な い 。』 を 書き た い の だ が 、 覧 
踏 し て いる 。 

腰痛 も 、 い ろ い ろ あ る 。 脊柱 を 痛め て の 腰痛 な ど は 、 生 活 習 慣 の こと で は な 
い の で 、 私 が 、 腰 が 痛く な っ た こと な いと 吉 っ て いる 範 暗 外 の こと だ 。 
世の中 の 、 腰 が 痛い 人 は 、 ほ と ん ど が 、 腰 の まわ り の 筋肉 疲労 に よる も の 
だ 。 あ る 意味 で は 、 診 こり と 似 て いる 。 

多分 、 私 が 、 肩 こり に 辛く て な みだし た 人 で あり な が ら 、 い つの 間 に か 、 診 
が こつ た こと が な い に な っ で し まう よう な こと だ 。 

朋 が 痛く て うつ な っ て いた の に 、 い つの 間 に か 、 腰 が 痛く な っ た こと が な い に 
な る 。 私 に は 、 経 験 が な い 。 し か し 、 生 活 習 慣 だ 。 貧 し い が 3 食 キ チン と 食 
べ て 、 間 食 も せ ず 、 ア ルコ ー ル も 少し に し て 、 タ バ コ も せ ず 、 夕 食 が 終わ っ 
た ら 必 ず シ ャ ワー を し て 、 0 時 30 分 に は ベッ ド に 入る よう な 生活 を 15 年 続 
けれ ば 、 仮 に 、 辛 い 腰痛 が あっ た と し て も 、 腰 が 痛く な っ た こと が な い に な 
る だ ろう と 思う 。 私 に は 、 自 信 が ある の だ が 、 経 験 が な い 。 ホ ント に 、 腰 痛 
に な っ た こと が な い の だ 。 

あの 2 度 の ヒド イ 生 活 の 時 で すら 、 私 は 、 腰 が 痛く な っ た こと が な か っ た 。 
衣 こ りや 腰痛 は 、 病 気 へ 向かっ て いる サイ ン だ 。 病気 は ガン に 帰結 する 。 最 
後 は 、 粘 土 の シ ステ ム が 破たん を する 。 


〇 身体 は 温か く な っ た 

1 度目 の ヒド イ 生 活 を し て いる 時 に 、 い つも 感じ て いた 。 身 体 が 冷た い 。 床 
に 段ボール で 眠っ て いた の で 、 冬 な ど は 、 身 体 が 冷た い 。 あ た けり ま えな の 
だ 。 近 く の 銭 湯 に 行っ た り し た 。 銭湯 に 行っ て 帰る と 、 眠 っ て し まっ て 、 後 


悔し た こと も あっ た 。 み ん な 、 今 は 、 よ く 説 明 で きる 。 当時 は 、 私 は 、 自 分 
の 行動 を 、 よ く 説 明 で き な か っ た 。 

身体 が 冷た く な っ て いた か ら 、 身 体 が どう な っ て いた の か 、 当 時 は わか ら な 
か っ た 。 だ っ た ら ど うす れ ば いい の か も わか ら な か っ た 。 

少し くら い 何 か あっ て も 仕方 が な いと 、 覚 悟 し て いた の だ 。 も し 、 ガ ン に 
な っ て いた ら 、 悔 し く て な み だ が 止ま ら な か っ た だ ろう と 思う 。 

私 は 、 今 は 、「 あな た が 幸せ だ っ た ら 私 が 幸せ だ 」 と いう 態度 だ 。 ま る で 、 
青春 ラブ プス トー リー に 出 て くる こと ば だ 。 斉 解 さ れる か ら 、 こ と ば で 吉 う 場 
合 だ っ て ある 。 

恥ず か し か っ た が 、 次 第 に 、 恥 ず か し く な く な っ た 。 事実 だ か ら で も ある 。 
報酬 が 多い か ら 必 死に や る こと な ど な い 。 た また ま 、 愛 し た ら 、 や る 。 貧 し 
く て も いい か ら 、 3 食 食べ る 報酬 さえ あれ ば よい 。 そ れ 以 上 は いら な い 。 
多い と 、 断 れ な く な る 。 

私 は 、 挑 戦 者 だ 。 ダ メ な も の は ダメ と 吉 う 。 

し か し 、 1 度目 の ヒド イ 生 活 の 時 は 、 わ た し に は 、 よ ろ い が あっ た 。 私 は 、 
実績 も 欲し か っ た に 違い な い 。 違 いな いと いつ うつ お か し な 表現 に な っ て いる 。 
そう な の だ 。 私 は 、 挑 戦 者 だ が よろ い が あ っ た 。 ま だ 、 挑戦 者 と し て は 、 未 
発達 な は 人 だ っ た 。 

だ か ら 、「 あ な た が 幸せ だ っ た ら 私 が 幸せ だ 」 と いう 姿勢 な の だ が 、 理 不 尽 
さ に 、 悔 し な み だ で 、 眠 られ な く な っ た りす る 。 

今 は な いこ と が 、 当 時 は あっ た 。 

私 は 、 曖 昧 な まま 、 病 気 に な っ て し まう 覚悟 が あっ た 。 挑戦 者 だ か ら 得 が な 
いか ら 、 利 が 少な いか ら 気 が 乗ら な いな ど と いう こと は な か っ た 。 

だ か ら 、 身 体 が 冷た いこ と は 知っ て いた の だ が 、 何 も し な か っ た 。 

今 は 、 私 は 、 身 体 が 温か い 。 感覚 だ け だ が 、 圧 倒 的 に 、 今 は 身体 が 温か い 。 
ここ 15 年 くら い 、 私 は 、 冬 で も 、 コ ー ト を 着 た こと が な い 。 コー ト を 持っ て 
いな いわ け で は な い 。 今年 の 最初 に 、 雪 の 日 に 、 韓 国 の ソウ ル に 出かけ た 。 
観光 で は な い 。 マ イナ ス 10 度 だ か ら 、 そ の つも り で 来 て くれ だ っ た 。 

私 は 、 私 の 世話 を し て くれ る 人 に 申 訳 な く な る か ら 、 コ ー ト を 引っ 張り 出し 
た 。 グ チャ グチ ャ だ っ た 、 真 っ 直ぐ に する の に 苦労 し た 。 

私 は 、 申 訳 な いか ら と 吉 っ て 、 よ ろ い を 着 た 。 私 の た めで は な い 。 そう いう 


よろ いま で 脱い で し まう 必要 は な い 。 ソ ウル で 、 私 の 世話 を する 人 が 、 マ イ 
ナス 10 度 の 中 で 、 私 が 薄い 背中 の な い 背 広 だ け で 歩き 回 っ た ら 、 困 る だ ろう 
と 思っ た 。 

私 は 、 背 広 の 背中 に 生地 が ある も の を 持っ て いな い 。 

「 こ れ で いい の で すか ? 」 

背広 屋 さ ん が お か し な こと を 吉 っ た の だ が 、 そ うい うこ と だ っ た 。 確か に マ 
イナ ス 10 度 だ っ た が 、 車 で 移動 し て 、 ほ と ん ど コ ー ト を 着 な か っ た 。 

私 は 、 身 体 が 温か い 。15 年 くら い コ ー ト を 着 た こと が な い 。 

多分 、 私 は 、 ミ トコ ンド リア に 感謝 し な いと いけ な い 。 私 に は 、 多 分 、 褐 色 
脂肪 細胞 が 残っ て いる 。 

褐色 脂肪 細胞 は 、 ミ トコ ンド リア が 集中 し て 、 数 多く 棲ん で いる 細胞 が 集 

まっ て いる も の だ 。 褐色 に 見 える 。 

人 で は 、 生 まれ 出 て 、 お 母さん の 3 6 ・9 度 の 羊水 か ら 、 い き な り 20C く ら 
い の 温 度 の 所 に 生み 出さ れ て 、 何 も で きず 、 た だ じっと する し か な い 状 況 の 
中 で 、 体 温 が 、 環 境 温度 に 近づか な いよ うに 、 自 ら の ミト コン ドリ ア が ガン 
作っ て 酸素 を 吸っ て エネ ルギー を 出す 。 湯 た ん ば ぼ ば な の だ 。 あ か ちゃ ん は 、 こ 
の 湯たんぽ ば が な か っ た ら 、 生 まれ 出 て すぐ の 寒さ に 耐え られ な い 。 

フツ ウ は 、 大 人 に な っ た ら 、 褐 色 脂肪 細胞 は 消え る 。 必 要 は な い 。 動け ば ミ 
トコ ンド リア は 働く か ら 熱 が 出る 。 

時 々 、 大 人 に な っ て も 、 褐色 脂肪 細胞 を 残す 人 が いる 。 私 は 、 多 分 、 そ ん な 
マレ な 人 に 違い な い 。 ミ トコ ンド リア に 聞 か な いと わか ら な いり 。 

私 と 共生 し て いる ミト コン ドリ ア は 、 私 の 細胞 の 中 に 、 1 匹 か ら 万 の 単位 の 
数 だ けい る 。 私 の 細胞 は 60 兆 個 だ か ら 、 ミ トコ ンド リア の 数 は 、 天 文学 的 数 


に な る 。 
ミト コン ドリ ア が 、 温 度 変化 に 弱い か ら 、 私 の 頭脳 は 、 ホ メオ スタ シス を 形 
成 し て いる 。 


私 に 褐色 脂肪 細胞 が 残っ て いる の か どう か わか ら な い 。 

し か し 、 私 は 、 褐色 脂肪 細胞 の 残し 方 な ど は 、 書 け な い 。 意図 し て 残せ る と 
も 思え な い 。 

ミト コン ドリ ア は 、 母 親 か らし か 来 な い 。 私 は 、 こ れ を 知っ て 、 母 親 を 観察 
し た 。 ア ルコ ー ル に 肝 い 。 温泉 に は 気分 が ワル ク な る か ら 入 れ な い 。 褐色 脂 


肪 細胞 が 残っ て いた ら 、 温 泉 や 入浴 は 苦手 だ 。 私 も 、 ス ー パ ー 銭 湯 に 行っ て 
も 、 な が く 浸 か っ て いら れ な い 。 お 金 を 損し た 感覚 に な る 。 

や は り 、 私 に は 、 褐色 脂肪 細胞 が 残っ て いる 。 

スー パー 銭湯 に 行っ て 、 お 金 を 損し た 気分 に は な る の だ が 、 私 は 、 ス ー パ ー 
銭湯 に 行く 。 そ れ で も 、 一 時 的 で あっ て も 、 全 身 を 、 高 温 で 同じ 温度 に する 
こと は 、 私 の 身体 に 、 安 寺 感 を 与え る 。 


〇 健康 診断 で バツ が な く な っ た 

2 度目 の ヒド イ 生 活 の 時 に 、 私 は 、 健 康 診断 で 、10 項 目 の バ ツ が あっ た 。 健 
康 診 断 な ど し た く は な か っ た 。 どう いう 結 果 に な る か わか っ て いた 。 体重 が 
5 キロ も 少な く な っ て いた の だ が 、 ヨ ロロ ヨロ し て いる 感じ で は な い 。 身 体 が 
健康 で は な いこ と は 承知 し て いる が 、 こ こ で ギブ プア ッ プ する わけ に は いか な 
か っ た 。 気 力 が 勝っ て いた 。 

今 は 、 私 は 、 健 康 診断 で バツ が な い 。 

し た が っ て 、 私 は 、 い まだ に 、 再 検査 な る も の を し た こと が な い 。 自信 が 
あっ て 喜 っ て いる の で は な い 。 どこ か で 、 健 康 診断 に バツ が つく の だ 。 永 遠 
な ど な い 。 

あの 2 度 の ヒド イ 生 活 の 時 代 の 方 が 、 身 体 に 勢い が あっ た 。 槍ヶ岳 に 、 一 気 
に 登っ た 。 身体 は 不健康 で も 、 身 体 に 勢 ! が あっ た 。 お か し な 時 代 だ っ た の 
だ 。 多 分 、 ア ン バ ラ ンス の 限界 ギリ ギリ だ っ た の だ ろう 。 喫水 が ギリ ギリ 
だ っ た 。 

今 は 、 槍 ヶ 岳 に 一 気 に 登る 自信 は な い 。 身体 の 勢い に 自信 は な い が 、 健 康 診 
断 で バツ が な い 。 

そう か と いっ て 、 私 は 、 健 康 の た め に 、 何 か を や っ て いる と いっ た 気分 が な 
い 。 何 も や っ て いな いか ら だ 。 

毎日 シャ ワー を 欠か さ な い が 、 健 康 の た め に や っ て いる わけ で は な い 。 今 
は 、 そ うし な いと 気分 が ワル イ 。 習慣 な の だ 。 

私 が 、 自 律 神経 や 粘 士 の シス テム に 詳し く な っ た こと は 、 健康 診 断 で バツ を 
も ら わ な く な っ た こと に は 、 大 い に プ ラス に な っ た 。 自 分 で 、 だ いた いわ か 
る 。 


「 多分 、 今 年 の 健康 診断 で も 、 何 も バツ は な い 」 

私 は 、 3 度 も 、 電 車 の 中 で 、 倒 れ た こと が ある 。 一 瞬 だ が 、 気 を 失っ た 。 

「 病 院 に 行っ た 方 が いい で す よ ? 」 

お ば あさ ん に 席 を 譲ら れ て 、 気 弱 に お 礼 を 何 度 も 吉 っ た 。 ホ ント に 自信 を 失 
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3 度 と も 、 同 じ 状 況 で ある 。 冬場 の 飲み 会 で 少し 多め に ビー ル を 飲ん で 帰る 
電車 の 中 だ 。 

私 の 腸管 が 反乱 し た 。 反 乱 し た と は お か し な こと ば だ 。 私 の 主体 は 腸管 な の 
で 、 腸 管 が 、 私 に 注意 を 促し た 。 

お つ 央 区 天 大 ろう 

甘い 考え で 、 ス キ な ビー ル を 飲ん で 、 い い 気 に な つっ て いる と 、 ま た 倒れ る 。 
血圧 が 低く な っ て 、 ミ トコ ンド リア が 、 酸 素 が 来 な いと 、 怒 っ て いる の だ 。 
私 は 、 横 に な れ と 吉 わ れ て いる の だ が 、 電 車 で は 構 に な ら な いか ら ガ マン を 
し て いる と 、 怒 っ て 、 私 を 倒し て し まう 。 

私 は 、 よ く 承 知 し て いる 。 

私 は 、 真 夏 の 暑い 日 の 飲み 会 で は 、 ビ ー ル を 飲む が 、 冬 場 で は 、 今 は 、 ホ ッ 
トウ ー ロ ン ハ イ に する 。 腸管 は 、 冷 た く な る の を 嫌う 。 

私 は 、 だ か ら 、 こ れ か ら は 電車 で 倒れ る こと が な い だ ろ うと 思う 。 自 信 過 剰 
に な っ て いる わけ で は な い !。 自分 で 実験 を し て いる 。 

私 は 、 昨 日 、 高 尾山 に 登っ て きた 。 は じ め て だ っ た 。 私 は 、 ず っ と 、 高 い 山 
し か 興味 が な か っ た 。 近郊 の 山 で 、 観 光 地 と いう イメ ー ジ が あっ て 、 興 味 も 
な か っ た 。 

朝 の 始発 の 電車 の 乗っ て 、 ケ ー ブ ル カー も 動い て いな い 時 間 か ら 、 左 端 の 、 
フツ ウ の 山 を 登る コー ス を 歩い た 。 最 近 は 、 書 き 物 を させ て いた だ いて い 

る 。 ヒット 商 品 の 曳き 人 の 仕事 を させ て いた だ いて いる 。 じ っ と し て 、 パ ソ 
コン と 、 終 日 格闘 し て いる 。 

し ば らく 、 散 歩も 行か な いこ と さえ ある 。 

「 身体 に 良く な い 」 

一 緒 に 住ん で いる 人 に 吉 わ れる 。 

お か し な こと な の だ が 、 3 度 電車 で 倒れ て 、 も う 自 分 は 倒れ な い だ ろ うと 

吉 で まつ 。 


私 は 、 そ うい う 人 な の だ 。 和 気力 が 勝る 人 で ある 。 

思い の ほか 、 3 ・ 1 キロ を すっ と 登れ て 、 朝 の うち に 立川 の 駅 中 の 焼き そば 
を 食べ て 帰っ た 。 

この や り けり 方 だ と 、 時 間 を 半日 は 使え る 。 

「 身体 に 良く な い 」 

こう 吉 わ れ 続け て いた の だ が 、 こ れ だ っ た ら 、 気 が 向い た 時 に 行け ば よい 。 
11 月 な の に 、 紅 葉 に は 早かっ た 。 

こん な ふう に 、 自 分 を 実験 で きる こと は 好ま し いこ と だ 。 自 分 の 健康 の こと 
を 、 容 観 視 で きる こと は グッ ド な こと だ 。 私 は 、 槍 ヶ 岳 を 一 気 に は 登れ な い 
が 、 槍 ヶ 岳 は 、 登 れ そ うだ 。 

私 の パタ ー ン は 、 一 生 変 わり そう も な い 。 気 力 が 勝っ て 、 身 体 を 置 き 去 り に 
する 。 今 で も 、 同 じ だ 。 

た だ 、 少 し は 、 年 を 重ね た し 、 修 業 も し た 。 昔 の 私 か ら は 、『 ガ ン に な っ た 
こと が な い 』 を 書け る な ど と は 、 想 像 も で き な い 。 

自分 を 、 客 観 視 で きる よう に な っ て いる こと は 、 大 きい 。 そ れ も 、 か な り 、 
正確 で ある 。 私 の ゲノム に バカ に され た り 、 粘 土 の シ ステ ム に 、 知 らん 顔 を 
され る よう な こと も な さそ つう で ある 。 

も う 少 し し た ら 、 今 年 の 健康 診断 に 行く 。 

多分 、 私 は 、 結 果 に つい て 、 予 想 が で き て いる 。 何 も バツ が な い 。 わ か っ て 
いる 。 も ちろ ん 、 ガ ン も な いり 。 

こう いう 自信 過剰 さ は 、 ホ ント は 良く な い 。 し か し 、 健 康 に 自信 が な いと 、 
弱気 に 、 自 分 の 心 棒 まで 曲げ て し まう だ ろう こと を 知っ て いる し 、 周 けり を 見 
て きた 。 

幸い な こと に 、 2 度 の ヒド イ 生 活 の 時 代 に すら 、 不 健康 で あっ た の に 、 喫水 
を 逃れ て きた 。 心 棒 を 曲げ る よう な 、 弱 気 に 至 ら な か っ た 。 

どこ か で ダメ に な る の だ ろう が 、 健 康 に は 、 強 気 で いた 方 が 、 心 棒 を 大 事 に 
する こと で は 、 好 まし い 。 

心 棒 を 失っ て 、 た だ 流れ て 生き て いる こと は 、 多 分 、 ホ ント に 辛い こと だ ろ 
つ 。 


健康 感 


〇 昨日 の 私 
私 が 、『 風 邪 を ひい た こと が な い 。』『 記 が こっ た こと が な い 。』 を 書か せ て い 
た だ いて 、『 ガ ン に な っ た こと な い 。』 に 挑戦 し て いる の は 、 私 の 、 健 康 感 を 
確立 させ た こと が 大 きい 。 も ちろ ん 、 私 の 健康 感 だ 。 他 の 人 に 、 何 を 吉 わ れ 
た と し て も 、 私 の 健康 感 だ か ら 、 変 える わけ に は いか な いり 。 
昨日 の 私 と 今日 の 私 が 、 同 じ で ある か どう か が 、 私 の 健康 感 だ 。24 オ くら い 
の 、 生 殖 年 齢 の ピー ク 以 降 の 、 私 の 健康 感 だ 。 

「 こ こ か ら 先 は 自分 で 考え て や っ て くれ .」 

「 何 も 用 意 し な い 」 

「 早 く 子 孫 を 残せ 
私 の ゲノム は 、 こ う 喜 っ て いる 。 話 し た こと は な い が 、 確 か だ 。 
何 も 用 意 し な いこ と は 、 私 が 、 次 第 に 、 粘 土 の シ ステ ム の チカ ラ を 時 め て し 
まう こと に 、 何 も 手 を 貸さ な いと 吉 っ て いる 。 
細胞 分 裂 は 、 私 を ゲノム が 援助 し て いる 作戦 の 、 最 た る も の だ 。 手 を 貸さ な 
いこ と は 、 細 胞 分 像 を 止め て し まう こと だ 。 
細胞 分 像 は 、 粘 土 の シ ステ ム の 外側 に ある 。 和 粘土 の シス テム すら 、 細 胞 分 人 
に よっ て 、 強 化 さ れる 。 人 の 身体 は 、 8 オ ご ろ に 永久 歯 が 生 えて くる が 、 8 
オ ご ろ 、 す べ て が 完成 する わけ で は な い 。 8 オ に すべ て が 完成 し た ら 、24 オ 
くら いま で に 、 粘 土 の シ ステ ム の チカ ラ は 落ち て くる 。 
ゲノム は 、 よ く 考 えて いる 。 生殖 年 齢 に ビー ク を も っ て き て いる の だ 。 順 
次 、 細 胞 分 像 を する 。 歯 は 、8 オ で 細胞 分 像 し て 、 永 久 歯 が 生え る 。 
生殖 年 齢 以降 で は 、 何 も 用 意 さ れ て いな い 。 あ た り ま え で ある 。 ゲ ノム の 興 
味 は 、 子 孫 に し か な い 。 私 を 受け 継が せる こと だ 。 
私 が 、 高 齢 に な っ て どう 生き る か な ど 、 自 分 で 、 考 えて 欲し い の だ 。 
結局 、 生 殖 年 齢 の ビ ピーク まで は 、 私 の 粘土 の シス テム は 、 年 々 強化 され て い 
た の だ が 、 生 殖 年 齢 の ビー ク を 迎え る と と と も に 、 私 の 粘土 の シス テム は 、 
年 々 衰え る 。 毎 日 少し づつ 譲 える 。 人 に 例外 は な い 。 私 だ けが 衰 える わけ で 


は な いり 。 

あたり まえ で ある 。 

重力 抵抗 力 な ど 、 細 胞 分 裂 の チカ ラ が な い の だ か ら 、 衰 える に 決ま っ て い 

る 。 

私 は 、 時 間 単 位 で 、 粘 土 の シ ステ ム の チカ ラ を 、 失 っ て いる 。 

大 きく 粘土 の チカ ラ を 失う こと は 、 病 気 に な っ た 証 で ある 。 病気 に な る と 、 

一 気 に 、 粘 土 の シ ステ ム の チカ ラ を 失う 。 ガ ン と いう の は 、 病 気 の 帰 結 の よ 

うな 病気 で ある 。 

私 も 、 残 念 だ が 、 ど ん どん 、 粘 土 の シ ステ ム の チカ ラ を 失っ て いる 。 

粘土 の チカ ラ が 上 が っ て いる よう に 見 える 場合 も ちる が 、 そ れ は 違う 。 

私 が 、 以 前 に 、 ス ポー ツジ ム に 通い は じ め た 時 、 ヒ ッ プ アッ プ も 再 確認 で き 

て 、 元 気 に な っ た 。 ホ ント は 、 こ こ が 、 粘 土 の シ ステ ム の 私 の 落ち 方 の 、 ホ 
ント の 姿 だ っ た の だ 。 私 は 、 粘 土 の シ ステ ム に 何 も せ ず 、 粘 土 の シ ステ ム の 

月 れ 方 を 、 大 きく し て いた だ け だ っ た 。 

例外 は な い 。 人 は 、 右 店 下 が り で 、 粘 土 の シ ステ ム の チカ ラ を 失っ て いく 。 

つま り 、 昨 日 の わた し より 、 今 日 の 私 の チカ ラ が 、 必 ず 落 ち 込む こと だ 。 必 

ず 、 健 康 度 が 落ち る こと だ 。 

例外 は な い 。 ゼ ッ タ イ と 吉 え る 。 

私 は 、24 オ くら い 以 降 、 私 の 粘 士 の シス テム の チカ ラ を 、 毎 日 弱め て いる 。 

そし て 、 私 の 粘土 の シス テム を 弱め て いる 元凶 は 、 重 力 を 過度 に 受け て いる 

こと と 、 休 息 を と ら な か っ た こと と 、 栄 養 補給 が まず か っ た こと と 、 身 体 へ 

の 微生物 の 侵入 を 許し た こと だ と 思っ て いる 。 

これ が 、 私 の 、 健 康 に つい て の 考え だ 。 


〇 重力 と 戦う 

生き 物 と 地球 は 、 戦 っ て いる よう に 思え る 。 地 球 は 、 生 き 物 を 、 で きる だ け 
早く 、 地 球 に 戻 そ うと し て いる 。 あ た り ま え で ある 。 地 球 の 大 き さ が 、 あ の 
程度 で 良かっ た 。 も っ と デカ イ も の だ っ た ら 、 人 は 、 立 つこ と も で き な か っ 
た か も しれ な い 。 地球 に 引き づり 込ま れる 。 

今 で さえ 。 地 球 は 、 生 き 物 を 、 引 き 込 も うと 必死 で ある 。 生 き 物 は 、 必 死 で 


工夫 し て いる 。 大 きく な っ て 、 生 き 物 同士 の 戦い を 優位 に 進め た い 生き 物 

は 、 恐 竜 の よう に な る 。 理由 は いろ いろ あっ て も 、 あ れ だ け 大 きい と 、 最 後 
は 、 地 球 に 負け る 。 微 生物 の よう に 、 地 球 の チカ ラ を 、 極 力 受 け な い よう 

に 、 計 算 し て 、 大 きく な ら な いで 生き て いる 生き 物 も いる 。 

多分 、 地 球 で 生き る の な ら ば 、 微 生物 の 生き 方 が 、 理 に 叶っ て いる 。 微生物 
の ゲノム さえ し っ か り し て いれ ば 、 地 球 上 で は 、 未 来 永 茅 の 感 が する 。 

人 は 、 や は り 、 大 きい 。 恐竜 より は 小さ い が 、 コ ン セ プ ト は 恐竜 と 同じ で あ 
る 。 1 人 1 人 で は 弱い が 、 集 団 に な る 技 が すご く て 、 集 団 に な れ ば 、 ワ ニ 

だ っ て 倒せ る 。 

それ くら い に 、 人 は 大 きい 。 人 の 大 き さ を 脅かす ほど の 環境 変化 が ある と 、 
人 は 、 生 き 残 れ な い 。 

生き 残れ な い 理由 は 、 粘 士 の シス テム に ある 。 重力 に 耐え られ な く て 、 潰 れ 
る 。 

重力 を 無 に する こと は で き な い の で 、 過 度 な 重力 負担 を し な いこ と だ ろう 。 
人 は 立ち 上 が る こと で 、 絢 に 較べ れ ば 、 大 き な 重 力 負 担 を し て いる こと に な 
る 。 で きる だ け な が い 時 間 、 地 球 に 平行 に な る こと が 、 過度 の 重力 負担 を 防 
く ご と に な る 。 

私 が や っ て いる こと は 、 2 度 の ヒド イ 生 活 の よう に 、 3 日 連続 徹夜 な ど と 

いっ た 、 地 球 に ムダ に 挑戦 を する か の よう な 、 お か し な こと は し な いこ と 

だ 。 今 は で ある 。 

私 は 、 0 時 30 分 に は 、 1 年 3 6 0 日 、 ベ ッ ド に 入っ て 、 7 時 30 分 まで 、 横 

に な っ て いる 。 

私 は 、 睡 眠 を 伴っ て いる が 、 睡 眠 を 伴っ て いな く て も 、 私 は 、 0 時 30 分 か ら 
7 時 30 分 まで 、 ベ ッ ド で 、 模 に な っ て いる だ ろう っ う 。 

私 は 、 時 々 、 お 昼 ご は ん を 食べ て 、 副 交感 神経 に な る と 、 座 っ た まま 、 有 眠る 
こと が ある 。 明 ら か に 、 睡 眠 な の だ が 、 ベ ッ ド に 模 に な っ て し まう こと も あ 
る 。 

な ん で も よい 。 地 球 に 平行 に な る 時 間 が 多い こと が 好ま し い 。 私 は 、 通 常 

は 、 夜 以外 は 、 横 に な れ な い |。 

私 は 、 昨 日 早朝 、 高 尾山 に 登っ て きた 。 1 時 間 で 頂上 に 着い て し まう 。 3 ・ 
1 キロ の 短い も の だ 。 


私 は 、 し ば らく 、 散 歩も 行か な いく らい に 、 文 を 書か せ て いた だ いて いる こ 

と と 、 商 品 の アイ デア を 考え る こと に 集中 し て いる 。 散歩 の 時 間 も 惜 し ん で 

いる 。 

私 の 、 2 度 の ヒド イ 生 活 と は 、 根 本 的 に 異な る 。 し か し 、 運 動 し な いこ と 

は 、 す ご く 気 に な る 。 2 度 の ヒド イ 生 活 を し て いる 時 は 、 1 日 1 万 歩 を 下る 

こと が な か っ た 。 歩行 数 だ 。 運 動 し な いこ と が 気 に な っ た こと な ど な い |。 

今 は 、 下 手 を し た ら 、 3 日間 3 0 0 歩 と いう 歩数 も 、 あ る で は な いか と 思っ 

て し も まう 。 

心配 は 心配 な の だ が 、 重 力 の こと で は 、 多 分 、 壊 すこ と が ふさ わし い 細 胞 

も 、 動 く と いう 負担 が な い の で 、 壊 れず に 、 積 み 残し て し まう の で は な いか 

と いう 不安 が ある 。 不安 が あっ て も 、 パ ソコ ン の 前 に 座る 時 間 が 大 事 な の だ 

が 。 

私 は 、 今 日 の 朝 思 っ た 。 多 分 、 昨 日 の 夜 は 、 通 常 日 の 3 倍 く らい の 細胞 が 壊 

れ て 再生 し た 。 私 の 粘土 の シス テム が 、 3 倍 は 働い た の で は な いか と 思っ 

じ ま ら うた: 

1 日 1 万 歩 は 歩き まし ょ うと いう 運動 は 、 グ ッ ド な の で は な いか と 思う 。 多 

分 、 ダ メ そ うな 細胞 を 、 ダ メ 細 胞 に する だ ろう 。 運動 と いう 負担 を し て いる 

の だ か ら 。 こ れ は 、 好 まし い )。 

私 は 、 こ れ か ら は 、 時 々 、 高 尾山 に 、 早 朝 登っ て みよ うと 思う 。10 キ ロ く ら 
こと に な る 。 そ れ で も 、12 時 に は 、 パ ソコ ン の 前 に 座れ る 。 


〇 重力 対抗 力 

1 日 1 万 歩 歩 ぐ こ と は 、 グ ッ ド な 運動 だ どろ うと 思う 。 私 も 、 以 前 は 、 通 勤 時 
間 が な が か っ た こと も ある が 、 通 常 の 生活 で 、 運 動 を し な く て も 、1 日 1 万 
歩 を 下回っ た こと は な か っ た 。 

今 は 、 圧 倒 的 に 少な い 。 

運動 は 、 両 妨 の 剣 だ ろう つ 。 

筋肉 組織 や 骨 の 組織 に と っ て は 、 ニ ー ズ が な く な っ た ら 、 自 ら 細 っ て 強化 し 
な い だ ろ う 。 運動 を する と いう 意味 は 、 筋 肉 組織 や 骨 の DINA に 対し て 、 
ニー ズ を 明らか に する こと だ 。 そ れ な り の 対応 を し て くれ る 。 も し 、 全 く 運 


動 を し な か っ た ら 、 ニ ー ズ が な いと 思っ て 、 そ れ な り の こと を し て くれ な 
し 1。 

宇宙 で は 、 運 動 の ニー ズ も な けれ ば 、 通 常 生活 で も 、 運 動 に な ら な い 。 重力 
が な い の だ か ら 、 全 く ニ ー ズ が な い 。 筋肉 や 骨 は 、 他 に 理由 が あっ て も 、 最 
た る 目的 は 、 重 力 対抗 力 だ 。 地 球 の 重力 の 範囲 を 出れ ば 、 重 力 対抗 力 で ある 
筋肉 や 骨 は 必要 な い 。 骨 な ど は ジャ マ だ 。 硬い か ら 動 き を 堅苦しく する 。 
地球 に 降り 立っ た ら 、 重 力 に 押し 潰さ れ て 、 ク ラ ゲ の よう に な る 。 ペ チャ ン 
四 だ 。 

身体 と は 、 そ うい うふ うに な っ て いる 。 

私 の 身体 の ニー ズ の と お り に 、 和 粘土 の シス テム が 、 身 体 を つく っ て いる 。 
ニー ズ が な けれ ば 、 私 は 、 ク ラ ゲ に な る 。 

運動 は 、 ニ ー ズ を 越え て や っ て し まう こと が ある こと が 、 両 妃 の 剣 の 逆 側 の 
巡 で ある 。 膝 の 関節 を 痛め た りす る の は 、 頻 敬 に 起こ る こと だ ろう 。 

私 に は よく わか ら な い が 、 健 康 の た め の 運 動 で あわ れ ば 、 重 力 対抗 力 を 衰え さ 
せな いこ と が 目指 すこ と だ ろう か ら 、 最 適 な 運動 と いう も の が ある に 違い な 
し 1。 

私 は 、 昨 日 、 高 尾山 に 登っ た 。 一 気 に 3 ・ 1 キロ を 登っ た 。 思 っ た より 、 フ 
ツウ の 山 だ っ た 。 ラ ク と か 、 そ うい う も の で は な い 。 

私 が 、 私 の 粘土 の シス テム に ニー ズ を 伝え る の に 、 最 適 な 気 が し た 。 私 は 、 
今 は 、 槍 ヶ 岳 に 頻 驚 に 登る ニー ズ を 伝え て も 、 私 の 粘土 の シス テム は 、 疑 い 
を 持つ だ ろう 。 昔 の ニー ズ で は な いか と 。 

重力 対抗 力 は 大 事 だ が 、 適 度 が ある の だ ろう 。 


〇 休息 を 多く する 

私 の 、24 オ くら いか ら 以 降 の 健康 の 概念 の 話し を し て いる 。 ま ず 、 重 力 に 、 
いか に 対抗 する か だ 。 私 の 粘土 の シス テム は 、 時 系 列 で 、 そ の スケ ー ル を 小 
さく する 。 今 日 は 、 昨 日 の 私 より 、 ス ケー ル が 小さ く な る 。 逆 は な い 。 昨日 
高尾 山 に 登っ て 、 元 気 に な っ た か の よう に 思っ て し まう 。 し か し 、 こ の 元気 
が 、 ホ ント は 、 時 系 列 で 下がっ た 位置 な の だ ろう 。 

ニー ズ が な いと 、 粘 土 の シ ステ ム の スケ ー ル を 、 必 要 以 上 に 小さ くす る 。 


私 の 2 度 の ヒド イ 生 活 で は 、 私 は 、 粘 土 の シ ステ ム の スケ ー ル を 小さ くし て 
し まっ た 。 私 の 健康 の 右 衣 下がり の 角度 を 、 大 きく 下げ て し まっ た 。 

私 の 、 重 力 対抗 力 が 下がっ た の で は な く て 、 私 の 、 再 生 力 が 下がっ た の だ ろ 
の 

ゲノム に 聞か な いと わか ら な いこ と な の だ が 、 私 の 重力 対抗 力 は 、 そ れ な り 
に あっ て 、 必 要 以 上 に は 、 重 力 に 細胞 を 壊さ れ て は いな か っ た だ ろう 。 

し か し 、 私 の 粘土 の シス テム は 、 再 生 する 時 間 が 足り な か っ た 。 常 に で あ 
る 。 私 は 、24 時 間 の うち 、 横 に な る 時 間 が 、 実 質 3 時 間 か 4 時 間 だ っ た 。 
フラ ンス の 英雄 も 、 す ご い 能 力 だ どっ た の だ ろう が 、 睡 眠 時 間 は 削っ て も いい 
が 、 地 球 に 平行 に な る 時 間 を 削っ て は 、 ど うに も な ら な いい 。 

私 も 、 睡 眠 と 休息 を 、 同 じ 意 味 だ と 思っ て いた の で 、 で きる だ け 、 短 くす る 
修業 を し て いた 。 バ ッ カ じゃ な いか と 思う 。 

幸い に も 、 2 度目 の ヒド イ 生 活 は 3 年 だ っ た 。 6 年 くら い 続 け て いた ら 、 私 
は 、 確 実に ガン と いう 、 病 気 の 帰 結 に まで 達し て いた 。 

昨日 も 、 私 は 、 0 時 30 分 に 横 に な っ て 、 7 時 30 分 に 起き た 。 朝 起き る の が 
辛い と は 思わ な か っ た 。 高 尾山 に 行っ た の で 、10 キ ロ く らい 歩い て いる の だ 
が 、 な ん と も な い 。 ベ ッ ド に 入っ て 何 も 覚え て いな い の で 、 有 睡眠 も 同時 だ っ 
だ 。 

2 度 の ヒド イ 生 活 の 時 に 、 今 の よう に 、 上 自分 の 健康 の 概念 を 固め られ て いた 
ら 、 も っ と すご いり い | 仕事 が で きた だ ろう に と 思う と 、 残念 だ 。 

私 の 粘土 の シス テム は 、 多 分 、 自 律 神経 と は 、 平 行 に な っ て いる 。 自 律 神経 
が 副交感 神経 支配 に し なら な いと 、 粘 土 の シ ステ ム の 再生 シス テム は 動か な 
い 。 あ た けり まえ だ 。 山 で 熊 に 出会っ て いる の に 、「 再 生 し ます か ら 静 か に し 
て くだ さい 」 は な いし)。 

も し か し て 、 粘 土 の シ ステ ム は 、 自 律 神経 の 配下 に ある の か も し れ な い 。 ホ 
メオ スタ シス と 並列 な の か も し れ な い |。 

粘土 の シス テム が 、 自 律 神経 の 配下 に ある こと が 、 両 功 の 語 で も ある 。 
自律 神経 は 、 私 の 動き で 、 変 える こと が で きる か ら だ 。 

フラ ンス の 英雄 の よう に 、 睡 眠 時 間 を 極力 削る の は か まわ な い が 、 地 球 に 平 
行 に な る 休息 の 時 間 を 削っ て は いけ な い 。 私 の 2 度 の ヒド イ 生 活 も 、 同 じ 


直る 守 。 


多分 、 フ ラン ス の 英雄 や 2 度 の ヒド イ 生 活 を し て いた 私 の よう つ な 考 え を し て 
いる 方 は 、 数 多い と 思 つ 。 

副交感 神経 支配 の 時 間 が 少な いこ と は 、 私 の 粘土 の シス テム の 再生 シス テム 
を 動か す 時 間 が な いこ と に な っ て 、 細 胞 は 壊せ る の だ が 、 壊 れ た 細胞 を 消去 
し て 再生 する 時 間 が 足り な いこ と に な る 。 

私 は 、 2 度目 の ヒド イ 生 活 の 時 に は 、 身 体 が 異常 に 臭 か っ た 。 手 の 甲 は 、 克 


虫 類 の よう で あっ た 。 
私 は 、 私 の 健康 の 4 つの キー ワー ド を 、 休 息 と 栄養 と 免疫 と 微生物 だ と 吉 っ 
て いる 。 


重力 対抗 力 を 落と さ な い こと は 、 重 要 な の だ が 、 4 つの キー ワー ド か ら 外 し 
て いる 。 理由 は な い 。 健康 の 対極 に 病気 が ある が 、 そ の 病気 と いう 対極 を 考 
える 時 、 休 上 息 少 な さ の 方 が 、 は る か に 堪え て し まう か ら だ 。 


〇 免疫 力 を 衰え させ な い 

免疫 は 、 粘 士 の シス テム の 、 消 去 の シス テム を 担っ て いる の で 、 極 め て 重 妥 
で ある 。 健康 の こと で は 、 微 生物 の 侵入 を 防い で いて 、 更 に 、 意 味 が 深い 。 

胎児 や 深海 の 生き 物 が 免疫 寛容 で ある こと を 考え る と 、 私 の 昔 の ゲノム が 考 
えた こと が 、 よ く 理 解 で きる 。 

壊さ れる の は 仕方 が な いと 考え た の だ 。 壊 され な いよ うに と 考え た ら 、 私 の 
身体 は 、 貝 の 殻 の よう に な っ て いた だ ろう 。 動け な い 。 地 表 に いる の は 、 動 
け て お も し ろ い か ら だ 。 身体 が 貝 の 殻 の よう だ っ た ら 、 地 表 に いる 意味 が な 
い 。 殻 を 捨て て 、 深 海 に 入っ た 方 が ラク だ 。 

私 の 身体 は 、 簡 単に 壊れ る よう に で き て いる の だ 。 

私 の 身体 は 、60 兆 個 の 細胞 に 分 か れ て いる の で 、 私 の 身体 を 壊す と いつ 意味 
は 、 私 の 60 兆 個 の 細胞 を 、 壊 すこ と に 等 し い 。 

多分 、 毎 日 、 1 兆 個 に 近い くら い の 細 胞 が 、 壊 れる 。 壊 され や すく な っ て い 
る か ら 、 あ た けり ま え だ 。 1 兆 個 か どう か は 、 ゲ ノム に 聞か な いと わか ら な 

い 。 情報 は 開示 され て いな い 。 

壊す の は 、 主 と し て 、 重 力 や 紫外 線 や 酸素 だ 。 壊れ る に 任せ て いる 。 適度 な 
の だ 。 も し 、 放 射 能 な ど が 溢れ て 、 壊 れる 細胞 が 2 兆 個 に な っ た ら 、 も う 、 


粘土 の シス テム は 、 有 崩壊 する 。 壊 れる 細胞 と 消去 し て 再生 する 細胞 の バラ ン 


ス が 崩れ る 。 
大 き な 火 傷 を し た り 、 交 通 事故 な ど で は 、 こ の よう な 状況 が で き て し まう こ 
過 だ 。 


免疫 は 、 壊 れ た り 、 微 生物 に 侵入 され た りり し て 、 使 いも の に な ら な く な っ た 
細胞 を 消去 する こと が 、 主 た る 役目 だ 。 

も し 免疫 力 が 衰え た ら 、 使 いも に な ら な く な っ た 細胞 を 、 積 み 残し て し ま 

う 。 使 いも の に な ら な く な っ た 細胞 は 、 主 と し て 、 壊れ た 細胞 、 細 菌 が 侵入 
し た 細胞 、 再 生 ミ ス を し た 細胞 で ある 。 再 生 ミ ス を し た 細胞 は 、 ほ っ て お く 
と 、 増 丈 し て 、 ガ ン に な る 。 

し た が っ て 、 免 疫 力 が 落ち る と いう 意味 は 、 ガ ン 細 胞 を 消せ な いこ と に も な 
る 。 

少し 高齢 に な っ て か ら 、 ガ ン と いう 病気 に 帰結 する こと が 多い の だ が 、 免疫 
力 が 衰え る こと と 、 等 し い 。 

私 の ゲノム に と っ て は 、 生 き 物 に と っ て は 、 上 厳しい 環 境 で ある 地表 で 生き て 
いる か ら 、 壊 され や すく し て いる 細胞 の 管理 が 、 最 重要 で ある 。 命 が 尽き る 
こと と 等 し い 。 ゲ ノム の 役割 は 、 私 を 生き 残ら ちら せる こと だ 。 

確か に 、24 オ くら い の 、 最 高生 殖 年 烹 に 達する まで と 、 そ れ 以 降 で は 、 生 き 
残っ て 欲し い 意欲 が 異な る の だ が 、 そ れ で も 、 基 本 的 な ゲノム の 役割 は 、 私 
が 生き 残る こと だ か ら 、 私 の 細胞 が 、 新 鮮 で いら れる よう に 、 働 く 。 主 と し 
て 、 粘 土 の シ ステ ム だ 。 

免疫 力 が 下降 する と 、 壊 れ た 細胞 を 完全 に は 、 消 去 し な いこ と に な る 。 こ こ 
が 、 ガ ン に 視点 を 移す と 、 最 悪 ム こと に な る 。 ガ ン 細 胞 が ガン と いう 病気 に 
発展 する か どう か は 、 免 疫 力 が 最悪 だ っ た と いう こと ば と 、 等 し いと いう こ 
と に な る 。 

免疫 力 は 、 1 日 た り と て 、 弱 め た ら ま ずい !。 

私 は 、 2 度 の ヒド イ 生 活 の 時 に 、 身 体 中 に 、 多 く の ガ ン 細 胞 を 抱え て いた と 
吉 っ て いる 。 

間違い な い 。 

私 は 、 休 息 時 間 が 少な か っ た の で 、 壊 れ た 細胞 を 消去 で き な か っ た 。 壊れ た 
細胞 を 積み 残し て 、 私 は 、 臭 く な っ て いた 。 私 は 、 多 分 、 も う 少 し ガン 細胞 


が 大 きく な っ た ら 、 免 疫 で は 消去 で き な い と ころ まで きた こと が 、 何 度 も あ 
る の だ ろう 。 ゲ ノム に 聞か な いと わか ら な い 。 

私 の 免疫 力 は 、 か ろう じ て 、 私 の 使い も の に な ら な く な っ た 細胞 を 、 ギ リ ギ 
リ で 消去 で き て いた の だ ろう 。 私 は 、 ガ ン と いう 病気 に な っ て し まう 生活 を 
し て いた の に 、 ガ ン と いう 病気 に な ら な か っ た 。 

理由 は 、 こ の 、 ギ リ ギ リ の 免疫 力 だ っ た と 信じ て いる 。 

使い も に な ら な く な っ た 細胞 の 消去 は 、 副 交感 神経 支配 時 の 免疫 の こと だ 。 
免疫 と いう こと ば を 使う と や や こし い 。 私 は 、 粘 土 の シ ステ ム の 方 が わか り 
や すい 。 人 に 統合 し て いる 考え だ 。 

私 が 、 今 彰 っ て いる の は 、 粘 土 の シ ステ ム の こと だ 。 ガ ン は 、 完 全 に 、 粘 土 
の シス テム の 破たん で ある 。 

一 方 で 、 私 は 、 山 で クマ に 出会っ た よう な 時 の た め に 、 食糧 を 採取 し な いと 
いけ な い 時 の た め に 、 火 事 場 の バカ チカ ラ を 用 意 し て いる 。 交 感 神経 だ 。 
交感 神経 時 に は 、 傷 を 負う こと も 多い の で 、 細 胞 に 不 必要 な モノ が 、 侵 入 す 
る 可能 性 が ある 。 そ の 防衛 を し て いる の も 、 免 疫 と いう こと ば に な っ て い 
る 。 

お か し な も の で 、 同 じ 免 疫 と いう こと ば だ が 、 全 く 役 割 が 異な る 。 

この 、 交 感 神経 時 の 免疫 が な か っ た な ら ば 、 す ご く メ ンド ー な こと に な る 。 
クマ に 引っ か か れ て 、 そ こ か ら 細 菌 が 侵入 し て 、 2 兆 個 くら い の 細 胞 が 使い 
も の に な ら な く な っ て 、 粘 土 の シ ステ ム が 破たん し て 、 私 は 、 身 体 の 全 シ ス 
テム 停止 に 追い 込ま れる か も し れ な い 。 現実 に は 、 ク マ で は な い が 、 交 通 事 
故 な ど で 、 問 向 に 起こ っ て いる こと だ 。 

この 交感 神経 時 の 免疫 も 、 極 め て 重要 で ある 。 

免疫 力 を 弱め る こと は 、 即 、 私 の 健康 の グラ フ を 大 きく 下げ る こと に 等 し 
い 。 


〇 栄養 失調 も ガン に な る 

私 の 健康 の 概念 は 、 2 度 の ヒド イ 生 活 の 時 に 、 ほ ぼ ガ ン だ っ た だ ろう に 、 生 
き 残っ て 今 が ある 経験 に 基づい て いる 。 

あの ヒド イ 2 度 の 生活 が な か っ た ら 、 私 は 、 健 氷 の こと な ど 考 えな か っ た 。 


研究 の 対象 に も し な か っ た か も し れ な い 。 私 は 、 そ れ 以 降 、『 風 邪 を ひい た 
こと が な い 』 し 、『 肩 が こっ た こと が な い 。』 し 、 今 『 ガ ン に な っ た こと が な 
い 』 を 書い て いる 。 

自信 過剰 気味 だ か ら 、 イ ヤ な 感じ が ある 。 明 日 、 病 気 に な る か も し れ な い 。 
いつ か 、 そ ん な 日 が くる 。 

私 は 、 2 度 の ヒド イ 生 活 で 、 最 も 反省 し な いと いけ な いこ と は 、 休 上 息 だ と 考 
えて いる 。 だ か ら 、 今 は 、 3 6 0 日 は 、 0 時 30 分 に ベッ ド に 行っ て 、 7 時 
30 分 くら いま で 、 横 に な っ て いる 。 睡眠 を 伴っ て いる の は 、 た また まだ 。 
次 に 反省 し な いと いけ な いこ と は 、 人 栄養 失調 だ っ た こと だ 。 私 は 、 5 キロ も 
痩せ た 。 ほ と ん ど 、 白 色 脂 肪 細胞 は 無 に 等 し い 。 わ た し と 共生 し て いる ミト 
コン ドリ ア は 、 毎 日 、 嘆 いて いた と 思う 。 エ サ が な い の だ 。 ミ トコ ンド リア 
の エサ だ 。 

今時 栄養 失調 な ど は お か し い 。 コンビ ニ に 行け ば 何で も ある し コン ビニ も ど 
こ に も ある 。 

私 は 、 そ れ で も 、 時 間 が な か っ た の だ 。 1 日 合計 で 10 分 だ っ た 。 食事 の 時 間 
だ 。 お 昼 な ど は 、 2 日 に 1 回 食べ れ ば いい 方 だ っ た 。 

私 は 、 忙 し く て 時 間 が な か っ た か ら 、 食 事 を 食べ な か っ た 。 貯 養 失調 だ と い 
う 意 味 は 、 食 べ る 量 が 少な いか ら 、 ビ タ ミ ン ミネ ラル や カル シウム も 少な い 
と いう 意味 で ある 。 

私 は 、 お 金 が な い の で 食べ る も の を 買え な く な っ て 、 栄 養 失調 に な っ た わけ 
で は な い 。 食べ る 時 間 が な か っ た の だ 。 

多分 、 困 っ た の は 、 和 白色 脂 肪 細胞 が な く な っ て エサ が な く な っ た 、 ミ トコ ン 
ドリ ア だ 。 そ し て 、 タ ン パ ク が 少な く な っ て 、 細 胞 の 再生 に 困っ た ゲノム だ 
ろう 。 

ビタ ミン ミネ ラル の 微少 貯 養 素 も 、 ゲ ノム が 困っ た 。 設 計 図 を 描く の に 欠か 
せな い 。 頭脳 も 生 っ た か も し れ な い 。 調整 が で き な く な る 。 

貯 養 失調 に な る と 、 み ん な が 困る 。 あ た り ま え で ある 。 生き 物 は 、 他 の 命 を 
いた だ か な いと 、 自 ら の 命 を 保 て な い 。 他 の 命 か ら 栄 養 を いた だ いて いる の 
だ 。 そ れ が 、 命 の 宿命 で ある 。 好 まし いと か ワル イ と か 、 そ うい う も の で は 
な い 。 地 球 で 生き る と いう 意味 は 、 そ うい うこ と な の だ 。 

日 本 で は 、 今 時 、 栄 養 失 調 な ど は 、 お か し い 。 栄養 失調 より も 、 栄 養 過多 に 


注意 し な いと いけ な い 。 

近年 、 特 に 女性 に 多い の だ が 、 ダ イエ ッ ト が ブー ム で ある 。 韓国 の 女性 を テ 
レビ で 見 か ける こと が 多く な っ て 、 ス タイ ル も 良く て 、 肌 も キレ イ で ある 。 
日 本 の 女性 は 、 余 計 に 、 ダ イエ ッ ト に 励み そう で ある 。 日 本 の 女性 だ っ て 、 
テレ ビ に 出 て いる 人 は 、 み ん な キレ イ で ある 。 そ れ な の に 、 ダ イエ ッ ト が 
ブー ム に な る 。 

低 体重 児 と し て 生ま れ て くる あか ちゃ ん が 増え て いて 止ま ら な い 。 妊娠 し て 
も 、 出 産後 の 体重 減 が 気 に な る の だ 。 妊 娠 し て いる の に ダイ エッ ト を する 。 
お か し な こと だ 。 

食べ る 量 が 少な いか ら 、 2 度 の 私 の ヒド イ 生 活 と 同じ 状態 に な る 。 栄養 失 調 
だ 。 ビタミン ミネ ラル と カル シウム や 食物 繊維 が 足り な く な る 。 鉄 や 亜鉛 な 
ども 足り な い 。 

みん な 微少 栄養 素 だ か ら 、 食 べ る 量 を 減ら す と 、 極 端 に 少な く な る 。 
妊娠 し て いた りす る と 、 胎 児 に 影響 が 及ぶ 場合 も ある 。 

ダイ エッ ト し て 栄 養 失調 に な る の も 問題 だ が 、 栄 養 過多 で 肥満 に な る の も 問 
題 で ある 。 

私 の 2 度 の ヒド イ 生 活 の 時 に は 、 私 の 粘土 の シス テム は 、 再 生 シ ステ ム の タ 
ン パ ク の 量 の 少な さ に 困っ た と 思う 。 ア ミノ 酸 が 少な いと 、 細 胞 を つく れ な 
い 。 壊 れ て いる の に 、「 壊 し た ら 再 生 で き な い か ら 待 っ て くれ 」 と 、 ゲ ノム 
が 吉 う つの だ 。 免疫 に 、 壊 れ て いる 細胞 で ある こと は わか っ て いる の だ が 、 再 
生 す る 原材料 が な いか ら 消 去 す る な で ある 。 私 の 細胞 は 、 ど ん どん 古く な っ 
て 、 新 鮮 で な く な っ て 、 臭 く な っ て いく 。 ガ ン 細 胞 も 消去 で き な い 。 


〇 肥満 も ガン に な る 

一 般 的 に 、 こ れ だ け コ ン ビ ニ や スー パー マー ケッ ト が 溢れ て いる 日 本 で は 、 
玉 養 過多 に な っ て し まう こと が 、 フ ツウ だ ろう 。 世 の 中 の 流れ だ 。 栄養 過多 
で 肥満 に な は なら な いよ うに 、 自 分 を 抑 えら れる の な ら 、 こ れ だ け コ ン ビ ニ が 増 
えな い 。 あ た り ま え の こ と だ 。 

内 養 過多 は 、 ど う 考 えて も シン ドイ 。 肥満 で は シン ドイ 。 常 に 、 米 袋 を 抱え 
て 生活 し て いる に 等 し く な る 。 時 に は 、10 キ ロ の 米 袋 を 抱え て 立っ て いる 


ケー ス な ども ある 。 

肥満 に な る の は 、 人 間 だ け だ 。 人 間 の 頭脳 が 肥満 を 呼ぶ 。 食べ た い 欲 求 で あ 
る 。 人 の 主体 は 腸管 だ が 、 腸 管 は 、 お いし いと いう 概念 が な い 。 喉 ご し の 概 
念 な ども な い 。 し た が っ て 、 ア イス クリ ー ム な ども 食べ よう と は 思わ な い 。 
頭脳 は 、 腸 管 と は 別 の ニー ズ を 持っ て いる 。 

肥満 に な る の は 、 頭 脳 の 欲求 を 抑え られ な いか ら だ 。 テ レビ で 、 多 く の コ 

マー シャ ル が 流さ れる 。 頭脳 に 誘い を か ける 。 腸管 が 誘わ れる こと は な い 。 
日 本 に 住む か ら に は 、 洒 養 過 多 に な っ て 肥満 に な る こと を 覚悟 すべ きだ ろ 

う 。 そ れ か 、 困 る か ら ダ イエ ッ ト だ ろう 。 

適度 が な く な っ て いく か も し れ な い の だ 。 

肥満 に な っ て 米 10 キ ロ を 常に 背負 っ て 生活 し て いる と 、 地 球 に 、 必 要 以 上 に 
引っ 張ら れる 。 あ た り ま え の こ と だ 。 幸 いな こと に 、 食 べ る 量 が 多い か ら 、 
微少 栄養 素 が 枯れ る こと は な い の だ が 、 細 胞 は 、 重 力 に 壊さ れる 。 

ホン ト は 、 肥 満 分 だ け は 壊さ れる 必要 は な い 。 他 の 臓器 な む な ど は 、 壊 され る 必 
要 が な い 。 し か し 、 一 緒 に 壊さ れ て し まう 。 壊 され る と 消去 し て 再生 し な い 
と いけ な い 。 粘土 の シス テム だ 。 粘土 の シス テム の 範 暗 に 入る と 、 再 生 ミ ス 
も 欠か せな い 。 肥満 だ と 、 ホ ント は 、 そ こま で 細胞 が 壊れ な く て も よい の 

に 、 不 必要 に 、 壊 れ て し まう 。 壊 れる と 再生 ミス が 伴う 。 ガ ン 細 胞 が 多く な 
る 。 ガ ン 細 胞 が あれ ば 、 ガ ン に な る 可能 性 が 多く な る 。 

肥満 だ と 、 ど うし て も 、 ガ ン に な る 確率 が 、 上 が っ て し まう の だ 。 あ た り ま 
え の こ と だ 。 

私 は 、 ず っ と 、 栄 養 失 調 側 で 生活 し て きた 。 ク リエ イ テ ィ ブ が 自分 の 生き る 
コン セプト に な っ て か ら は 、 交 感 神経 時 に し か グッ ドア イデ ア が 出 な いこ と 
を 、 お ぼろ げ な が ら わ か っ て き て 、 空 腹 を 好 ん だ 。 仕事 で も 、19 時 ご ろか 

ら 、 グ ッ ド アイ デア が 溢れ た リリ し て いた 。 

ずっ と 、 栄 養 失 調 な の だ 。 

し た が っ て 、 私 は 、 2 度 の ヒド イ 生 活 の 時 に は 、 多 く の ガ ン 細 胞 を 抱え て い 
た に 違い な い が 、 栄 養 失調 時 の ガン 細胞 な の だ 。 

私 は 、 貯 養 過多 時 の 、 肥 満 時 の ガン 細胞 の 経験 が な い 。 経験 は な い が 、 粘 土 
の シス テム か ら 考 える と 、 肥 満 の 方 が 、 ガ ン に な る 確率 は 、 高 い だ どろ う 。 ホ 
ント は 50 キ ロ で いい の に 90 キ ロ も あっ た ら 、40 キ ロ 分 は 、 地 球 に 、 余 計 に 


引っ 張ら れ て 壊さ れる 。 余計 に 壊さ れ た 細胞 分 だ け 、 再 生 ミ ス が 増え る 。 ガ 
ン 細 胞 が 増え る 。 

私 は 、 肥 満 の 経験 が な い が 、 容 易 に 、 肥 満 時 の ガン 細胞 の 発生 を 、 考 える こ 
と が で きる 。 


〇 周辺 か ら ウ イル ス 細 菌 を 減ら す 

私 の 健康 感 の 話し を し て いる 。 わ た し に と っ て 健康 と は 、 昨 日 の 自分 が 今日 
も 同じ 自分 で ある こと だ 。24 オ くら いか ら 以 降 の 健康 感 だ 。 

私 は 、24 オ くら いか ら 、 ず っ と 、 右 肩 下がり で 、 健 康 度 が 落ち て いく 。 健 康 
度 が 上 が る こと は な い 。 し た が っ て 、 急 激 な 落ち 方 を させ な いこ と が 、 私 の 
健康 を 大 きく 引き 下げ な い 技 だ 。 一 般 的 に は 、 病 気 に な ら な いこ と だ 。 
キー ワー ド は 、 休 息 と 免疫 と 栄養 と 微生物 だ 。 

多分 、 私 が 命 を 支え られ な く な る の は 、 私 の 身体 が 、 ウ イル ス か が 細菌 の 巣 に 
な っ て し まっ た 時 だ 。 

肺 が ウ イル ス な ど に 支配 され た ら 、 肺 炎 と 吉 う 。 臓器 の 名 前 で は な く て 、 私 
を 襲っ た の は 、 細 菌 か ウイ ルス だ 。 

私 の 免疫 力 は 、 右 店 下 が り で 、 ど ん どん 落ち 込む か ら 、 私 の 身体 が 、 ウ イル 
ス か 細菌 を や っ つけ られ な く な る 。 

私 は 今 よ り も も っ と 、 免 疫 力 が 落ち て 、『 風 邪 を ひい た こと が な い 』 な ど と 
は 吉 っ て いら れ な く な る 。 ま た 私 は 、 昔 に 返る こと に な る 。 風邪 ウイ ルス の 
侵入 を 簡単 に 許す の だ 。 い つか は 、 こ うな る 。 

ウイ ルス と 細菌 対策 で は 、 3 つ に 分 け て 考え な いと いけ な い 。 

1 つ は 、 私 の 周辺 か ら ウ イル ス 細 菌 を 少な くす る こと だ 。 

2 つ 目 は 、 食 べ 物 を 腸管 か ら 吸収 する 時 の 細菌 の 侵入 を 防ぐ こと だ 。 

3 つ 目 は 、 ウ イル ス 細 菌 が 身体 に 侵 人 し た ら 、 免 疫 が 発動 し て 、 す ぐに や っ 
うけ で し まう 己 と だ : 

1 つ 目 の 、 身 体 の 外 の ウイ ルス や 細菌 を 少な くす る こと は 、 私 は いく つか 
や っ て いる こと が ある 。 

私 は 、 3 6 0 日 は シャ ワー を 浴び る こと で 、 大 い に プ ラス に な っ て いる と 考 
えて いる 。 私 の 身体 に こっ つい た ウイ ルス 細菌 の こと だ 。 


私 は 、 洗 濯 も けっ こう 頻 敬 に 行う 。 大 事 だ と 思っ て いる 。 私 の 衣服 に くっ つ 
いて いる ウイ ルス や 細菌 だ 。 

私 が うま く で き な い の は 、 環 境 の 掃除 で ある 。 水 回 り は 、 け っ こう うま く 

や っ て る と 思う の だ が 。 

も う 1 つ 重 要 な こと が ある 。 

私 は 、 鼻 で し か 呼吸 を し な い 。 2 度 の ヒド イ 生 活 を し て いた 時 は 、 口 中 を 冷 
や し た いか ら 、 わ ざわ ざ 口 で 呼吸 を し て いた 時 期 も あっ た 。 口中 が 臭かっ た 
か ら だ 。 バ ッ カ じゃ な いか と 思う 。 今 は 思う 。 臭 か っ た の は 、 口 中 も 含め 

て 、 細 胞 ゼ ンプ が 古かっ た か ら だ 。 口 で 息 を し た ら 、 ウ イル ス 細 菌 が すぐ に 
身体 に 入っ て し まう 。 

せっ か く 鼻 が 、 鼻 毛 ま で も 用 意 し て 、 グ ル グ ル 空気 を 回 し て 肺 に 入れ て いる 
の に 、 そ こ で ウイ ルス や 細菌 を 止め よう と し て いる の に 、 し か も 、 上 鼻汁 に 免 
疫 まで 用 意 し て いる の に 、 ラ ク だ か と いっ て 口 か ら ガ ン と 息 を 吸い 込む こと 
は 、 ウ イル ス や 細菌 を 、 招 待 し て いる よう な も の だ 。 

私 は 、 い つか ら か 、 口 で は 呼吸 を し な く な っ た 。 も うず っ と 、 口 で は 息 を し 
な い 。 

私 は 、 鼻 水 や 鼻毛 で 、 風 邪 ウ イル ス や 細菌 を 止め て いる と 信じ て いる 。 

私 は 、 高 齢 者 の 施設 を 2 年 間 見 学 さ せ て いた だ いた こと が ある 。 み な さん 、 
終わ り が 近く な る と 、 鼻 で は 、 呼 吸 が で き な く な る 。 1 番 の 大 き な 理 由 は 、 
私 の 2 度 の ヒド イ 生 活 の 時 と 同じ で ある 。 

「 どっ ち で も いい じゃ な いか 」 

どっ ち で も 良く は な い 。 も し 口 で 息 を する こと が 良く な いこ と を 知っ て いれ 
ば 、 鼻 で 呼吸 を する 習慣 が 大 事 だ と 思っ て いれ ば 、 終 わり に な っ て 、 全 上 員 

が 、 口 で 呼吸 を する こと に は な ら な い 。 や は り 、 口 で 呼吸 する 方 が ラク な の 
だ 。 

マラ ソン を し た ら わ か る 。 苦 し いと 、 口 で 呼吸 し た く な る 。 し か し 、 良 く な 
い 。 終 わり を 早め る 。 


〇 腸管 の 免疫 
2 つ 目 の ウイ ルス 細菌 対策 は 腸 賞 の 細菌 と の 共存 の こと で ある 。 


口 か ら 肛門 まで は 、 私 で は な い 。 私 の 外 だ 。 私 の 外 な の だ が 、 外 見 上 は 、 私 
の 内 に ある 。 生き物 は 、 み ん な 同じ で ある 。 他 の 命 を 食 さ な けれ ば 生き られ 
な い 宿 命 で ある 。 自分 の 身体 の 内 側 に 、 自 分 で は な い 、 食 べ 物 の 通り 道 を 設 
け て いる 。 口 で あり 胃 で あり 腸 で ある 。 

私 は 、 食 べ 物 を 食し て 、 自 分 の 栄養 に する の だ が 、 当 然 の こと な が ら 、 私 の 
腸 な ど に 、 食 べ 物 を 革 え れ ば 、 細 菌 な せ ど は 、 ほ っ て お か な い 。 エ サ に 困ら な 
いか ら だ 。 1 0 0 兆 匹 を 越え る 数 の 細菌 が 、 棲 お こと に な る 。 何 で も な い 時 
に は それ で いい の だ が 、 困 っ た こと も 起き る 。 

一 方 で 、 私 が 食し た 食べ 物 は 、 見 か け 上 の 私 の 内 側 か ら 、 私 に 、 栄 養 と し て 
移さ な けれ ば な ら な い !。 

これ が 、 や っ か いな こと に な る 。 

1 0 0 兆 匹 を 越え る 細菌 と 、 私 が 身体 の 内 に 吸収 し た い 栄 養 は 、 大 き さ が あ 
まり 、 変 わら な いか ら だ 。 

下手 を し た ら 、 貯 養 を 吸 I し たい の だ が 、 細 菌 ま で も 、 吸 収 し て し まう 可能 
性 が ある 。 こ ん な こと を 上 手 に 間違い な く や る の も 、 免 疫 で ある 。 

だ か ら 、 免 疫 が 弱っ た ら 、 私 の 身体 は 、 細 菌 が 多く な っ て し まう 。 防げ な く 
な る 。 

私 は 、 こ の こと も 、 よ く 知 っ て いて 、 私 は 、 冬 場 は 、 ア イス クリ ー ム を 食べ 
な い 。 飲み 会 も 、 冬 場 は 、 ビー ル を 飲ま な い 。 ホ ッ ト ウ ー ロ ン ハ イ に する 。 
日 本 の ビー ル は お か し い 。 腸管 の 吉 う こと を 聞か ず に 、 頭 脳 の 吉 う こと を 聞 
く 。 0 度 が いい と か 4 度 が いい と が 勝手 な こと を 頭脳 は 吉 う 。 頭 脳 の 吉 う コ 
ト は どう で も よい 。 身体 に いい と か ワル イ と か 、 考 えて いな い 。 

腸管 免疫 が 威力 を 発揮 する の は 、 腸 管 の 温度 が 、 多 分 、34 度 くら いま で だ 。 
ゲノム に 聞か な いと わか ら な い 。 そ れ 以 下 だ と 、 貯 養 を 吸収 する つも りな の 
に 細菌 も 一 緒 に 入っ て くる 。 

私 は 、 高 齢 に な る と 、 腸 管 免 疫 力 も 弱く な っ て 、 体 温 維 持 力 も 弱く な っ て 、 
身体 の 温度 が 下がる 。 私 の 身体 は 、 細 菌 に 溢れ る こと に な る 。 

今 は 、 私 は 、 温 か い 。 ミ トコ ンド リア も よく 働く 。 

私 は 、 は ら ま きも し て いる 。 こ れ は 、 ヒ ッ ト 商 品 の 曳き 人 の 商品 の モニ ター 
だ 。 私 に は 、 は ら ま き の ニ ー ズ は な い !。 お 腹 が 冷え る こと は な い 。 し か し 、 
は ら ま き は 有効 だ と 思う 。 も う 4 か 月 くら い 継 続 し て は ら ま き を し て いる 。 


私 は 、 こ こ は 、 ず っ と 守れ る よう な 気 が す る 。 私 の 腸管 の 温度 が 下がっ て 、 
私 の 身体 に 細菌 が 、 頻 繁 に 侵 人 し て 、 あ た か も 、 冷 血 の 生 き 物 に な る か の よ 
うな 状態 に は な ら な いと 思う 。 今 は 自信 が ある が 、 フ ツウ は 、 う ん と 高齢 に 
な る と 、 多 分 、 み ん な 、 身 体 が 細菌 の 巣 に な っ つて し まう の だ ろう 。 私 は 、 
知っ て いる の だ か ら ガ ン バ ル 。 


〇 身体 に 侵入 し た ウイ ルス 細菌 

3 つ 目 の ウ イル ス 細 菌 対策 は 、 ウ イル ス や 細菌 が 身体 に 侵入 し た ら 、 免疫 が 
すぐ に や っ つけ る こと だ 。 

一 般 的 に 、 免 疫 力 が 向上 する 食べ 物 な ども 、 た くさ ん 提案 され て いる 。 
私 は 、 特 に は 、 何 も や っ て は いな い 。 自分 で 実感 が な いか ら だ 。 一 般 的 に 、 
免疫 力 向 上 に 効果 が ある と 吉 わ れ て いる 食べ 物 は 、 お 米 や パン な ど で は な く 
て 、 あ まり 、 疾 繁 に 食べ る も の で は な いよ うだ 。 

この 3 つ 目 の ウイ ルス 細菌 対策 は 、 ウ イル ス 細 菌 の 身体 へ の 侵入 を 許し て し 
まっ た 後 の 、 最 後 の 砦 の よう な も の だ か ら 、 こ この 機能 低下 は 、 す ご く 困 
る 。 一 骨 的 に は 、 風 邪 を ひき や すい と いう 結果 に な る の だ ろう 。 最 後 の 販 が 
威力 を 発揮 し な いこ と だ 。 

私 は 、『 風 邪 を ひい た こと が な い 。』 を 書か せ て いた だ いた 。 も う 、 ず っ と 風 
邪 を 経験 し て いな い 。 風邪 の 薬 も 飲ん だ こと が な いし 、 薬 局 に 、 風 邪 の こと 
で 行っ た こと も な いし 、 病 院 に 行っ た こと も な い 。15 年 か 20 年 くら い だ 。 
それ 以前 は 、 典 型 的 な 風邪 ひき さん だ っ た 。 離 か が 風邪 を ひく と 、 わ た し 
は 、 す ぐに 覚悟 を し た も の だ っ た 。 

私 は 、 生 活 習 慣 が 、 も の すご く 変 わっ た 。 

私 が 、 生 活 習 慣 を 変え られ た の は 、 多 分 、 私 は 、 少 し は 修業 が で き て 、 何 を 
や る に も 、 徹 夜 な ど し な く て も 、 で きる よう に な っ た か ら だ と 思う 。 余裕 が 
で きた 。 

私 は 、 交 感 神経 時 で な いと グッ ドア イデ ア が 生ま れ な いこ と を 知っ て 、 食 事 
の 後 な ど は 、 テ レビ を 見 た り し て いる 。 横 に な る こと も ある 。 そ し て 、 1 日 
の うち で 、 グ ッ ド アイ デア が 降り て くる 時 間 を 、 知 っ て いる 。 そ の 時 の 30 分 
や 1 時 間 が 、 す ご い 貴 重 で ある 。 


以前 は 、 そ うい うこ と が 、 よ くわ か ら な か っ た 。 何 時間 考え て も 、 グ ッ ド ア 
イデ ア が 浮か ば な く て 、 投 げ 出 し た く な る こと も あっ た 。 自信 を 失い か けた 
こと も あっ た 。 

文 を 構成 し て いて も 、 ア イデ ア が 浮か ば な いか ら 、 文 が 進ま な い 。 

今 は 、 よく わか っ て いる 。 

少し な が く な っ た 。 私 が 、 風 邪 を ひか な く な っ た 理由 の 話し だ 。 

明らか に 、 私 は 、 免 疫 力 が 落ち て いる の だ が 、 風 邪 を ひい た こと が な い 。 生 
活 習 慣 の 改善 の 方 が 、 免 疫 力 の 低下 より も 、 上 を いっ て いる こと に な る 。 
多分 、 免 疫 力 は 低下 する が 、 私 の 生活 習慣 が 、 免疫 力 の 低下 を 、 極 力 防い で 
いる の は 、 確 実 だ ろう 。 

私 の 身体 に 侵入 し て し まっ た 細菌 や ウイ ルス を や っ つけ る 免疫 は 、 粘 土 の シ 
ステ ム の 使い も の に な ら な く な っ た 細胞 を 消去 する こと の 範 量 の も の だ 。 
最たる こと は 、 重 力 や 紫外 線 や 酸素 や 放射 能 な ど に よっ て 、 壊 され た 細胞 
を 、 検 索 し て 消去 する こと だ 。 粘土 の シス テム で 、 ゲ ノム が 、 消 去 し た 細胞 
と 同じ も の を 再生 する の だ が 、 そ こ で 再生 ミス を し て 、 ガ ン 細 胞 に な っ て し 
まっ た 使い も の に な ら な い 細 胞 も 、 こ の 男 晴 で ある 。 そ し て 、 ウ イル ス 細 菌 
対策 の 免疫 の 3 つ 目 の 役割 で ある 、 細 胞 も ろ と も 、 侵 入 し た ウイ ルス や 組 菌 
を 、 検 索 し て 消去 する こと だ 。 

これ は 、 最 後 の 皆 だ か ら 、 こ こ で ウイ ルス や 細菌 を 消去 で き な け れ ば 、 た と 
えば 、 肺 炎 に な る 。 H T V を 発症 する 。 も ろ も ろ の 、 病 気 に な る 。 病気 の 帰 
結 は 、 ガ ン と いう 病気 に な る こと が 多い の で 、 も し 私 が 、 こ こ を 突破 され れ 
ば 、 多 分 、 私 は 、 ガ ン に な る 。 

た と えば 、 風 邪 ウ イル ス の 侵入 を 許す こと で は 、 東 京 で 暮らし て いて 、 風 邪 
ウイ ルス の 侵入 を 許さ な いこ と は 、 環 境 上 あり 得 な いこ と だ と 思え る 。 電車 
通勤 し て いる だ け で 、 も う 、 ム リ だ 。 

だ か ら 、 ど うし て も 、 こ の 最後 の 砦 まで 、 い っ て し まう こと が 多い 。 私 も 、 
今朝 は 風邪 気味 だ と 思う こと も ある 。 し か し 、10 時 頃 は 、 も う 忘 れ て いる 。 
こう いう 時 は 、 最 後 の 砦 が 動い て いる の だ と 解釈 し て 、 感 謝 し て いる 。 

お か し な こと だ が 、 生 活 習慣 の 変化 で は 、 私 は 、 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト に 行く 
こと が 多く な っ た こと が 、 大 きい の で は な いか と 思う 。 ず っ と スー パー マー 
ケッ ト に 行っ て ! い る と 、 カ ボ チ ャ が 旬 だ と か に 気がつく 。 し か も 安い 。 サ ン 


マ が 安い 季節 が わか る 。 肉 は あま り 変 化 が な い が 、 野 菜 や 魚 は 旬 が ある 。 
ゴウ ヤ が 旬 の 時 を スー パー マー ケッ ト で 見 な か っ た ら 、 私 は 、 ゴ ウ ヤ を 食べ 
な い だ ろ う 。 多分 、 ゴ ウ ヤ の 苦味 は 、 免 疫 を 刺激 する だ ろう 。 驚 いて 、 働 
ぐ 

私 が 、 毎 日 、 ス テー キ ば か り 食 べ て いた ら 、 免 疫 の 最後 の 砦 は 、 何 も する こ 
と が な い だ ろ う 。 肉 は 、 私 に 近い か ら 、 免 疫 が 働く 必要 は な い 。 ニ ー ズ が な 
けれ ば 衰え よう と する 。 そ れ が 、 私 の 身体 の 、 み ん な の 基本 的 な 考え だ 。 み 
ん な と は 、 私 の 関節 の 滑 膜 で あっ た り だ 。 あ ん まり 歩か な く な っ た ら 、 膝 関 
節 の 滑 膜 は い 、 少 な くし よう と 、 私 の ゲノム は 考え る 。 そ し て 、 急 に 槍ヶ岳 に 
行く と 、 膝 関節 の 滑 膜 を 枯らし て 、 し ば らく 、 病 院 通 い に な る 。 

私 の 身体 は 、 す べ て この よう に な っ て いる 。 

私 は 、 ゴ ウ ヤ を 食べ な い 年 は な い 。 ニ ン ニ ク は 料理 の 味 に 深み を 増す か ら 、 
常に 使っ て いる 。 タ マネ ギ も 鎖 繁 に 使う 。 

多分 、 私 は 、 旬 の も の を 、 多 く の 種 類 の 食べ 物 を 食べ る こと が で きる よう に 
な っ て いる と 思う 。 そ れ が 、 人 だ ろう 。 だ か ら 人 に な っ た と も 吉 え る 。 

逆 に 吉 う と 、 牛 の ステ ー キ は お いし いけ ど 、 私 の 身体 の ニー ズ で は な く て 、 
頭脳 の ニー ズ な の だ ろう 。 ス テー キ ば か り 食 べ て いる と 、 私 の ゲノム は 、 免 
疫 力 を 減ら そう と 考え て し まう の だ ろう 。 確実 に に そう な る 。 

私 が 、 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト に 行く 習慣 が で きた の は 、 や は り 15 年 と か 20 年 
前 だ と 思う 。 そ れ 以 前 は 、 男 は 買い 物 で ネギ を 持つ の は ふさ わし く な いと 
思っ て いた 。 

私 は 、 風 邪 ひ き さ ん で 、 身 体 の 冷た い 男 だ っ た 。 手 の 甲 が 訪 虫 類 の よう だ っ 
た 。 

バッ カ じ ゃ な いか と 思う 。 今 は 思う 。 私 の よろ いな の だ 。 

今 は 、 私 は 、 調 理 が で きる よう に な っ た 。 楽 し み に な っ た 。 調 理 が で きる よ 
うに な っ た と いう 生活 習慣 の 変化 より も 、 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト に 行く 習慣 が 
で きた こと の 方 が 、 免疫 の 最後 の 皆 に は 、 大 き な 出 来 事 だ ろう 。 


ガン を 小さ くす る シナ リオ 


〇 フツ ウ に 暮らせ ば ガン に な ら な い 

ガン に 至ら な い シ ナリ オ に つい て 、 ず っ と 述べ て きた 。 

そし て 、 ガ ン と 戦う ラ シ ナ リオ に つい て も 、 述 べ な いと いけ な い 。 

し か し 、 私 は 、 ガ ン に な っ た こと が な し いり 。 

だ か ら 、 私 が 、 ガ ン と 戦う ラ シ ナ リオ を 書い て も 、 説 得 力 は な い の で は な いか 
と 心配 する 。 

し か し 、 私 は 、 ガ ン に な っ た こと が な い の だ が 、 ガ ン 細 胞 は 、 刻 々 と で き て 
お り 、 日 々 、 ガ ン 細 胞 を 消去 する こと を 欠か し た こと が な い 。 

粘土 の シス テム と は 、 そ うい う も の だ 。 

そう いう も の で は わか ら な い 。 

私 は 、 身 体 を 務 ら か くし て お か な いと 、 地 表 で は 動き に くい 。 お も し ろく な 
い 。 和 柔らか いと 、 重 力 に 壊さ れる 。 

仕方 が な い の で 、 ジ ャ ンジ ャ ン 壊 され る こと を 前 提 に 、 即 座 に 、 新 鮮 な 細胞 
を 、 新 し くつ くれ る シス テム を つく っ た 。 こ れ が 、 私 の 粘土 の シス テム だ 。 
釣 だ っ て 、 同 じ 粘 土 の シ ステ ム を 持っ て いる 。 

ガン と は 、 粘 土 の シ ステ ム が 、 い まだ 、 最 適 で は な いこ と を 表わし て いる 。 
まだ 、 進 化 中 な の だ 。 

釣 も 人 も 、 地 表 で 動き や すく する こと を 、 進 化 さ せる の に 必死 だ っ た 。 そう 
し な いと 、 重 力 や 紫外 線 や 酸素 に 負け て 、 す ぐ ダ メ に な る 。 ア ジ の よう に 、 
海 に 戻っ た 方 が 、 好 まし い 。 

苑 や 人 の ゲノム は 、 諦 め ず に ガン バッ た 。 ガ ン バ っ て いる 。 

柔らか くし な いと 動き に くい の だ が 、 和 柔らか くす る と 壊さ れ や すい 。 人 が つ 
くる ロボ ッ ト で は 、 こ の 、 粘 土 の シ ステ ム が 、 永 遠 に で き な い だ ろう 。 こ れ 
は 、 カ ミサ マ に し か で き な い も の だ 。 人 が つく る ロボ ッ ト は 、 常 に 金属 で 硬 
く て 壊れ な いよ うつ くる 。 橋 や ビル を つく る の と 同じ 概念 だ 。 

カミ サマ の 方 が 、 す ご い 。 

私 の ゲノム は 、 ガ ン バ っ て いる 。 


壊れ や すく つく り 過 ぎる と 、 消 去 し て 再生 する 細胞 が 膨大 な 数 に な る 。 現在 
は 、 私 の 細胞 は 、 多 分 、 1 日 に 、 1 兆 個 くら い が 、 壊 され る よう な 仕組 み に 
な っ て いる の だ ろう 。 ゲ ノム が 計算 し て や っ て いる こと だ か ら 、 ゲ ノム に 聞 
か な いと わか ら な いし)。 

これ 以上 、 壊 れ に くく する と 、 人 が つく る ロボ ッ ト に 近く な る 。 壊 れる 細胞 
は 少な く な っ て 、 消 去 し て 再生 する 細胞 は 少な く な る の だ が 、 固 身体 に 

な っ て 、 体 操 競 技 や フィ ギア ー ス ケー ト や KARA の ダンス な ど は 、 で き な 
く な る 。 す ご く 、 難 し い 。 ゲ ノム の 気持 ち に な る と 、 1 兆 個 の 細胞 の 消去 が 
ある か ら 、 1 兆 個 の 細胞 の 再生 を し な けれ ば な ら な く な っ て 、 数 千 と か 数 万 
と か も っ と 多く の 細胞 の 再生 ミス も 仕方 が な いと 、 思 っ て し まう 。 

私 の ゲノム に 同情 し て は いけ な い 。 

励ま し て 、 た と え 一 億 年 先 で も いい か ら 、 再 生 ミ ス を ゼロ に し て 谷 し いと 、 
お 願い する し か な い 。 

それ が ガン だ 。 

「 再 生 ミ ス は し て いる けど 、 一 緒 に 消去 し て いる か ら ガ ン に は な ら な い は ず 
だ 」 

「 生活 習慣 が ダメ だ か ら ガ ン に な る 」 

私 が 、 一 億 年 先 で も いい か ら 、 再 生 ミ ス を な くし て くれ と 頼ん で も 、 ゲ ノム 
は 、 こ う 吉 う 。 

そう な の だ 、 粘 土 の シ ステ ム は 、 よ く で き て いる 。 再生 ミス も 考慮 し て あ 

る 。 フ ツウ に 暮らせ ば 、 ガ ン に は 、 な ら な いよ うに で き て いる 。 


〇 自己 責任 

私 の 2 度 の ヒド イ 生 活 は 、 典 型 的 に 、 ゲ ノム が 吉 う 、「 フ ツウ の 暮らし を し 
て いれ ば ガン に は な ら な い 」 の 範囲 の 外 の 暮らし 方 だ 。 

ゲノム の 吉 い 方 だ と 、「 せ っ か く 再 生 ミ ス も 一 緒 に 消去 し て いる の に 、 ジ ャ 
マ を する 」 こ と に な る 。 

私 の 手の甲 が 、 則 虫 類 の よう に な っ て し まっ た の は 、 典 型 で ある 。 私 は 、 休 
息 時 間 が 3 時 間 し か な く て 、 粘 土 の シ ステ ム を 途中 で 、 い つも 止め て いた に 
違い な い 。 栄 養 だ っ て 少な く て 、 新 し い 細 胞 を つく る 材料 を 欠か し て いた に 


違い な い 。 栄養 失調 だ っ た の だ 。 

確か に 、 ゲ ノム の 吉 う と お りか も し れ な い 。 ゲ ノム は 、 粘 土 の シ ステ ム と い 
つう 最高 の シス テム を 用 意 し た 。 し か し 、 私 は 、 ヒ ドイ 生活 を する 。 私 の 自己 
責任 の 問題 だ 。 私 の ゲノム は 、 そ う 吉 う 。 

それ で も 、 1 億 年 くら い 先 に は 、 再 生 ミ ス を な くし て くれ と いう お 願い を 、 
断る こと は な い 。 なぜなら 、 私 を 生き 残ら せる こと が 、 ゲ ノム の 唯一 の コン 
セプト だ か ら 。 し か し 、 一 億 年 くら い の な が い 年 月 が 必要 で ある 。 

私 は 、 ギ リ ギ リ で ガン に な ら な か っ た の だ 。 ホ ント に 、 ギ リ ギ リ で ある 。 
今 、 あ の よう な ヒド イ 生 活 を すれ ば 、 私 の 免疫 力 が 大 幅 に 後退 し て いる だ ろ 
うか ら 、 喫 水 を 越え て し まう だ ろう 。 私 は 、 簡 単に ガン に な る 。 

私 の こと は さて お いて 、 日 本 の 人 は 、 多 く の 人 が 、 ガ ン に な る 。 み な さん 、 
私 の ゲノム が 吉 う よう に 、「 フ ツウ の 生活 を し て いれ ば ガン に な ら な い 」 
の 、 範 囲 の 外 の 生活 を し て いる の だ ろう か 。 疑問 で ある 。 ゲ ノム に 聞い て み 
た し !。 

も し 、 肥 満 は フツ ウ の 生活 の 範囲 外 だ と 、 私 の ゲノム が 吉 っ た の な ら ば 、 多 
く の 方 が 、 一 挙 に 、「 フ ツウ の 生活 を し て いれ ば ガン に な ら な い 」 の 外 に 出 
て し まう 。 今 の 日 本 に は 、 肥 満 の 方 が 多い 。 確 か に 、 フ ツウ の 生活 を し て い 
れ ば 、 肥 満 に は な ら な い 。 あたりまえ だ 。 し た が っ て 、 肥 満 に な る と 、 重 力 
に よっ て 、 よ り 多 く の 細 胞 を 壊さ れる か ら 、 再 生 ミ ス も 多く な っ て 、 ガ ン 細 
胞 が で きる 確率 を 上 げ て し まっ う 。 

冷え 性 は 、 フ ツウ の 生活 の 外 だ と 、 私 の ゲノム が 吉 つ の だ っ た ら 、 そ れ は 
困っ た こと だ 。 特 に 、 多 く の 女性 が 、 冷 え 性 で ある 。 3 人 に 1 人 は 、 冷 え 性 
で は な いか と 思う つ 。 

ゲノム の シス テム で は 、 体 温 が 低い と 、 使 いも の に な ら な く な っ た 細胞 を 消 
去 し に くく な る 。 免疫 が 、 う まく 働か な いか ら だ 。 冷え 性 と いう こと だ け で 
ガン に な る 確率 を 上 げ て し まう 。 肥満 と か 冷え 性 と か は 、「 フ ツウ の 生活 を 
し て いれ ば ガン に な ら な い 」 の 外 に ある こと は 、 確 か だ 。 生 まれ な が ら に し 
て 冷え 性 の 人 な どい な い 。 す べ て は 、 生 活 習慣 の 問題 で ある 。 

睡眠 時 間 の 短い 人 も 、 日 本 の 人 に は 多い 。 こ れ も 、 フ ツウ の 生活 を し て いれ 
ば ガン に な ら な い 」 の 外 に ある の だ ろう 。 こ ん な こと を 上 げ て いけ ば 、 い く 
つも が 、 フ ツウ の 生活 の 外 に ある 。 


「 私 は キチ ン と や っ て いる の に 、 私 の ジャ マ を する 」 

私 の ゲノム は 、 こ う 吉 う 。 

それ で は 、 ジ ャ マ を し な けれ ば 、 ガ ン に は な ら な い の か が 。 

「 あたり まえ の こと だ , 

私 の ゲノム は 、 こ う 吉 う 。 

私 は 、 ど うな っ た の だ ろう 。 

あの 2 度 の ヒド イ 生 活 で 、 私 は 、 ギ リ ギ リ で ガン に は な ら な か っ た 。 

今 同 じ こ と を し た ら 、 粘 土 の シ ステ ム が 有 弱 く な っ て いる か ら 、 私 は 、 喫 水 を 
越え て し まっ 。 

どう や ら 、 私 に は 、 ガ ン に な る 喫水 な る も の が あっ て 、 そ れ は 、 生 活 習 慣 ら 
し い 。 私 の 現在 の 生活 習慣 は ば 、 ガ ン に な る 喫水 の 手前 に ある の だ ろう 。 私 の 
2 度 の ヒド イ 生 活 は 、 ガ ン に な る 喫水 ギリ ギリ だ っ た の だ ろう 。 


〇 ガン に な る 喫水 

ガン に な る 喫水 は 、 私 は 、 自 分 で 測れ る 。 も ちろ ん 、 血 液 の 1 滴 か ら 科 学 的 
に 計測 で きれ ば 、 す ご いこ と だ 。 

し か し 、 今 の 私 な ら ば 、 自 分 の ガン に な る 喫水 を イメ ー ジ で きる 。 こ ん な こ 
と を 吉 っ て いる と 、 自 信 過 剰 の カミ サマ が 怒っ て し まう か も し れ な い 。 し か 
し 、 私 は 、 少 し は 自信 が ある 。 だ か ら 、『 ガ ン に な っ た こと が な い 。』 を 、 生 
意気 だ が 書く 気 に な る 。 

私 は 、 眠 れ な く な っ た ら 注 意 し な いと いけ な い 。 身体 が 昔 の よう に 冷た く 

な っ た ら 注 意 し な いと いけ な い 。 シ ャ ワー する の が メン ドー に な っ た ら 注 意 
し な いと いけ な い 。 0 時 30 分 に ベッ ド に 行き た く な く な っ た ら 注 意 し な いと 
いけ な い 。 3 食 食 べた く な く な っ た ら 注 意 し な いと いけ な い 。 粗食 を 恥ず か 
し いと 思う よう に な っ た ら 注 意 し な いと いけ な い 。 ニ ンジ ン の 値段 が わか ら 
な く な っ た ら 注 意 し な いと いけ な い 。 高 尾山 に 行く こと を た め ら っ た ら 注 意 
し な いと いけ な い 。 

私 は 時 間 を 惜しん で や る よう な こと が な く な っ た ら 注 意 し な いと いけ な い 。 
私 は 、 ど うし て も 、 時 間 を 惜しん で や り た く な っ て し まう 。 仕事 熱心 だ 。 私 
は 、 寝 る 時 間 を 惜しい と 思っ て いた し 、 食 べ る 時 間 を 惜しい と 思っ て いた 


し 、 お 風呂 の 時 間 が も っ た いな いと 思っ て いた 。 

こう いう 人 は 、 こ うい う 人 で 、 ガ ン に な りや すい と 思う 。 

「 フ ツウ の 生活 を し て いれ ば ガン に な ら な い 」 

私 の ゲノム が 吉 っ て いる こと を 、 無 視 し が ち で ある 。 時 間 を 惜しん で 何 か を 
し た く な る 。 

私 が 典型 だ 。 

今 で も 私 は 、 時 間 を 惜しん で いる 。 

し か し 、 私 は 、 ガ ン な る 喫水 に は まだ 遠い と 、 自 分 で 思え る 。 喫水 だ か ら 、 
越え る と 、 辛 いこ と に な る 。 い き な り 、 健 康 診断 で 、 ガ ン で す と 吉 わ れ て し 
まっ うっ 。 

私 は 、11 時 50 分 頃 に は 、 副 交感 神経 に な っ て 体温 が 高く な っ て 眠く な る 。 
私 は 、 0 時 30 分 に に 、「 あ り が と う 」 と 吉 っ て 、 ベ ッ ド に 潜 

これ だ け で も 、 崩 さなか っ た ら 、 私 は 、 ガ ン の 喫水 は 、 まだ 先 に ある と 思っ 
て 間違い な い 。 

私 は 、 ス トレ ス が な いわ け で は な い 。 生 きる こと に 気 に な ら な いこ と が な い 
わけ で は な い 。 す ご く 多 しい 。 

私 は 、 そ れ ら を 、 収 め る こと が で きる 。 自分 に IDW る こと が で き て いる 。 


〇 ガン に な る 喫水 を 越え た 

も し 私 が 、 ガ ン に な る 喫水 を 越え た ら 、 シ ンド イ こ と に な る 。 い き な り 、 私 
の 粘土 の シス テム が 再生 ミス を し た 細胞 が 、 自 己 増殖 し て 、 私 の 粘土 の シス 
テム の 外 に 出 て し まっ た の だ 。 

私 の 粘土 の シス テム の 男 ち ゅ う 外 に な っ て し まっ た 。 

私 の ゲノム すら 、 コ ント ロー ル で き な い の だ 。 

ガン だ 。 

私 は 、 ガ ン と いう 豆 葉 と ガン 細胞 と いう 吉 葉 を 、 分 け て 使っ て きた 。 

ガン 細胞 は 、 粘 土 の シ ステ ム で 、 仕 方 な く 、 毎 日 大 量 に で きる も の だ 。 ミ ス 
し た 細胞 で ある 。 し か し 、 粘 土 の シ ステ ム は 、 ミ ス し た 細胞 も サー チ し て 消 
去 し て し まう 。 こ れ が 、 ガ ン 細 胞 だ 。 

ガン は 、 粘 土 の シ ステ ム が サー チ し て も 、 検 索 で き な い くら い に 大 きく な っ 


た こと を 喜 っ て いる 。 

私 が 、『 ガ ン に な っ た こと が な い 。』 と 吉 っ て いる の は 、 私 の 粘土 の シス テム 
の 外 に な っ て し まう よう な ガン 細胞 を 抱え た こと が な いと 吉 っ て いる 。 ガ ン 
だ 。 

ガン 細胞 は 、 本 来 、 そ こ に ある べき 細胞 で は な い 細 胞 の こと だ 。 再 生 ミ ス し 
て 、 そ こ に ある 。 細胞 そ の も の は 、 お か し な も の で は な い 。 そ の 細胞 が 、 そ 
こ に ある こと が お か し い 。 私 に は 、 シ ッ ポ の デザ イン も 残さ れ て いる 。 シ ッ 
ポ の デザ イン を ミス し て 再生 し て し まう こと も 考え られ る 。 これ は 再生 ミス 
の 確率 の 問題 な の だ 。 

ひょっと し て 肺 の 細胞 の 再生 を する は ず だ っ た も の か も し れ な い 。 肺 に シッ 
ポ の 細胞 が 出 て くる こと に な る 。 シ ッ ポ の 細胞 その も は お か し く は な い が 、 

肺 に シッ ポ の 細胞 は あり 得 な い だ ろ う 。 

た と えば の 話し だ 。 

細胞 は 、 近 隣 の 細胞 と コミ ュ ニ ケー ショ ン を と れる よう に な っ て いる 。 情報 
伝達 な ども 、 話 し 合っ て や れる 。 し か し 、 そ の シッ ポ の 細胞 は 、 何 も で き な 
い 。 何 も で き な い が 、 生 き て いる の だ か ら 、 自 分 で 、 存 在 感 を 示 そ うと す 

る 。 あ た り ま えな の だ 。 大 きく な る 。 ま すま す 、 私 の 粘土 の シス テム の 外 に 
な が かつ で し まう 。 

ガン が か な り 大 きく な っ た と し て も 、 私 の 生活 の ジャ マ を し な い 限 り 、 私 

は 、 ガ ン の 存在 を 知る こと が で き な い だ ろう つ 。 

メン ドー な こと に な る の だ 。 

私 の ゲノム の 吉 う 、「 フ ツウ の 生活 を し て いれ ば ガン に な ら な い 」 が 、 す ご 
く 重 要 な の だ 。 

ガン 細胞 や ガン は 、 人 間 だ け で は な い 。 釣 に も 起こ り 得 る 。 し か し 、 名 は 、 
ガン に な っ て 命 を 落と す よ り 、 食 餌 を 得る た め の 戦 いで 命 を 落と す 確 率 が 、 
圧倒 的 に 高い だ ろう 。 

釣 た ち は 、 2 足 歩行 に 至ら な か っ た 。 脊柱 が 地球 に 平行 し て いる か ら 、 ヒ ト 
より も 粘土 の シス テム の 動き が 少な い だ ろ う 。 そ も そ も 、 ヒ ト に 較べ て 、 細 
胞 が 壊さ れる 数 が 少な い 。 壊れ る 細胞 が 少な けれ ば 、 消 去 する 細胞 も 、 再 生 
する 細胞 も 少な いか ら 、 再 生 ミ ス を する 細胞 も 少な い 。 ガ ン 細 胞 が 少な い 。 
私 は 、 釣 の ガン が 多い か どう か 知ら な い 。 想像 を 述べ て いる 。 し か し 、 自 信 


が ある 。 

ヒト は 、 や は り 上 炭 し ! い 。 し か し 、 粘 土 の シ ステ ム を 最高 に うま く 使 っ て い 
る 。 

し か し 、 や は り 、 立 ち 上 が っ て いる こと は 、 上 厳 し い 。 重 力 に 細胞 が 壊さ れ 
る 。 


〇 粘土 の シス テム の 内 側 に 返す 

粘土 の シス テム の 外 に ある ガン を どう すれ ば いい の だ ろう か 。 

粘土 の シス テム の 内 側 に 返す こと が 、 最 高 の シ ナリ オ だ ろう 。 

私 の 2 度 の ヒド イ 生 活 の 時 に は 、 多 分 、 私 は 、 多 く ガ ン を 抱え て いた と 思 
う 。 ガ ン 細 胞 で は な い 。 ガ ン だ 。 私 の 粘土 の シス テム の 男 ち ゅ う の 外 に 出 て 
し まっ た 細胞 だ 。 独 立 し て 存在 感 を 示 そ うと し て いる 細胞 で ある 。 細胞 増殖 
し て 塊 に な っ て いる 。 

私 が 、 2 度目 の ヒド イ 生 活 を 切り 上 げ て 、 フ ツウ の 生活 に 戻っ て し ば らく 
た っ て 、 私 の 手の甲 の 、 中 虫 類 の よう な 模様 は 消え た 。 私 の 左右 の 耳 の 下 
は 、 紫 色 だ っ た 。 一 緒 に 住ん で いる 人 に 、 和 気持 が ワル イ と 吉 わ れ た 。 そ の 紫 
色 の 斑点 が 消え た 。 い つ 消 えた の か わか ら な い 。 私 は 、 ガ ン が あっ た と 吉 っ 
て いる が 、 ゲ ノム に 聞い た わけ で は な い 。 総合 的 に 鹿 断 し て みる と 、 1 0 0 
0 や 2 0 0 0 個 の ガン が あっ た と 思っ て いる 。 あ の まま の 生活 だ と 、 そ の ガ 
ン は 、 更 に 増殖 し て 、 も う 取 り 返 し が つか な く な っ て いた だ ろう っ う 。 

し か し 、 私 は 、 今 は 、『 ガ ン に な っ た こと が な い 。』 を 必死 で 書い て いる 。 追 
われ る よう に 書い て いる 。 不安 な の だ 。 ガ ン に な っ て し まっ た ら 、『 ガ ン に 
な っ た こと が な い 』 こ と な ど 、 書 け な い 。 私 の 自分 の 経験 な の に 、 自 分 が ガ 
ン に な っ て も 、 参 考 に で き な い 。 

私 は 、 確 認 し て いな い が 、 ガ ン を 消し た の だ 。 以 前 の 話し だ 。 

私 の 1 000 や 2 0 0 0 個 の ガン は 、 ど う や っ て 消え た の だ ろう か 。 
答え は 、 簡 単 で ある 。 

私 が 、 私 の ゲノム の 吉 う 、「 フ ツウ の 生活 を し て いれ ば ガン に な ら な い 」 
の 、 フ ツウ の 生活 に 、 戻 っ た か ら だ 。 

私 の 2 度 の ヒド イ 生 活 は 、 私 の 粘土 の シス テム の 、 自 然 に 加 貞 と と も に 落ち 


て いく チカ ラ よ り も 、 大 きく 、 落 と し て いた の だ と 思う 。 免疫 力 な ど は 、 喪 
える カー プ ブ が 急 カ ー プ に な っ て いた 。 

私 が 、 ヒ ドイ 生活 を 切り 上 げ て 、 私 の ゲノム の 吉 う 、「 フ ツウ の 生活 を し て 
いれ ば ガン に な ら な い 」 の 、 フ ツウ の 生活 に 戻っ た 時 、 一 時 的 に 、 私 の 免疫 
力 が 向上 し た 。 私 の 粘 士 の シス テム の スケ ー ル が 拡大 し た 。 本 当 は 、 拡 大 し 
た の で は な く て 、 そ の スケ ー ル が 、 本 来 の も の だ っ た 。 私 は 、 私 の ゲノム の 
喜 う 、「 フ ツウ の 生活 を し て いれ ば ガン に な ら な い 」 フ ツウ の 生活 に 戻っ た 
だ け だ 。 

ー 時 的 に 、 私 の 免疫 有力 は 大 きく な っ て 、 私 の 粘土 の シス テム の スケ ー ル が 拡 
大 し た の だ か ら 、 私 の 粘土 の シス テム の 男 ち ゅ うつ の 外 に あっ た 、 1 0 0 0 個 
や 2 0 0 0 個 の ガン を 、 み ん な 、 消去 し て し まっ た の だ 。 

私 は 、 間 違い な いと 信じ て いる 。 


〇 温泉 で 生活 する 

私 が 、 1 0 0 0 個 や 2 0 0 0 個 は 、 ガ ン を 抱え て いて 、 す べ て 消去 し た と 
吉 っ て いる が 、 こ の 方 法 で 、 ガ ン を や っ つけ る こと が 、 適 切 だ と 思っ て い 
に っ 人 

私 の 2 度 の ヒド イ 生 活 の 時 に は 、 ヒ ドイ 生活 を フツ ウ の 生活 に 戻す こと で 、 
私 の 免疫 力 や 粘土 の シス テム を 、 一 時 的 に 拡大 で きた 。 1 0 0 0 個 や 2 0 0 
0 個 の ガン くら い 、 な ん で も な か っ た 。 

し か し 、 今 度 私 が ガン に な っ た ら 、 困 る こと に な る 。 今 私 は 、 ヒ ドイ 生活 を 
し て いな いか ら だ 。 免疫 力 が 、 あ る べき 位置 か ら 、 意 図 的 に 下がっ て いる と 
思え な い 。 

それ で も 、 基 本 的 に は 、 加 齢 に よる 粘土 の シス テム の スケ ー ル ダウ ン は ある 
の だ か ら 、 消 去 を 逃し て し まう ガン 細胞 だ っ て ある だ ろう 。 私 は 、 ガ ン の 叫 
水 を 越え て 、 ガ ン に な る 。 

どう すれ ば いい の だ ろう か 。 

私 は 、 多 分 、 し ば らく 温泉 に いる 。 

私 は 、 私 の ゲノム の 喜 う 、「 フ ツウ の 生活 を し て いれ ば ガン に な ら な い 」 フ 
ツウ の 生活 を し て る が 、 そ れ で も 時 間 を 惜しん で いる こと は 確か だ 。 温 泉 で 


ゆっ くり し た 生活 を する より は 、 私 の 粘土 の シス テム の 下り の カー プ ブ が きつ 
い だ ろ う 。 私 は 、 温 泉 で 生活 する こと で 、 一 時 的 に 、 免 疫 力 を 上 げ て 、 粘 土 
の シス テム の スケ ー ル を 大 きく で きる だ ろう 。 私 の 2 度 の ヒド イ 生 活 ほ どの 
大 き さ で は な い が 、 少 し は 、 ス ケー ル を 大 きく で きる 。 

その 少し は 大 きく な っ た 粘土 の シス テム で 、 私 の ガン を 退治 で き な い か を 試 
す 。 私 は 、 必 ず や っ て みる 。 断 吉 で き る 。 

私 が 、 こ れ か ら ガ ン に な る こと は 、 か な り 上 厳 し ! い も の が ある 。 今 が 、 私 の ゲ 
ノム の 喜 う 、「 フ ツウ の 生活 を し て いれ ば ガン に な ら な い 」 の 、 フ ツウ の 生 
活 に 近い か ら だ 。 

私 の ゲノム が 、「 理想 に 近い 生活 を し て いれ ば ガン に な ら な い 」 と 吉 わ し め 
る くら い の 、 生 活 を し な いと いけ な い の だ ろう 。 

私 は 、 温 泉 宿 で 、 す べ て の プレ ッ シ ャ ー を 忘れ て 、 電 話 も な く 、 パ ソコ ン も 
な くし て 、 社 会 と の 連絡 を 絶っ て 暮らす こと が 好ま し いと 思っ て いる 。 
私 は 、 朝 、 交 感 神経 に な っ て 目覚 め る の だ が 、 着 替え て 散歩 に 行く 。 の ん び 
り し た 散歩 だ 。 目 指す も の は 何 も な い 。 帰 っ て 、 温 泉 に 浸かっ て 、 温 まる こ 
と が 好ま し い 。 温泉 を 出 て 、 ゆ っ くり する と 、 副 交感 神経 に な る 。 朝 ご は ん 
を 食べ る 。 ご は ん と 納豆 と 和 干物 だ 。 味 噌 汁 に 野菜 が 5 種類 入っ て いる 。 少 な 
い 食 事 だ 。 

私 は 、 多 分 眠く な る 。 起 きた ば か りな の に 、 上 眠く な ら な か っ た ら お か し いり 。 
ガン バル こと も な い 。 ゆ っ くり 、 外 の 景色 を な が め て 横 に な っ て いる 。 眠く 
な れ ば 、 眠 る 。 

ゴロ ゴロ し て いる 。 私 は 、 時 間 を 惜しん で 何 か を し よう と する クセ が ある 。 
それ が 、 今 は 、 良 く な い 。 温泉 に 来 て いる 。 

お 昼 に な る と 、 起 き て 、 お 昼 の ご は ん を 食べ る 。 う どん を 食べ る 。 野菜 が 、 
異常 に 多く の 種類 入っ て いる うど ん だ 。 8 種類 くら い 入 っ て いる 。 

お 昼 ご は ん を 食べ る と 眠く な る 。 横 に な っ て ゴロ ゴロ し て いる 。 眠く な っ た 
ら 眠 る 。 温 泉 に 入る 。 何 も し な い 。 

夕食 は 、 ア ユ を 焼い て くれ る と あり が た い 。 サ ラダ に 漬け 物 が あれ ば よい 。 
た いし て 食べ な い 。 

夕 食 を 食べ る と 眠く な る が 、 眠 く な れ ば 眠る 。 ゴ ロゴ ロ し て いる 。 

寝よ うと し て いる 時 間 に 、 温 泉 に 入る 。 有 睡眠 は 、 全 身 を 、 同 じ 温 度 に する こ 


と だ 。 そ れ が 、 有 睡眠 の ボタ ン だ 。 温泉 に 浸かっ て いる と 、 眠 く な る 。 そ の ま 
ま フ トン に 入る 。22 時 に は フト ン に 入っ て 、 7 時 に は 起き る 。 9 時 間 は 横 に 
な っ て いる こと に な る 。 お 昼 も あれ だ け 眠 っ て いる の に 、 不 思 議 と 9 時 間 も 
寝 て し まう 。 

私 は 、 困 る こと が ある 。 私 の ガン が 消え た こと を 確認 で き な い か ら だ 。 多 
分 、 温 泉 か ら 、 病 院 に 通っ て いる の だ ろう っ つ 。 

「 不思議 と ガン が 消え まし た 」 

こう 吉 わ れる こと は 確実 で ある 。 

私 は 、 温 泉 で 生活 する こと に よっ て 、 少 し は 、 粘 土 の シ ステ ム の フレ ー ム を 
拡大 で きた の だ 。 拡 大 し た 粘 士 の シス テム が 、 私 の ガン を 発見 し て 消去 し た 
の だ 。 ガ ン 細 胞 で は な い 。 ガ ン を 発見 し た の だ 。 私 の ガン が 消え る と いう こ 
と は 、 こ の こと 以外 に は あり 得 な い 。 マ ジッ ク な ど は な い 。 魔術 も 忍術 も な 
し 1。 


O 米 や 小麦 粉 や 肉 は 少な くす る 

ガン が で き て いる の だ 。 私 は 、 医 者 に 任せ る し か な い 。 

私 に で きる こと は 、 一 時 的 に 、 粘 士 の シス テム の フレ ー ム を 拡大 する こと し 
か な い 。 今 の 私 だ と 、 ほ ん の 少し だ ろう 。 私 は 、 こ こ 20 年 くら い 、 私 の ゲ ノ 
ム の 吉 う 、「 フ ツウ の 生活 を し て いれ ば ガン に な ら な い 」 に 適し た 生活 を し 
て き て いる 。 

だ か ら 、 私 は ガン に は な ら な いと 吉 っ て いる わけ で は な い 。 私 は 加 齢 する の 
だ 。 私 の 粘土 の シス テム は 、 ス ケー ル が 小さ く な っ て いく 。 

私 は 、 ガ ン に な る 可能 性 が ある 。 

その 時 に 、 一 時 的 に 、 粘 土 の シ ステ ム の フレ ー ム を 拡大 する 方 法 を 、 で きる 
だ け 多 く 考 えて お か な いと いけ な い 。 私 は 、 特 殊 で 、 今 は 、 フ ツウ の 生活 を 
し て いる の だ 。 

温泉 で 生活 する こと が 好ま しい 。 最 も 好ま し いか ら 、 私 は そう する 。 し か 
し 、 も し 、 温 泉 で 生活 する お 金 が な か っ た ら 、 温 泉 で 生活 する に 近い こと 
を 、 自 分 の 家 で や る し か な い 。 

私 は 、20 年 くら い 、 入 浴 し た こと が な い 。 私 は 、 ず っ と シャ ワー で ある 。 し 


か し 、 私 は 、 ガ ン を 抱え た ら 、 入 浴 す る 。 私 の 全身 を 同じ 温度 に し た いか ら 
だ 。 私 の 体温 を 高く し た いか ら だ 。 

そし て 、 私 は 、 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト に 行く 。 旬 の 野菜 を 調べ て スー パー マー 
ケッ ト に 行く 。 精 白米 や 小麦 粉 や 肉 な どの 、 私 の 免疫 が 驚 か な いよ うな も の 
は 、 少 し に する 。 私 の 粘土 の シス テム は 、 私 の 食べ 物 が 、 次 第 に 、 食 べ や す 
いも の に 固定 され て いる の を 知っ て いる 。 

宇宙 に いた ら 、 筋 肉 や 骨 が 、 重 力 の ニー ズ が な く な っ た と 思っ て 、 気 配り を 
し て くれ な く な る 。 私 の 身体 は 、 すべ て が こう な っ て いる 。 私 が 食べ て いる 
も の が 、 免 疫 に ラク な も の ば か り だ っ た ら 、 免 疫 の グレ ー ド を 上 げ な い ど こ 
ろか 、 了 降ろし て いく 。 も う 、 道 端 の 草 な ど 食べ な いと 思っ て し まう 。 

私 は 、 免 疫 が 篇 きそう な も の を 選ん で 買う 。 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト で 自分 で 買 
う 。 ゴ ボウ が 出 て くれ ば ゴボウ を 買う 。 多 く の 野 菜 を 食べ る 調理 の 方 法 を 研 
究 する 。 

食べ 物 は 、 大 事 だ 。 ガ ン を 抱え た ら 、 特 に 大 事 だ ろう 。 や り た いこ と は 、 粘 
土 の シ ステ ム の スケ ー ル を 拡大 する こと だ 。 免疫 の チカ ラ が 落ち て いる の 
だ っ た ら 、 で きる だ け 元 に 戻し た い 。 元 に 戻す と いう 意味 は 、 粘 士 の シス テ 
ム の スケ ー ル を 拡大 する こと だ 。 拡 大 で は な く て 、 落 ち 込 み 過 ぎ て いた 分 を 
戻す こと だ 。 

米 や 小麦 粉 や 肉 な ど は 、 免 疫 に 刺激 を 与え る こと は 少な い 。 米 だ け で お 用 を 
いっ ぱい に する よう な こと は 、 私 は し な い 。 3 0 0 g の 牛 の ス テー キ を 食べ 
る こと は な い だ ろ う 。 ガ ン を 抱え て し まっ た ら 、 少 し ずつ で いい か ら 、 多 く 
の 種類 の 食べ 物 を 食べ よう と する 。 も し 、 自 分 で 買い 物 に 行け た ら グ ッ ド 
だ 。 ガ ン を 抱え て いて も 、 和 傍 め る 必要 は な い 。 

粘土 の シス テム の スケ ー ル アッ プ が で きれ ば 、 ガ ン を 消去 で きる 可能 性 は あ 
る 。 

免疫 アッ プ の 食品 が 、 い ろ い る ろ 提 案 さ れ て いる 。 私 は 、 参 考 に させ て いた 
だ くだ ろう が 、 だ か ら と いっ て 、 そ の 食品 に 集中 する こと は な い 。 ニ ラ や ゴ 
ウ ヤ や ニン ニク や ゴボウ や ショ ウ ガ な ど な ど 、 私 が 、 食 べ に くそ うな 食べ 物 
を 多く する 。 それ は 確実 だ 。 

私 は 、 苑 と は 違う 。 肉 ば か けり 食べ て いる わけ で は な い 。 それ は 、 大 昔 か ら 
だ 。 私 の 身体 は 、 そ うな っ て いる 。 雑食 な の だ 。 


「 樹 の 実 が 何 年 も 不作 で 葉 も 食べ る よう に な っ た ん だ 」 

「 樹 の 虫 も 食べ る よう に な っ た 」 

「 最初 は イヤ だ っ た が 」 

「 だ か ら 生 き 残 っ た 」 

私 の ゲノム は 、 こ う 吉 いそ う で ある 。 

だ か ら 、 免 疫 も 、 多 様 に な っ た 。 食 べ る も の か ら の リス ク も 防 が な いと いけ 
な い 。 

念 、 私 が 、 同 じ 食 べ 物 ば か り 食 べ て いた ら 、 も う 免 疫 の 枠 を 狭め て も いい の 
か と 、 勘 違い され て し まう 。 そ れ は 困る 。 免疫 に は 、 ガ ン を 消去 する 役割 も 
ある の だ か ら 。 


〇 粘土 の シス テム の 内 側 に で き な い 

も し 私 が ガン を 抱え た ら 、 今 より も っ と 、 粘 土 の シ ステ ム を 拡大 で きそう な 
生活 を する 。 確か だ 。 温 泉 宿 で 、 何 も し な いで 過す か も し れ な い 。 今 より も 
も っ と 多く の 種類 の 食べ 物 を 食べ る だ ろう 。 

私 の 粘土 の シス テム が 、 一 時 的 に で も 拡大 し て 、 私 の ガン を 消去 し て くれ た 
ら あ り が た い 。 

それ で も 、 私 の 粘土 の シス テム の 男 囲 を 越え て いる 場合 は 、 私 に は 、 ど うす 
る こと も で き な い 。 

私 の 右手 の 薬指 の 骨 は 折れ た 。 一 時 は 、 紫 色 に な っ て 、 再 生 で きる の か 心配 
し た 。 2 度目 の ヒド イ 生 活 の 最 中 だ っ た 。 保育 園 で 、 ち ょ っ と し た 事故 が 
あっ て 、 子 ども が 鎖骨 を 折っ て し まっ た 。 

私 は 、 右 手 の 薬 指 を 引き 替え て くれ る よう に 頼ん だ 。 移 に 頼ん だ わけ で は な 
し 1。 

私 は 、 自 分 の 不 注意 で 、 右 手 の 薬 指 を 折っ た 。 保育 園 の 園長 も や っ て いた 。 
私 の 不 注意 で は な い が 、 私 の 責任 で ある 。 

私 は 、 引 き 替 える こと を お 願い し た の で 、 病 院 へ は 行か な か っ た 。 右手 の 薬 
指 は 、 全 く 、 動 か な く な っ た 。 

子ども の 鎖骨 は 元 に 戻っ て 、 私 の 右手 の 薬指 は 、 少 し ずつ 、 動 く よ う に な っ 
た 。 チ カラ が ゼロ だ っ た の に 、 今 は 、 誰 も わか ら な い 。 


私 だ けが わか る 。 曲 が っ て いる の だ 。 右側 に 少し 曲がっ て いる 。 多 分 、 折 れ 
こ 部 分 を 、 他 の 骨 が 大 きく な っ て 、 カ バー し た の だ と 思う 。 

私 の 、 粘 土 の シ ステ ム に 感謝 し な いと いけ な い 。 私 の ゲノム は 、 私 を 活か す 
方 向 で 、 あ ら ゆ る こと を 考え て 実行 する 。 

私 は 、 右 手 の 楽 指 を 引き 替え て も いい と 思っ て いた 。 い つか 、 薬 指 を 、 切 り 
落と さ な い と いけ な い だ ろ うと 思っ て いた 。 3 カ月 くら い 、 紫 色 の 薬指 の ま 
ま 、 包 帯 も 何 も し な か っ た 。 

も し 、 私 の 、 粘 士 の シス テム の 外 の 出来 事 だ っ た ら 、 私 の 右手 の 薬指 は 、 も 
うな い だ ろ う 。 覚悟 は し て いた か ら 、 悔 し くも な い の だ が 。 

今 の 方 が 、 少 し は 科学 的 に 考え られ る 。 

私 の 粘土 の シス テム の 限界 に 近い こと だ っ た よう に 思う 。 

その 後 、 私 は 、 左 手 の 楽 指 を 折っ た 。 山 に 入っ て 、 川 を 歩い て いて 、 足 を 滑 
ら せ て 、 左 手 の 薬指 を 、 川 の 石 に ぶつ けた 。 折 っ て くれ と 土 わ ん ば か けり の 滑 
り 方 だ っ た 。 

お 昼 に な っ て 、 強烈 に 痛く な っ て 、 大 きく 腫れ た 。 山 で は 、 ど う も で き な く 
で 、 で の まま だ っ た だ た 。 

左手 の 薬指 を 引き 替え る 出来 事 は 何 も な か っ た の だ が 、 私 は 、 医 者 に 行か な 
か っ た 。 

今見 て いる が 、 自 分 に さえ わか ら な い 。 

ホン ト は 、 良 く な い 。 私 の 考え は 良く な い 。 医者 と いう 、 身 体 の こと を 研究 
し て 、 修 復 す る こと を 手伝っ て くれ る 専門 家 が いる の だ 。 任せ る こと が 思 ま 
し い 。 

私 の 粘土 の シス テム は 、 素 晴らし いも の だ が 、 限 度 が ある 。 

幸い に も 、 ガ ン を 発見 で きた ら 、 私 は 、 専 門 の お 医者 さん に お 願い する 。 私 
の 粘土 の シス テム の 男 囲 内 に まで 、 ガ ン を 小さ く で きる よう に 、 お 願い す 

る 。 あ る い は 、 ガ ン を 、 切 り 取 っ て も ら う こと を お 願い する 。 

最後 は 、 や は り 、 私 の 粘土 の シス テム だ ろう 。 切り取 っ て も 、 少 し は 残る だ 
ろう 。 小 さく で き て も 、 消 去 は で き な い 。 私 の 粘土 の シス テム が 、 最 後 は 頼 
り だ 。 

も し 、 ガ ン の 専門 家 が 、 私 の 粘土 の シス テム の フレ ー ム を 詳し く 知れ た ら 、 
も っ と 治療 は 、 や りや すく な る の だ ろう 。 ガ ン の 専門 家 は 、 自 分 は 、 患 者 


の 、 粘 土 の シ ステ ム の フレ ー ム の 範囲 内 に 、 ガ ン を 戻せ れ ば よい の だ と 、 
思っ て いる だ ろう っ う 。 
な か な か 、 ガ ン の 専門 家 と 、 私 の 粘土 の シス テム の コラ ボ が 難し い 。 


ガン に な っ た こと が な い 


〇 ガン に な っ た こと が な い 

私 は 、 い ま 、 少 し は 、 自 分 の 身体 の こと を 、 科 学 的 に 考え られ る よう に な っ 
て 、 私 の 、 2 度 の ヒド イ 生 活 を 、 よ く 生 き 抜 けた と 、 感 心 する 。 

2 度 の ヒド イ 生 活 の 時 は 、 何 か の た め に 、 自 分 を 引き 替え る 覚悟 が あっ た 。 
こう いう 部 分 が 、 科 学 的 で は な い の だ が 、 逆 側 に 、 自 分 を 引き 替え る 覚悟 で 
挑ん で も 、 自 分 の 身体 は 壊れ な いと いう 、 な に か わか ら な い 、 お か し な 過剰 
な 自信 が あっ た 。 

今 か ら 考 える と 、 す べ て は 、 私 の 、 粘 土 の シ ステ ム の 範囲 内 の 出来 事 だ っ た 
の だ 。 そ れ は 、 私 が 、 計 算 で き て いた わけ で は な い 。 作戦 で も な い 。 た また 
まな の だ 。 

この 、 た また ま が よ く な し !。 

私 は 、 残 念 に 思う 部 分 が ある 。 

今 の よう に 、 自 分 を 客観 視 で き て いれ ば 、 私 は 、 自 分 の 粘土 の シス テム の チ 
カラ を 落と さ な い で 、 そ の 範囲 内 で 、 集 中 力 を 高め て 、 短 時 間 に す ご い 仕 事 
が で きた だ ろう と 思う か ら だ 。 

や みく も に 、 何 日 も 徹夜 を し て 、 闇 夜 に 鉄砲 を 撃ち 続け る よう な こと は 、 し 
な く て も 、 良 か っ た 。 結果 に は 満足 し て いる の だ が 、 私 は 、 危 な か っ た 。 多 
分 、 粘 土 の シ ステ ムギ リ ギ リ だ っ た 。 

私 は 、 あ れ だ け 、 風 邪 ひ き さ ん で 、 肩 こり さん だ っ た 。 粘土 の シス テム の チ 
カラ を 、 小 さく し て いた 。 に も か か わら ず 、 私 は 、 生 き 残 っ た 。 

私 は 、 私 の 周辺 すべ て に 、 感 謝 し な いと いけ な い 。 

ここ 15 年 と か 20 年 と か 、 私 は 、 し っ か り 考 えな いま ま 、 生 活 し て きた 。 そ 
し て 、『 風 邪 を ひい た こと が な い 。』『 診 が こっ た こと が な い 』『 ガ ン に な っ 
た こと が な い 。』 を 書け る よう に な っ て いる 。 私 の 中 で 、 暗 黙 の うち に 、 2 度 
の ヒド イ 生 活 を 生き 残っ た 感謝 や 反省 が ある 。 そ し て 、 ど うい うわ け だ か 、 
生活 が 、 変 わっ て し まっ た の だ 。 

私 は 、 今 あの 頃 に 戻り た い が 、 そ れ は で き な し いり 。 


人 は 、 こ うい うつ も の だ ろう 。 た だ 、 い ま か ら で も 、 遅 く は な い 。 私 は 、 ク リ 
エイ ティ ブ と 挑戦 が 、 コ ン セ プ ト だ 。 


r『 ガ ン に な っ た こと が な い 』 


2 1 り 年 


2018 年 


げん じ あ きら 


『2017 年 5 月 ガン 患者 に な っ た 』 を 読ん で いた だ きた い 
『2017 年 7 月 ガン と 闘っ て いる 』 を 読ん で いた だ きた 

『 2 0 1 7 年 12 月 身体 か ら ガ ン が 消え た 』 を 読ん で いた だ きた い 
『2 0 1 7 年 12 月 ガン 再発 と 機能 減退 と 闘う 』 を 読ん で いた だ きた い 
『2018 年 5 月 ガン 再発 と 衰え と 闘う っ 』 を 読ん で いた だ きた い 
『 風 邪 を ひい た こと が な い 。』 を 読ん で いた だ きた い 

『 衣 が こっ た こと が な い 。』 を 読ん で いた だ きた い 

『 あ か ちゃ ん か ら の 手紙 』 を 読ん で いた だ きた い 

『 ま ゆ 。』 を 読ん で いた だ きた い 

『 こ ころ の 色 』 を 読ん で いた だ きた い 

『 よ ろ い っ て な ん だ 。』 を 読ん で いた だ きた い 

『 人 と 集団 を 滅ぼす も の 』 を 読ん で いた だ きた い 


ガン に な っ た こと が な い 
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